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アジアにおける域内貿易および分業関係の検証
　　　　　　　　　貿易統計による検討
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　Internal　Trade　in　the　Asian　Region：

AStatistica1　Study　for　the　Trade　Data

　　　　Tadahiro　TAKENO
－Depαr‘mθηεoゾ魚mα几記‘θs＆SocεαZ　Sc‘θηcθ8

　　　（Received　September　3，1999）

　　In　the　company’s　strategies　concerning　Southeast　Asia，　we　can　now　easily　find　the　regional

strategy　for　the　international　division　of　labor　where　the　parts　for　manufacturing　goods　can　be

supplied　mutually．　On　the　other　hand，　it　may　be　difficult　to　find　the　inter－regional　tra4e　of

these　parts　and　goods　in　the　Asian　region．　By　analyzing　the　related　data　and　the　matrix　trade，

the　paper　follows　the　regional　strategy　of　a　Japanese　company．　One　of　the　finding串from　the

data　is　that　the　electric　parts　trade　has　been　increasing　in　volume，　not　only　for　trade　out　of　the

region　but　also　internally．

1．序論

（1）本稿の目的

　1980年代後半以降約十年間にわたった，外資導入によ

る輸出志向型工業化期を経て，新興工業群4ケ国

（NIES4）および東南アジア諸国連合4ケ国（ASEAN4）

地域において（本稿では，両者の主要8ケ国をまとめて

「アジア8」とする），どのような国際分業関係が展開し

てきたか，同地域外諸国および内諸国相互間での貿易デー

タに基づいて，検証することが本稿の目的である。

　日本からの投入財の輸入と米国への製品の輸出および

アジアでの組立生産からなる，「アジア太平洋トライア

ングル」という域内不完結的な分業関係，および「域内

部品相互供給」と評される域内分業関係の進展が指摘さ

れている。

　なお，ここでの貿易統計が対象とした時期は，1985年

のプラザ合意以降の円高局面にあたり，外資に主導され

た，輸出志向型の工業化成長がNIES4およびASEAN4

からなるアジア8ケ国を覆った時期にあたる。すなわち，

80年および85年は同工業化以前の時期を，90年は，日本

からの対アジア地域海外直接投資がピークに向かいつつ

ある時期を，95年は，アジア8ケ国の輸出の伸び率が軒

並みピークを迎えた年にあたる（注1）。そして，96年以降，

アジア8ケ国の輸出の伸び率は，総じて鈍化し，タイで

は減少を開始する。その後の，1997年7月以降今日にい

たるまでの時期は，アジア通貨危機及びそれに続く経済

危機，政治不安の時期にあたる。

　貿易マトリックスについては，日本貿易振興会アジア

経済研究所開発研究部に依頼した，同所の貿易データ検

索システム（AID－XT）による貿易額（年×品目×輸

出国×輸入国）検索によった。なお，同資料は，国際連

合加入国が同所向けに報告した貿易金額による国際連合

統計，およびOECDの統計に基づいている6
（2）主題

　ASEAN域内相互の貿易関係は，本稿における一連の

貿易マトリックスにおいても，現状では，僅かな進展し

か見られなかった。

　これに対して，アジア8ケ国地域からの総輸出に占め

る同8ケ国域内貿易比率は，1995年には，約27％であり，

対北米地域輸出額の約1．3倍，対欧州連合向けおよび対

日輸出の2倍の規模に達している。

　ちなみに，1980年，85年，90年においては，未だ北米

向けが最大の輸出相手先地域であった。また，日系現地

法人の売り上げ高別販売先として，現地販売の割合が60％
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弱を占めていた（本稿図表2－8を参照）。

　しかしながら，こうした内需も，輸出外貨収入や海外

投資受入れに伴う資金流入などの外発的要因によるもの

と考えられるのであり，輸出の経済成長における主導的

役割は重要である。

　したがって，対米および対日輸出市場が，後発工業化

諸国の追い上げによって閉塞化したことは，1997年7月「

以降の通貨危機および経済危機の要因のひとつであった

と判断される（注2）。

　輸出市場を前提として，労働集約的な工程による，何

らかの輸出志向型経済成長を，アジア8ケ国地域が今後

ともに継続していくとするならば，同諸国を中心とした

地域経済圏の形成が必須であることを提起したい。

　地域経済圏は，市場圏および分業圏としての展望をもっ

ている。すなわち，一方で地域市場圏の形成は，域内各

国国内市場の充実による輸出需要の開拓を促すものと期

待される。また他方で地域分業圏の形成は，部品生産レ

ベルでの規模の経済性確保を促し国際的輸出競争力の育

成にとって有意義でもある。

　換言すれば，過去十年間にわたり，アジアが，各国個

別にフルセット型工業化開発を群生させたことが，設備

の重複投資＝過剰生産能力を潜在化させ，米国および日

本という域外輸出市場が閉塞化したことを契機として，

過剰生産が顕在化したと捉えたい。（注3）

　また，輸出向けの労働集約的な組立工程に特化した製

造業構造が維持されてきたが，こうした組立工程は，技

術集約度が比較的低く，海外からの投資（技術）があれ

ば，後発工業化地域からの追い上げが比較的容易な部門

である。さらに成長の成果としての生活水準が向上する

ことによって所得が向上し，先発の工業国はこうした製

造部門の優位性を容易に失ってしまう。

　他方で，現地国内の生活水準の向上に対応して，現地

国内市場向けに，より高級な財の生産工程へと移行させ

ることによって，労働コストの上昇分を財の価格引き上

げによって吸収することも考えられるが，こうした財の

需要規模も基本的には国民経済全体の輸出収入の伸びに

制約されていた。

　したがって，輸出志向型工業化に依拠した成長を再興

するとすれば，新たな輸出市場確保や輸出競争力の強化

が必要となる。

　具体的には，ASEANの進める，アジア自由貿易圏

（AFTA）の志向するような，地域市場圏の形成が必須

となる。市場規模ならびに規模の生産性の面で製造活動

の分業圏はナショナルな規模からリージョナルな規模へ

と拡大せざる得ない状況にあり，域内分業体制の形成が

望まれる。

　確かに，個別企業レベル（ミクロレベル）では，1990

年代に入ってから，いわゆる「企業内分業戦略」として

域内貿易や域内分業は，進展していることが伝えられて

いるが，全体としては（マクロレベルでは），域内調達

額および貿易額のいずれにおいても，ASEAN域内貿易

は，依然として僅かなものでしかなかった。

　また，ASEANにおける域内相互補完に向けた各国の

政策調整の試みも進展が少なかった。

　今後の展望として，アジア8ケ国が，通貨危機および

経済危機を共有するにいたったことが，ASEANを越え

た地域的な経済協力，すなわち分業圏の形成へとむすび

つくことを期待したい。

　本稿は，筆者を研究代表とする共同研究プロジェクト

「人材開発政策の経済成長への効果の測定手法および政

策評価手法の開発に関わる基礎研究（文部省科学研究費

補助金研究　基礎研究（C）（1）平成9年度から11年度ま

で）」の研究成果の一部として，および共同研究村岡輝

三（卜照彦）教授（名古屋大学）を研究代表者とするプ

ロジェクト「アジア経済の再構築と日系企業の新戦略

一地域統合・企業連携・市場再編のシナリオー（日本学

術振興財団科学研究費補助金研究　基礎研究（A）（1）平

成11年度から13年度まで）」の研究活動の一部としてま

とめた。

　　　　　　　　　　第1章の注

（注1）輸出の伸び率の推移は，拙稿「アジアにおける域内分

　　業圏の動向と国際経営戦略」『名古屋工業大学紀要』第51

　　巻2000年，「図表2－1」，および本稿の［図表2－2］を参

　　照。

（注2）拙稿「前傾論文」を参照。さらに補足すれば，本稿で

　　は，こうした輸出市場の拡大，製品需要の増大さらには輸

　　出信用創造そのものの拡大に限界があることが，いわゆる

　　「雁行形態論（赤松要）」等における，工業化の無限の波及

　　の制約条件であると考える。すなわち，一方で一つの産業

　　が次々といろんな国に普及していきながら，他方で一つの

　　国内部では主導産業業種を次々と転換させ産業の裾野を広

　　げ，「後発性の利益（ガーションクロン）」を得て，「圧縮

　　的工業化（渡辺利夫）」を進めていくことも，需要の拡大

　　を前提として初めて可能である。したがって，支払い可能

　　な需要の充足が，将来より多くの利潤を生む期待がある限

　　りにおいて，換言すれば輸出信用が創造される限りにおい

　　て，輸出志向型工業化を海外からの直接投資を仰いで実行

　　することは可能であった。今回のアジア通貨危機および経

　　済危機においても，90年代に入ってから中国が輸出競争へ

　　参入したことによって輸出市場の閉塞化が懸念され，さら

　　に96年からは輸出が各国で現実に減退を始めていた。こう

　　して本来，経済活動も減速されるはずであったが，将来の

　　輸出収入による支払いに裏付けられない，漠然とした成長

　　期待（The　World　Bank，　Eαs‘．4slαπMかαcZe．1993）
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図表2－1　アジア諸国の産業政策の推移

1950 1960 1970 1980 1990年

台　　　湾 53～57 58～80 80～ 86～ 90年代

輸入代替工業化 輸入振興政策 輸出振興 自由化 情報産業育成

戦略産業育成

韓　　　国 61～72 73～79 80～ 90年代

輸出振興政策 輸入代替政策 貿易・投資自由化 国際的調和重視

国内市場保護 （重化学工業） 金融自由化 規制援和・摘発

金融機関国有化 輸出振興 80年朝毎～ 研究開発優遇

タ　　　イ 61ん71 7ト86 86～

輸入代替工業化 輸入代替強化（81～資本財） 輸出振興政策

輸出産業育成 技術集約産業育成

マレーシア 50～70 71～85 86一

輸入代替工業化 輸入代替に輸出振興加味 貿易 ・投資自由化

（緩やか）

インドネシア 67～73 74～81 86～

新秩序政府 輸入代替工業化 輸出振興政策

（自由化） 自由化

フィリピン 50～ 70年代 80年代 go年代

輸入代替工業化 輸入制限強化 貿易投資自由化 貿易投資自由化館

（政商癒着） （政情不安） （政情安定化）

中　　　国 65r76 77～78 80年代 go年代

国防産業（内陸部 プラント輸入 沿岸部工業化 インフラ開発

重工業）育成 （軽工業中心） ハイテク産業形成

（資料）野村総合研究所『アジア諸国の産業発展戦略』1996年より作成。

（出典）居城克治「アジアの経済発展と中小企業」『叢書　現代経営学一5』ミネルヴァ書房．1999年，p，250，「表11－1」。

　に基づき，急速に流入してきた短期的な資金・債務によっ

　て，バブル化し，現地経済は，減速化を越えて通貨危機お

　よび経済危機に陥っていった。

（注3）「これまで過大に投資が行われ，将来性のなさそうな

　産業まで育成しようとしてきた。あらゆる産業を育てたい

　という『総合型』の開発戦略は修正を迫られ，一町一，ど

　こに特化するかということが，今後の各国の発展パターン

　を大きく規定する。（池本幸生「東南アジア経済危機の実

　物的側面」『海外事情（拓大）』47巻4号，1999年，p．112）」。

2．外資主導型輸出工業化経済成長と国際分業

（D外資依存構造と日系企業の海外直接投資活動

①外資依存の構造

　1980年代半ばまでの時期に，アジア8力国は相次ぐよ

うに，輸出志向型へと開発政策を転換するとともに

（［図表2－1］），貿易および投資に対する規制緩和政策

を実施した（［図表2－2］，および『平成7年版　通商

白書』，pp．343－345）。

　1980年代後半以降の経済成長期においては，こうした，

貿易や投資規制緩和による海外直接投資流入を受けて，

アジア8ケ国諸国は，輸出および国民総生産額は，伸ば

していく（注P（［図表2－2］）。

②日系企業の海外直接投資活動

　この1980年代後半以降の時期において対アジア向けの

製造業向け投資が主要とされて，製造業投資が注目され

た時期であったが，日本の海外直接投資先産業分野は，

一貫して「非製造業」向けが「製造業」向けを上回って

きた（［図2－3］［図2－4］『平成10年版　通商白書』

P，234）。

　また日系企業の主要な投資先であったのは，北米向け

であった。さらに，この時期は，日本の海外直接投資先

が，従来のアジアを含む途上国向けに代わって，「北米」

および「欧州」向けのシェアが過半数に転じた時期でも

ある。（『平成7年版　通商白書』p．150）。

　ちなみに製造業部門における海外直接投資に限ってみ
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図表2－2　ASEAN　4各国の貿易・投資関連規制緩和と，輸出入額，直接投資受入額1経済成長率の推移
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図表2－3　我が国直接投資の業種別比率（65年～84年）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（10億ドノレ）
100覧　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　．　　　　　　　10

90％　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　9

80％　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　8

70覧　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　7

60覧　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　6

5（隅　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　5

40覧　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　4

30％　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　3

20％　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　2

10％　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1

　0％　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　0

　　6566676869707172737475767778798081828384（年度）

（備考）資源開発型産業は鉱業，農・林業，漁・水産業を指す。

（資料）大蔵省「国際金際局年報」

（出典）図表2－2と同じ。p．150「第2－2－2図」。

製造業

その他非製造業

総投資額

資源開発型産業

図表2－5
［oゆ蛤

80覧

60脇

4（塒

2（脱

（兆円）

　1

、li

　i

図表2－4　日本の対外直接投資の推移

鋤ド網レート【右側彊り，

れ　　ニクソン

シコ　クロの

朋肥　　囲

囲

尋盟｝D’

書三器覧購

ゑロス　バ　

期鯛入　囲

85辱　，
9量蟹の
円窩馬画

覧駒飾

圏聯翁

　　A　　　正
　　α馴●畠旧
　　　　　　，　　鴛
　　　射棄■●‘置簿　2蛮　　　　　●出臨芝胤創
石圏亀■

瓢霊矧v

鱒鱈

EU　－　5彌是

＼

　（円／ドル｝

圃
　　L叩

　　L50

　　200
NAFτA憂魏

器留鯛

250

脚

350

團

製造業直接投資の地域別シェア（フロー）

慌

　707172737475767778798081828384858687888990919293949596（年度）

（備考）70～85年度の数値はドル表示のものを東京インターバンク

　　市場直物中心相場期中平均レートで円換算したもの。
（資料）大蔵省「対外直接投資届出実績」

（出典）図表2－4と同じ。p．236「第4－1－6図」。
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（資料）IMF「IFS」，大蔵省「対外直接投資届出実績」

（出典）通商産業省編『平成十年版　通商白書』大蔵省印刷局，平

　　成10年，p．235「第4－1－1図」。
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（備考）複数回答。

（資料）通商産業省「経済構造比較調査（98年3月）」

（出典）図表2－4と同じ。p．238「第4－1－7図」。

ても，1981年以降，北米向けのシェアがアジア向けを上

回っており，さらに，1980年代後半の時期もアジア向け

を上回る勢いで増加している（図2－5）。

　すなわち，アジア側の外資主導型工業化成長を主導し

たとされる，日本からの製造業向け海外直接投資である

が，日本側からみると海外直接投資の関心は，対北米地

域むけと非製造業投資にあり，まさに東アジアの高度経

済成長が緒についた時期，こうした傾向を一層強めてい

る。

　ただしこうした日系企業にとって，投資先としてのア

　　　87　　　88　　　89　　　90　　　91　　92　　　93　　　94　　　95　　　96

　　　　　　　　　　年度
（資料）国内法人：法人企業統計（大蔵省）

（出典）通商産業省編『我が国企業の海外事業活動』（第27回），大

　　蔵省印刷局，平成11年，p．49，「第2一（3）一2－3図」。

ジア地域は，対米欧向け投資と比較して，投資の利益率

が高く，さらに一貫してプラスを維持してきた，有利な

投資先地域であった。（［図表2－6］）。

　また，海外進出動機が，米欧向けでは，現地市場の確

保が主であるのに対して，アジア向けでは，人件費等生

産コスト削減（［図表2－7］）が主要であることからも

分かるように，対アジア投資は，生産中心にコスト削減

分を収益として有効に回収できる，組立製造活動にとっ

ては有利な地域と位置づけられる。

　したがって，製造における原価シェアの一般に最も大

きな労働集約的な部門が，労働コスト削減の目的でアジ

ア地域へ移転されることになる。ここに，日・米からの

投入財→米・日市場への輸出という，投入一産出関係

（ネットワーク）の中で，アジアでは製造を行うアジァ

太平洋トライアングル構造が導かれることになる。

（2）国際分業の構造

①アジア太平洋トライアングル構造

　アジア8ケ国諸国の輸出依存度は20％前後から，80％

台のマレーシア，さらに再輸出が多いため100％を越し

ているシンガポールや香港まで，ばらつきはあるが，日

本が8％台であるのと比べてみると，概して輸出主導型
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　　　　　　図表2－8　日系製造業企業の現地法人における調達／販売先

日系製造業企業の現地法人における　　　　　　日系製造業企業の現地法人における
調達雪意仕入れ高内訳（1994年度）　　　　　　売り上げ高販売先別構成比（1994年度
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NIES ASE
`N 中国 北米 欧州
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ロその他輸入 0．0 1．5 0．3 0．2 4．2 1．2 ロその他輸出 0．4 1．0 0．0 0．6 2．8 1．0
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■北米から輸入 0．4 2．2 0．0 1．9 1」 1．6 ■北米向け 5．2 8．5 5．0 5．3 1．3 5．2 ’

日アジァから輸入 18．0 12．9 19．5 4．0 8．2 9．1 日アジア向け 15．2 17．0 22．1 1．3 1．0 6．6

圓日本から輸入 36．7 37．で 50．4 34．8 41．2 37．1 國日本向け輸出 18．4 13．7 40．5 4．7 8．5 10．2

ロ現地調達 43．9 45．0 29．4 58．7 28．6 47．2 図現地販売 57．3 57．4 32．0 86．3 58．4 698

（資料）通商産業省編『第25回　我が国企業の海外事業活動』大蔵省印刷局

　　値より作成。なお，調査時点は1995年3月時点。

1996年，IV．集計結果の表②一13および表②一14の数

の経済といえる（注2）。

　ASEAN　4ケ国について，実質GDP成長率に対する

寄与度を別途，需要項目別に見てみると（通商産業省編

『平成10年版　通商白書』p．82「第2－2－49図」参照），

輸出額の増減に対応するようにして，全体の実質成長率

も増減しており，また寄与度項目中最も大きいものは，

86年以降のマレーシア，91年以降のタイ，94年以降のフィ

リピンについては，輸出寄与度であり，輸出主導型の成

長が確認される。

　アジア8力国の貿易相手国は，共通して，輸入先は，

シェアの多い川頁に，日本，米国，および香港もしくはシ

ンガポールであり，輸出先は，米国，日本，および香港

もくしくはシンガポールである（注3）。

　アジアにおける日系製造業企業の現地法人の活動につ

いて，部品調達先という投入先構成と，製品の販売先と

いう産出先構成とを，通商産業省「海外事業活動動向調

査」の，輸出ピーク時の1995年3月現在の数値によって

見てみると［図表2－8］のとおりである。

　投入構成に関しては，NIESやASEANにおいては，

部品等の調達先として最も多いのは，現地調達であり，

次いで月本からの輸入である。ただし，現地調達のうち，

現地拠点内内製および所在国内日系企業の割合が多いも

のと考えられる〔注4）。したがって日本からの輸入分を加

えると，およそ8割が日本からの投入ということになる。

　しかしながら，日系製造業企業の販売先としては，現

地向けおよび日本向け輸出が主要であり，「アジア太平

洋トライアングル」が強調するような対北米への輸出販

売の割合は，NIES4で5．2％，　ASEANで8．5％に過ぎな

い○

　ただし，相対的にみると，北米や欧州拠点と比べてみ

ると，アジア拠点における現地販売比率は少なく，日本

向けの比率が多い。また，NIESおよびASEANにおけ

る「アジア向け」に含まれる，再輸出関連の，香港向け，

シンガポール向けを含めると輸出割合は増える。

　必ずしも「太平洋トライアングル」の想定するような，

販売における北米製品輸出一辺倒の「アジアトライアン
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グル構造」はここでは，見られないが，いわば「日本と

の工程間分業」㈱｝関係が確認できる。

　また，内需依存ということに関しては，87年から90年

のタイでは，総固定資本の寄与度が大きく，海外直接投

資受入れ等，国内における要素投入の内需拡大による経

済成長が確認される。また，インドネシアや，87年から

93年までのフィリピンにおいては，民間消費支出の寄与

度が大きいが，石油，天然ガス，木材などの輸出収入や，

海外からの送金により消費需要が形成される構造が推定

される。

　したがって，一方で依存度の高い日米への輸出市場で

一定のシェアを占めながら，他方で域内および現地市場

が，特に普及販売先において，拡充していくことが必要

とされる。裾野産業の育成も，基本的には，生産規模

（ロット）が問題である。技術移転や人材育成論以前に，

域内市場圏等販売量の確保が必須である。

②域内分業の構造

　ASEANおよびNIESについて，貿易相手国シェアを

みてみても（図表2－9）は，（i）アジア8ケ国の貿易

は，共通してシンガポールを経由するものを含めて，対

米対日輸出という域外貿易に依存した構造である（アジ

ア・太平洋経済協力閣僚会議＝APECを地域経済圏とみ

なせば「域内」貿易が進展していることになるが），（ii）

図表2－9　貿易マトリクスー輸出額とシェア

（100万USドル．％）
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　　4」。

ASEAN　4ケ国において域内貿易は僅かな上昇は見られ

るものの，依然として少額にすぎない。ASEAN全体で

みても地域においては，再輸出活動が多く，物流の拠点

となっているシンガポールとの貿易関係を除くと，実質

は僅かでしかない。

　域内貿易と並行する域内分業関係は，個別企業グルー

プごとには分業戦略が策定されてはいるが，マクロレベ

ルでは依然として進展していない。

　ただし，（iii）アジア8ケ国でみると，対米，対日比率

は減少傾向にあり，代わってアジア8力国；域内向け比

率が上昇している。

　本稿の表3－1にも示すように，アジア8力国相互間

の貿易額は，総額レベルでは，1995年時点では，27％強

に達しており，対米，対日，三二向けを抜いて，最大に

なっている。

（3）個別企業グループ内国際分業戦略の展開

①域内国際分業戦略（ミクロ）の進展と域内貿易関係

　（マクロ）との停滞

　域内分業関係の進展は，域内貿易の活発化として検証

されるはずである。しかしながら，個別企業事例として

は，ASEAN4を主要とした，東南アジア地域での域内

分業戦略が，以下に示すように，様々に展開され実施さ

れているように論じられているが，域内貿易関係は，3

章で検証するように未だ進展していない。

②電気電子機器製造業の部品調達事例

　電気電子機器は，後述の貿易品目分類にそって分類し

てみると，（a）冷蔵庫，洗濯機，クーラーなどのいわゆ

る家庭用電化製品，（b）電話機，ファックス，携帯電話，

テレビ受像機，ビデオ機器，各種ステレオ，およびパー

ソナルコンピュータなどの1青報音響関連の電子機器（エ

レクトロニクス製品）に分かれる。

　さらにこうした製品に加えて，集積回路や半導体など

の電子部品，各種の電気部品や電線，およびボディー・

フレーム等の金属部品やプラスチック樹脂部品からなる。

　こうした製品の部品の容積は，集積回路部品などの電

子部品から，ボディ・フレームなどの部品まで様々であ

るが，一般的に容積が小さいものほど輸送距離が大きい。

したがって，電子部品を多く組み込んだ，パソコンや音

響映像機器など電子機器では，部品レベルの分業関係

（いわゆる「工程間分業」），換言すれば部品の供給調達

関係は，より広い地域にわたって組織される。

　すなわち，パソコン生産における国際分業［図表2－

10］は，日米からNIESおよびASEANまでを含んだ，

いわばアジア環太平洋地域全域にわたる。

　これに対して冷蔵庫の国際分業［図表2－11］は，主

に日本と進出先現地拠点ならびに現地企業との間での2

国間にとどまる。
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図表2－10　パソコン生産における国際分業（工程間分業）の例示

　　メモリーC　　．㈹。．。。

ボ費）鵬・；；・

抵抗・コンデンサ　多層プリント基盤
　　（香，台、マ）　　　（日韓，台，シ）

基輝．アi雫

．・

　　　（米．シ，タ）

　　フロッピーディスク

　　　（香マ，中）

呂■

目■

嬰■

謹
。圧＝＝＝ユ

シャーシー・パネル等

　　（台｝

　　ディスプレイ（鯉．台1

（デスクトップパソコンの場合｝

ロロ自酌ロこコロロロ

睡璽圏圏
幽キーボード1台，マ，タ｝

呂
口　　　　　　　　　…

その他消費者ニーズ
に対応した製品
・山本ソフトウ∫．ア

・プリンタ　等

口

口　　　　　　　　　川川

　　　マザーボードの組立（台）　　　　　　　　　　　　最終組立（消費地1　　　　　　　　　　　　　　　　消費者へ

（備考）パソコンの主要部品及びその主要生産国（最も付加価値の高い部分の生産ベース）等を図示したもの。同等略称は，日＝日本，米＝米国，韓＝

　　韓国，香＝香港，台＝台湾，シ＝シンガポール，マ＝マレーシア，タ＝タイ，中＝中国である。これら製造国は，技術進歩等により常に変動し

　　ている。
（資料）通商産業省調べ。

（出典）図表2－2と同じ。p，252「第3－2－4図」。

　さらに部品生産における分業関係の配置の決定には，

こうした部品容量に関わる物流コストの問題，次いで，

第2には，アジア現地側各国の産業育成政策を根拠とし

た各種税制を加味しなければならない。税制には，技術

移転を促進するための投資優遇税制，国内産業保護のた

めの出資規制や輸出義務づけ，輸入品目規制や輸入関税

賦課などがあげられる。

　こうした物流並びに政策的条件に加味して，エレクト

ロニクス機器製造における分業関係の大まかなイメージ

をまとめてみると，日本を中心に，シンガポールという

東南アジア地域物流の拠点と，隣接するマレーシアとい

うアジア現地国との問の関係として，［図表2－12］の

ように典型化してまとめることができる。

　例えば，マレーシアでクーラーを製造する現地拠点

（日本側100％出資）の事例（注6＞にそって，電気電子機i器

のアジア現地製造における部品調達関係をまとめてみる

と，（a）日本からの冷却機構部品など主要部品の供給，

（b）現地拠点内部での内心部品，（c）マレーシアの保税

加工区内で日本製部品を組立加工した電子部品ユニット

を，一端シンガポールへ輸出して再度マレーシアへ輸入

する部品（注7），（d）関連部品企業の現地進出拠点からの現

地製部品，および（e）の現地地場企業からのダンボー

ル等の梱包材部品，といった部品調達＝部品レベルの製

品分業関係（いわゆる工程間分業関係）が指摘できる。

③自動車製造業の域内部品生産拠点進出状況

　1980年半後半に自動車各社は，同一ブランド内での

ASEAN域内調達に対する優遇措置の認定取得を目指し

て，部品レベルでの国際分業戦略を各社ごと発表してい

た［図表2－13］。

　それから，10年間が経過した時点で，トヨタ自動車は

1990年以降，その関連会社の現：地進出を促しながら，タ

イでの組立生産を中心に，域内分業体制を着実に形成し

てきた［図表2－14］。しかしながら，タイでの組立を

開始した1997年に，まさに通貨危機に直面しタイ国内市

場は，予測の，3分の1の水準に落ち込み，現地部品の

日本への逆輸入が実施された。

　他方，三菱自動車は，マレーシア・プロトン社への技

術移転を軸に，国内志向型で活動を展開するに到ったが

［図表2－15］，同社の乗用車プロトンは，マレーシア市

場での独占的シェアを地盤に，ホンダ，トヨタといった

ブランドを上回る，東南アジア地域市場で最大の販売車

台数のブランドとなっている。

　なお，日系各社の「アジア戦略車」構想，いわゆる東

南アジア域内市場での量販を目指し部品の集中生産と相

互供給を目指す戦略においても基本的には，1500ccクラ

ス乗用車かピックアップかワンボックスタイプの商用車
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図表2－11 アジアにおける日系メーカーの冷蔵庫の生産分業図

（製品としての分類は，国内需要向けの中・小型冷蔵庫）

現地資本企業

セットメーカー
ダンボー

rニール

qモ等
印刷

完成品・冷蔵庫 匠動→［i圃
部叩名

ﾞ料名
検　査

g　立

外装 冷却機構

電気電子機構

その他 配線

～稟ζ ドア

温度調節器
電気部品

フ7ン

棚

ケ1ス

箱

補強版

埋込み

発　泡　組　立　組　立 取　付． 組　立　接　合スイッチ

tィγエバー 組　込原材料メーカー

成　形　切　断組　立　塗　装　塗　装 制　御

﨟@盤
塗　装

曲　げ　切　断　溶　接 ワイヤー類

プレス

取　付
成’形

ブレス
．組　立

切　断

サーモス

^ット類鍼版素材

`BS原料
Eレタン厭料

L鉄
b造品

oCM鍛板
Rイル材

Sム
Iイル
ｻの他

電　子

煤@品

ζζ1タ

デフロストヒータ

^イマー類

皮膜 組　立

焼入 巻線
ﾁ工

現地資本企業 日本

機械
ﾁ　工 機　械

ﾁ　工
鋳　造

プレス

鋳　造

煤@品

荒加工　　メッキ

（資料）各種資料やヒアリング調査により作成

（備考）ただし，これは1995年秋時点の生産分業図である。

（出典）渡辺博子「わが国家電産業のアセアン展開と国際分業の実態」『産業学会研究年報』第12巻，1996年，p．72「図3」。

　（注）なお，エアコンのアセアン内分業についても，渡辺氏は分析しているが，ここでも部品の調達先は，セットメーカー内製日本からの供給が主

　　であり，原材料の一部を国内から調達しているが，域内他国からの輸入調達はない。（中小企業金融公庫調査部「家電産業におけるわが国とア
　　セアンの新たな分業生産体制の構築」『中小公庫レポート』97巻3号，1997年，p．81「図3－3－4」。）
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図表2－12 電気製品電子製品の部品調達状況

　　　　　　　　　　　　　米国市塙

関遅部品
企業

日本

親企業

1

地場
　　　型企業

製品別分業
逆輸入

蟻内　　域内

拠点　　地場

　　企業

ブラλティッ

ウ成型部

品等

　曜
↓

組立メーカー

電子部品
ユニット

地域続括
本部、

物流ハ
ブ、

情報センリー

一括
輸出

保税加工区製部品
の再輸入

段ポール等
梱包材、梱
包、印馴

地場
企粟

　　　　　　　．郁品企痕
　　　　　邨詳　の集積
マレーシア　　隣　地
　　　　　　　シンカ「ホ「一ル

家　　品電子製品

（資料）拙稿「マレーシアにおける日系企業4社の人材開発戦略の事例」『経営学論集』第67集　1997年9月，および北村

　　かよ子編『ASEAN機械産業の現状と部品調達』アジア経済研究所，1992年5月，　pp．119－126より，作成した。

　　　　　　　図表2－13　日系のアジア環太平洋地域における部品集中生産計画の比較

生　産　国 ト
ヨ タ 日 産 三菱　自　工 参考：ASEAN

タ

　　　プレス金型

イ　ディーゼル・エソジソ

　　電装品，プレス部品

プレス金型　　　　　　プレス金型，インパネノレ

デオーゼル・エソジソ　ディーゼル・エンジン

．プレス金型樹脂成形』ガソリソエソジソ

ボディパネル（商），

ショックアブソーバー
　　　ひキャブレター

インドネシア
ガソリン・エンジン，

金型

ガソリン・エンジン ｛詳悉ジソ｝
　ゆ

アィーゼル・エソジソ

ステアリソグシステム

　　　　　　　　ステアリング（足回り

マレーシア’・部品）

　　　　　　　　電装品

　　　　　のシートカバー，

クラッチ，ゴムマット

電装品

ドアパネル’

電装品

rシ』ト，

ヘッドライト

フィ　リピソ トラソスミッショソ

カーラジオ

トランスアクスル

ワイヤーハーネス

トランスミ・ッショソ

ボディパネル（乗）

トラソスミッシ『ヨソ

リアアクスル

．台・　　湾
（部品供給先） 鋳物部品，

@械加工品
一 ｝

そ　　の 他

シンガポールに

統括・情報収集拠点設

置

オーストラリアから

エンジン部品（アルミ

シリンダヘッド）

オーストラリアから

アルミホイ．一ル，

アルミ製品

シンガポールから．
ユニバーサルジョイン
ト

エソジソ燃料噴射ポシ
プ

アジアで多く

組立てられて

いる車種

カローラ1，3（’1，500cc

ハイラックス
　　1tピックアップ
ダイナ3，400cc

キジャソ（商）
　　　〔インドネシア〕

サニー1，3創1，500cc

ダヅトラ
　　　1tピックアップ

ミラ』ジュ
　　　　1，3～1，500cc
デリカ
　　1tピックアップ

左記の共通点

．〔乗〕1，3～1，500cc

〔商〕．1tピックアジプ

聯（乗）〔台湾〕　サガ（乗！マ。一シア〕
アセアンカr

（注）AS宣ANについては，1981年当時の計画。下段の表については，資料よりNIESとASEANの3力国以上で生産されていたもの抜き出した。

（資料）前掲の図および各社の会社概要，各種報道，自動車振興協会『自動車ガイドブック』等より作成した。
（出典〉拙稿「資本の国際化と多国籍企業の戦略，一自動車部品の国際分業計画の事例検討一」『東京都立工業高等専門学校研究報告』第28巻，1993

　　年2月より。
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④

図表2－14　トヨタのアジアでの企業内分業

⑦
台湾日　本

②

⑤⑥

③ ① ⑦

・タ　イ ブイリピン

④

　③⑤　　④．

W⑥　　　①⑥　　　　⑥　⑥　③　④

」③

マレーシテ インドネシア

①

①

②

　①エンジン　②エンジン部品③トランスミッション④ステアリングギア

　⑤電装品⑥プレス部品⑦プラスチック部品

（注）アジア各国の日本からの調達を除く。

（出所）FOURIN『1995日本自動車・部品産業のアジア事業展開一調
　　達構造を変えるアジアでの事業拡大一』FOURIN，1995年，32
　　～33ページ。FOURIN『トヨタグループの21世紀成長戦略』
　　FOURIN，1996年，38ページ。　FOURIN『1995／1996アジア自動
　　車産業』FOURIN，1996年，19ページ。佐藤一郎「ASEANの自
　　動車産業と日系企業の新戦略」北村かよ子編『東アジアの産業構
　　造高度化と日本産業』アジア経済研究所，1997年，179ページより
　　作成。

（出典）穴沢真「日本自動車産業の東南アジア展開」島田他編著『現代

　　アジアの産業発展と国際分業』ミネルヴァ書房，1997年，p．144より。

かのいずれかの各市場国別の組立拠点を軸とした，現地

市場志向のものになっている（注8＞。

　　　　　　　　　　第2章の注

（注1）第1章（注1）と同じ。

（注2）拍稿「前傾論文」の［図表2－3（a），（b）］。

（注3）拙稿「前傾論文」の［図表2－3（a），（b）］。

（注4）通商産業省編『平成7年版　通商白書』の「第3－3－

　28図」，p．310に掲載を参照。同図によれば，「東アジアに

　進出している我が国機械企業の部品調達先の比率」は，

　「所在国内日系企業」20．1％，「アジア域内日系企業」6．9％，

　「内製」8．2％，および「日本からの輸入」45．7％である。

　「地場企業」については，「所在国内」16．5％，「アジア域

　内」0．8％である。

（注5）　「日本との工程間分業が，日本調達と現地調達により，

　全体の約3／4を占めている」（通商産業省『第24回　我が

　国企業の海外事業活動』大蔵省印刷局　1995年，p．26）。

（注6）拙稿「マレーシアにおける日系企業4社の人材開発戦

　略の事例」『経営学論集』第67集。

（注7）北村かよ子編著『ASEAN機械工業の現状と部品調達』

　アジア経済研究所，1992年，p．122。

（注8）加藤紀子子「国際分業の進展と自動車産業」『叢書

　現代経営学　17』ミネルヴァ書房1999年，p．191の「表8－

　2　各社の『アジア戦略車』の概況」を参照。

図表2－15　プロトン自動車製造会社の工場設備の拡充

プレス用金型製造
プレスライン φ治工具工場

エンジン郁品鋳造 唇 （93年操業）

（94年4月工場完成）
尋 溶接組立ライン

機片加工 尋

唇 塗装ライン

8

関連会社

エンジン・トラン 餓装組立ライジ ⇔　（92年2月稼働開始）
スミッション組立　⇒ ※プロトン。サプライヤ
．（エンジン組立は ↓ 団体（92年7月設立）

B9年6月韻立国産
化開始、⑳年12月 完成車
工場完成） 検査ライン

（85年τ月稼働
（1990年までに穣働）

（．1995年までに稼儲） 唇

（資料）PROTON「PROTON社概要」（95年5月）をもとに作成。
（出典）拙稿「マレーシアにおける日系企業の人材開発活動の事例：国

　　際分業戦略と現地人材の育成の現状と課題」『名古屋工業大学紀要』

　　第48巻，1997年3月より）。

3．検証

（D貿易データの利用

　総額ならびに，製品および部品レベルでの電気電子機

器および自動車製造業における製品および同部品の域内

調達の現状について，今回は，99年9月始めまでで処理

の終わった貿易額までを，指数化した表で示した。

　1990年におけるアジア8ケ国の域内貿易総額を100．00

として，域内各国間の貿易額および各国の域外への貿易

額を指数化して，域内貿易の進展を評価してみた。

　国コードと国名は，118140は韓国，117960は台湾，11

7840は香港，127680はシンガポール，128180はタイ，12

7650はマレーシア，128080はインドネシア，128160はフィ

リピンを指す。

　なお，検索システムの不具合等のトラブルで今回資料

の入手が遅れたことと，自らの力量不足もあり，域内各

国間取り引きの量的な濃淡とその推移や特性に関する分

析を十分に展開できず，また品目の上では，家電や音響

製品などの電子電気機器と電子部品取り引き，および前

述の域内供給計画に関わる各種自動車部品の輸出／輸入

状況については検討ができなかった。今後，機会を開拓

して，まとめることとしたい。

（2）域内貿易データ

①輸出マトリックス

　主に輸出については，総額とともに（図3－1），機

械類の輸出の伸び（図3－2），コンピュータ機器（図

3－3）や通信音響機器などのいわゆる電子機器と，電

子部品（図3－4）などの，域外の米日欧への主力輸出

製造業品について，その輸出先を検証した。総額におけ

るよりも，機器製造品目合計や，コンピュータ製品にお



図表3－1

輸出額指数マトリックス（1980，85，90，95年）一総輸出額
（注げジア7刷目から台湾向けの輸出は、台湾側の輪入額をあてた。

（注）アジア7ヶ国からの世界計（or）は台湾向け輸出額を含んでいない。

（注）世界計（st）は、アジア7ヶ国については各国からの台湾の輸入額を世界計（or）に加えた額．

資料）日本貿易振興会アジア経済研究所データ検素システムによる検索データ。原資料〉各国が国連に報告した貿易額統計およびOECD統

年 国順国コード　　　輸出言表H 1総 韓国 台湾 香港 シンカ’ポール タイ マレーシア インドネシア フィリピン 北米 日本　　EU．15 中国 世界計（or 償蕩i熊iii’、i＝；i＝iASEAN4 界言（st）

．80 1　　　　　　　118140　　　　　5　1【 1 0．00 027 1．09 O．35 O．22 O．24 0．48 O．20 6．55 4．00　　　　3．87 0．00 23．07 285　　　　1．14 23．34

85 1　　　　　　118140　　　　5　1［ 1 0．00 O．24 2．07 O．65 0．19 O．59 O．26 0．32 1586 5．99　　　　4．69 0．00 39．95 4，31　　　　1．36 40．19

90 1　　　　　　118140　　　　2　1i 1 0．00 t74 4．99 2．38 1．28 O．93 1．42 0．66 27．91 16．67　　　　13．23 O．OO 85．78 13．41　　　　4．30 8フ．52

95 1　　　　　　118140　　　　2　11 1 0．00 5．66 14．09 8．83 3．20 3．89 3．go t97 3448 22．49　　　　2151 12．06 165．OO 41．55　　　12．97 1フO．66

80 2　　　　　　　117960　　　　　2　11 1 O．35 0．OO 2．03 O．72 023 0．22 O．63 0．26 9．57 2．86　　　　3．99 O．OO 26．10 4．45　　　　1，34 26．10

85 2　　　　　　　117960　　　　2　11 1 0．33 0．00 3．34 L17 ．0．31 O．26 0．37 O．32 20．80 4、56　　　　3β0 0．00． 40．50 6，10　　　　1，25 40．50

go 2　　　　　　　i17960　　　　　2　11． 1 1．58 αoo 11．16 2．87 t86 1．44 1．62 1．06 30．46 10，85　　　　15，02 0．OO 87．55 2159　　　　5，98 87．55

95 2　　　　　　　117960　　　　　2　11 1 3．38 α00 34．31 5．80 4．04． 3B1 2．46 2．18 36．68 17，27　　　　19，19 O．50 146．フ5 55．98　　　　12．48 で46．75

80 3　　　　　　　117840　　　　5　11 1 0．30 0．32 0．00 1．14 0．28 023 081 0．43 7．31 1．20　　　　6．50 1．65 26．00 3，52　　　　1，76 26．32

85 3　　　　　　117840　　　　5　［1 1 o．71 041 O．00 1．12 0．28 0．29 O．45 O．41 13．16 1．68　　　　　5．40 10．32 39．66 3．67　　　　1．42 40．07

90 3．@　　　　日7840　　　　5　目 1 2．52 185 0．00 3．52 1．43 0．76 1．00 t14 28．18 622　　　　2α31 26．84 108．70 12．21　　　　4．33 110．55

95 3　　　　　　117840　　　　5　11 1 3．72 1．84 o．oo 6．52 2．14 2．07 1．40 2．65 53．42 13，98　　　　34．41 76．35 229．40 20，35　　　　a27 231．24

80 4　　　　　　12フ680　　　　2　11 1 0．38 0．29 1．97 0．OO 1．12 3．臼3 O．00 0．36 3．43 2．06　　　　338 0．41 25．56 7，96　　　　5．31 25．86

85 4　　　　　　　127680．　　　2　11 1 0β7 0．36 L92 O．00 t26 4．68 O．00 0．29 6．59 2，84　　　　　3．32 0．44 30．14 8．88　　　　6．22 30．50

go 4　　　　　　127680　　　　2　酷 1 1．54 1．82 4．52 0．00 4．61 9．10 0．00 0．89 15．42 6，07　　　　10，46 1．05 69．57 22．47　　　　14．60 7t39
．95 4　　　　　　127680　　　　2　畔 1 4．28 3．71 13．37 0．OO 9．01 29．92 0．00 2．55 29．24 12．17　　　　20，89 3．64 156．03 6284　　　　41．48 τ59．74

80 5　　　　　　128180　　　　5　1．｝ 1 O．06 0．12 0．44 0．66 o．oo 0．39 0．31 O．03 1．12 1，30　　　　　2．28 0．16 8．58 2，01　　　　0，73 8．70

85 5　　　　　　128180　　　　5　11 1 0．η 0．19 O．38 O．75 0．00 0．47 O．06 0．07 1．96 1、26　　　　　1B6 0．36 9．40 2．09　　　　0．60 9．59

90 5　　　　　　　128180　　　　　5　11 1 0．52 057 1．37 2．24 0．00 O．76 0．20 0．22 7．32 524　　　　6．89 0．35 30．44 5、89　　　　1，18 31．01

95 5　　　　　　　128180　　　　　5　1［ 1 1．06 1．89 3．85 10．45 0．00 2．05 1．07 0．55 14．t1 12．50　　　　11．24 2．16 74．46 20．92　　　　3．67 フ6．36

80 6　　　　　　　127650　　　　　2　11 1．
0．35 0．56 O．32 326 025 O．OO 0．05 0．26 2．87 3．90　　　　3．09 O．29 1亨．07 5．04　　　　0．55 17．63

85 6　　　　　　　127650　　　　　2　11 1 1．23 0．63 O．28 4．02 0．71 O．00 0．09 O．50 2．82 4、91　　　　　3．07 0．22 20．63 7，47　　　　1．30 21．27

go 6　　　　　　127650　　　　2　目 1 1．79 t30 1．23 8．85 1．36 0．OO o．45 O．52 689 6．14　　　　　5．96 082 38．86 15，51　　　　2．33 40．16

95 6　　　　　　　127650　　　　　2　11 1 2．72 382 5．2て 19．78 3．82 O．00 1．28 0．89 20．95 12．34．　　　13、83 2．58 97β4 37．52　　　　5，99 101．16

80 7　　　　　　128080　　　　2　［1 1 O．39 O．71 0．20 3．28 0．05 0．08 0．00 α24 5．71 14．24　　　　　1．92 0．00 28．91 　　　　　　　　　　　　　．S，94　　　　0。36 29．62

85 7　　　　　　　128080　　　　2　【1 1 087 0．55 0．46 2．14 α11 0．10 0．00 0．26 5．39 1t34．　　　1，56 0．11 24．52 4，49　　　　0，47 25．07

90 フ　　　　　　　128080　　　　　2　目　． 1 1．80 t20 082 2．51 0．25 0．33 0．00 O．21 4．62 14．41　　　　　4．08 1．10 33．88 7．12　　　　0，79 35．08

95 7　　　　　　　128080　　　　　2　目 1 385 2．82 2．19 4．97 0．93 1．30 0．00 0．78 8β1 16．21　　　　8．92 2．30 59．92 16，83　　　　3．01 62．74

80 8　　　　　　128160　　　　5　11 1 0．27 0．15 0．25 0．15 0．08 0．12 0．14 0．00 2．19 2，03　　　　　1．38 O．06 7．64 1，17　　　　0．35 フ．フ9

85 8　　　　　　128160　　　　5　11 1 0．09 0．14 0．25 0．33 0．12 0．23 0．02 0．00 229 1．16　　　　0．99 0．10 6．11． 1．18　　　　0．37 6．24

go 8　　　　　　128160　　　　5　11 1 0．30 0．30 0．44 0．32 ．0．21 0．17 0．08 0．00 4．26 ．2．14　　　　t97 0．08 10．80 1．81　　　　0，45 11．10

95 8　　　　　　　128160　　　　　5　11 1 0．59 0．7フ 1．09 1．31 1．05 042 0．17 0．OO 8．51 3，62　　　　　4．06 0．28 23．02 5，40　　　　1．64 23．79

80 11　EU15　　　　　　　　　　　2　11 1 189 1．69 4．02 3．57 1．50 2．12 2．43 1．17 59．78 9．51　　　603．18 3．55 99022 18，40　　　　7．22 990．22

85 11　EU15　　　　　　　　　　　2　11 1 3．13 2．46 4．73 3β9 1．74 1．85 2．43 0．68 103．19 1t46．　　　555．フ9 7B2 930．07 20．90　　　　6．69 930．07

90 11　EU15　　　　　　　　　　　2　11 1 10．64 8．56 11．53 9．81 6．16 4．30 4．91 2．14 151．30 40．50　　　1286，17 9．57 1943．80 58．04　　　　17．51 1943．80

95 11　EU15　　　　　　　　　　　2　11 1 20．48 16．69 25．90 18．25 14．15 13．11 9．63 3．73 184．55 54．86　　　1632，フ8 24．75 2634．68 121，94　　　　40．62 2634．68

80 　　　　　、“

Q1アソア8　　　　　　11 1 2．書0 2．43 6．30 9．56 222 5．12 2．42 1．78 38．75 3て．58　　　　26．40 2．57 て62．92 3t94　　　　1准．55 165β6

85 21アジア8　　　　　　il 1 3．78 2．52 8．70 10．18 2．97 6．62 t24 2．16 68．88 33．73　　　　24．69 11．55 210．92 38．17　　　　12．99 213．44

ii灘 21ii鱒i搬iiii…i…i…i…i、、．、　ll 1 10．05 8．78 24．52 22．68 10．99 13．50 4．78 4．70 125．04 67．74　　　　77．92 30．24 465．58 100，00　　　33．96 474β6

95 21アジア8　　　　　　11 1 19．59 20．52 74．11 57．66 24．19 43．4フ 10．29 11．56 206．19 110．59　　　134，04 99．88 951．93 261．39　　　　89，51 972．44

80 41ASEAN4　　　　　　　　11 1 1．06 1．54 1．21 735 0．38 0．59 0．50 0．53 11．89 21．46　　　　　8，66 051 62．20 13．16　　　　1．99 63．フ4

85 41ASEAN4　　　　　　　　11 1 2．36 1．51 1．37． 7．25 0．93 0．80 o．17 0．83 12．46 18，66　　　　　7．48 0．79 60．66 15，22　　　　2．73 62．17

go 41　ASEAN4　　　　　　　　　　1【 1 4．42 3．38 3．85 13．91 1．82 1．26 0．74 0．95 23．08 27．93　　　　18．90 2．35 113．97 3033　　　　4，7フ 117．35

95 41ASEAN4　　　　　　　　　11 1 8．21 931 12．34 36．51 5．80 3，η 2．53 222 52．38 44．68　　　　38．04 7．32 254．75 80，67　　　　14β1 264．05
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図表3－2

輸出額指数マトリックス（1980，85，90，95年）一機器製造業品

（注｝アジア7ヶ国からの台湾向けの輸出は、台湾側の輸入額をあてた。

（注）アジア7ヶ国からの世界計（or）は台湾向け輸出額を含んでいない。

（注）世界計（st）は、アジア7ヶ国については各国からの台湾の輸入額を世界計（or）に加えた額。

1注）機器製造着いう品目は、国際標準峰山晶目分類の第7部「機械類及び輸送機器類」および第8部「雑製品」の合計。

資料）日本貿易振興会アジア経済研究所データ検索システムによる検索データ。原資料）各国が国連に報告した貿易鎖統計およびOECD統

年 国順 国コード 輸雌表ロ 1総 輯国 台湾 番港 シンカ’ポール タイ マレーシア インドネシア ブイリ ン 北米 日本 EU　15 中国 世界計（or》 駅，撒窪……………1髄’・：・．・、．，、．．．，iiiiiiiiiiiASEAN4 （st）

80 1 118140 50 1 0．OO o．10 0．94 o．16 o．09 O．15 0．17 0．05 10．56 3．16 6．04 O．OO 26．04 1．67　　　　　0．47 26．14

85 1 118140 511 1 0．00 0．14 2．42 O．84 O．08 0．87 0．13 0．23 27．98 5．43 8．72 O．00 58．79 4，了2　　　　　1．31 58．93

90 1 118140 2目
1． 0．OO 1．フ。 4．49 3．67 1．04 1．45 1．25 0．60 53．41 20．91 24．53 O．00 131．29 14．19　　　　　4．32 132．99

95 1 118140 211 1 O．00 7．28 11．31 14．70 3．19 5．70 2．89 2．03 66．05 2フ．90 39．54 7．62 235．17 47．09　　　　13．81 242．45

80 2 117960 20 1 0．16 O．00 1．82 O．77 O．22 0．20 O．60 O．19 17．48 2．45 6．01 O．00 36．96 a95　　　　　1．20 36．96

85 2 117960 211 1 O．23 O．OO 3．29 1．06 0．22 028 Oβ8 0．16 38．03 3．84 6．59 O．00 60．76 5．62　　　　　1．04 60．76

90 2 1η960 211 1 1．65 O．00 12．OO 4．08 2．42 2．12 2．11 o．97 55．6フ 12．11 2フ．83 0．OO 13426 25．35　　　　　7．62 134．26

95 2 117960 211 1 4．00 0．00 35．64 10．θ2 5．42 5．19 2．53 2．15 61了5 21．74 34．93 0．64 211．73 64．95　　　　1529 211．フ3

80 3 117840 511 1 022 0．26 0．00 1．53 0．30 022 0．97 0．35 14．47 1．21 12．56 1．52 42．09 3．％　　　　　　1．84 42．36

．85 3 117840 511 1 0．41 O．34 0．00 1．53 0．24 0．30 0．45 0．31 26．78 1．95 1040 13．00 63．22 3．58　　　　　1．30 63．56

90 3 117840 51【 1 2．38 2．36 0．00 5．59 1．09 o．go o．94 1．15 57．52 9．58 41．16 26．31 170．18 14，42　　　　　4．08 172．54

95 3 117840 511 1 5．95 3．09 0．OO 12．65 3．04 3．51 1．42 3．10 111．62 27．31 フO．97 73．63 366．74 32．了5　　　　11．06 369B3

80 4 127680 211 1 O．07 0．20 O．82 O．00 O．66 3．17 o．oo O．34 5．46 0．50 3．3フ 0．37 19．01 5．26　　　　　4，1フ 19．21

85 4 127680 211 1 0．17 0．29 128 0．00 O．75 386 0．00 0．16 11．14 087 4．18 O．33 2102 6．50　　　　　4、η 2了．31

go 4 127680 211 1 1．90 1．83 4．36 O．00 3コ9 10．33 0．OO α81 3099 4．62 19．59 O．60 92．68 23．02　　　　14．92 94．51

95 4 127680 2財 1 6．08 5．30 19．58 0．OO 12．81 47．60 O．00 3．2フ 61．94 19．フ8 42．01 3．59 25フ20 94．65　　　　　63．68 262．50

80 5 128180 5U 1 0．04 O．00 0．16 0．52 O．OO O．16 O．02 O．02 0．59 O．08 O．53 0．OO 2．48 0．93　　　　　0．20 2．48

85 5 128180 511 1 O．02 O．03 0．12 αフ7 0．OO O．15 O．01 0．Ol 1、刀 α29 α87 O．01 4B2 1．11　　　　　0．17 4．85

90 5 128180 511 1 O．27 0．46 1．18 3．29 O．OO O．43 0．13 0．19 10．81 4．03 フ．89 0．04 33．08 5．95　　　　　0．76 33．54

95 5 128190 511 1 0．67 221 3．32 17．go 0．00 2．18 0．46 0．46 21．81 13．85 15．35 0．47 95．98 27，18　　　　　3．09 98．19

80 6 127650 211 1 O．01 0．03 0．35 0．82 0．05 O．OO O．03 o．09 2．16 0．29 1．30 0．OO 5．44 1．38　　　　　0，17 5．47

85 6 127650 2iI 1 0．08 O．13 0．32 1．95 O．10 0．00 0．04 O．08 4．79 0．65 1．93 0．00 10．43 2．70　　　　　0，22 10．56

go 6 127650 2日 1 O．53 o．go 1B5 10．80 0．3δ 0．OO 0．18 0．37 12．77 2．93 7．78 O．08 40．04 15，00　　　　　0．91 4α94

95 6 127650 211 1 1．27 4．83 7．66 32．21 3．70 0．00 1．23 0．フ7 43．03 13．67 2250 0．85 140．20 51，67　　　　　5フ0 145．03

80 7 128080 211 1 0．OO O．00 0．06 0．38 O．OO O．01 0．00 0．00 0．03 0．01 0．16 O．OO 0．68 O．45　　　　　α01 0．68

85 7 128080 211 1 O．00 O．00 0．07 0．41 O．03 0．00 O．00 0．02 O．66 0．02 0．18 o．oo 1．59 0．53　　　　　0．05 1．60

90 7 128080 2｝1 1 0．06 O．08 0．25 O．66 o．01 0．09 0．OO 0．01 3．26 tO3 3．04 0．13 9．⑤2 1．15　　　　　0．10 9．69

95 7 128080 211 1 0．37 o．47 O．92 4．90 O．39 o．79 o．oo O．08 10．48 3．63 a45 0．10 34．83 7，92　　　　　1．26 35．30

80 8 128160 511 1 0．02 α04 O．12 O．04 O．01 o．02 o．oo α00 089 0．15 0．62 O．00 220 025　　　　　0．03 224

85 8 128160 511 1 0．01 0．03 0．08 o．11 O．01 0．08 0．00 o．oo 1．35 0．16 0．54 O．OO 2．55 0．31　　　　　0ρ9 2．58

90 8 128160 511 1 o．17 O．24 O．29 0．13 0．06 O．03 0．01 O．00 3．64 0．66 1．52 O．00 7．02 0．92　　　　　0．09 7．26

95 8 128160 511 1 O．1フ 128 1．01 1．25 0．31 O．13 0．07 o．oo 7．58 2．69 3．43 0．03 1820 4．22　　　　　0．51 19．48

80 11 EU15 211 1 2．55 2．19 4．51 4．94 1．74 2．98 3．53 1．73 74．56 9．60 540．26 3．94 956．フ4 24，18　　　　　9．99 956．74

85 11 EU15 211 1 3．59 3．09 5．47 5．26 2．14 2．51 3．26 0．了8 134．02 10．75 505．75 9．37 929．36 26．09　　　　　8．69 929．36

90 11 EU15 211 1 13．55 11．36 1280 14．04 8．OO 6．11 6．89 2．83 209．16 51．70 1415．16 14．54 2240．96 75．58　　　　　23．83 2240．96

95 11 EU15 211 1 27．04 2129 32．75 26．81 20．96 21．66 1340 5．18 26193 71．62 177a41 39．60 3003．99 169．08　　　　61，19 3003．99

80 21 アジア8 ll 1 0．52 O．64 4．27 4．23 1．33 3．94 1．79 1．02 5L63 7．84 30．59 1．90 134．90 17．75　　　　　8．08 135．55

85 21 アジア8 li 1 0．91 o．96 7．57 6．67 τ．43 5．55 1．00 o．97 112．49 13．21 33．40 13．35 229．18 25，07　　　　　8．94 230．15

90 21 アジア8 ll 1 6．98 7．5フ 24．42 28．22 8．76 15．34 4．61 4．10 228．07 55．88 133．34 27．16 618．17 1OO，OO　　　　　32．81 625．74

95 21 アジア8 ll 1 18．50 24．47 79．43 93．64 28．86 65．09 8．60 1186 39025 130．58 237．18 86．94 1360．03 330．43　　　　114，41 1384．50

80 41 ASEAN4 II 1 O．0フ 0．08 O．69 1．77 O．06 0．19 O．06 o．10 3．66 O．52 2．61 o．oo 10．81 3．01　　　　　0．41 10B8

85 41 ASEAN4 肪 1 OjO 0．20 0．59 3．25 O．14 O．23 O．05 O．10 8．5フ τ．12 3．52 0．01 19．39 4．65　　　　　0．52 19．59

90 41 ASEAN4 ll 11

1．04 t68 3．57 14．88 0．43 0．55 0．32 0．57 30．48 a66 2023 0．26 89．76 23，02　　　　　1．86 91．44

95 41 ASEAN4 ll 1 2．4フ 880 12．90 5627 4．41 3．10 1．フ6 1．30 82．90 33．84 49．73 1．45 28920 91．OO　　　　　fO．56 298．OO
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図表3－3

輸出額指数マトリックス（1980，85，90，95年）一コンピュータ及び周辺部品
（注）ア．Wァ7ケ国からの台湾向けの輸出は、台湾側の輸入額をあてた。

（注）アジア7ヶ国からの世界計（or）は台湾向け輸出額を含んでいない。

（注〉世界計（st）は、アジアフヶ国については各国からの台湾の輸入．額を世界計（or）に加えた額、，

（注）コンピュータ本体およびプリンター等の関連機器について、国際標準峰駅品目分類表の改訂2版を基に二目を定義し、改訂1版および2版との連続性についてはアジア経済研究所資料により確認した。。

資料臨本貿易振興会アジア経済研究所データ検索システムによる検索データ。原資料）各国が国連に報告した貿易額統計およびOECD統計。

年 国順国コァド 輸出謳表コ 1総 韓国 台湾 香港 シンカ’ホール タイ マレーシア インドネシア フィリピン 北米 日本 EU　15 中国 世界計（or 鰐鵬iiiiiii．i1i　ASEAN4 （st）

80 1　　　118140 511 1 0．00 0．OO O．02 O．01 O．00 0．00 O．OO 0．00 O．38 0．01 0．06 0．00 O．48 0．03　　　　0．OO 0．48

85 1　　　118140 5． hl 1 0．OO 0．01 0．14 0．05 O．02 0．00 O．03 0．00 20．22． 0．11 9．97． 0．OO 3122 0．24　　　　0．05． 31．23

90 1　　　118140 211 1 O．00 0．67 O．95 3．46 02フ 0．08 O．27 O．06 90．35 3．19 48．66 0．OO 155．09 5，76　　　　0、68 155．η

95 1　　　118140 2il 1 0．00 2．03 5．16 12．36 1．00 0．96 O．21 O．18 148．24 15．49 97．85 2．07 311．50 21．91　　　　2，35 313．53

80 2　　　　117960 2U 1 0．00 O．OO 0．00 0．00 0．00 0．OO O．OO O．00 O．00 0．OO 0．OO 0．OO o．oo 0．00　　　　0，00 O．00

85 2　　　．117960 211 1 O．05 0．OO 1．25 0．84 O．27 0．14 O．13 O．05 46．17 O．76 14．99 0．00 68．63 2．74　　　　0．59 68．63

90 2　　　　117960 211 1 2β1 0．00 9．32 8．88 1．45 1．30 o．44 O．86 118．02 7141 で31，20 0．00 312B1 24．56　　　　4．05 312．81

95 2　　　　117960 21！ 1 7．92 o．oo 22．43 15β1 4．21 4．41 0．44 2．45 23324 95，03． 194．98 0．11 63a40 57．66　　　　1t50 638．40

80 3　　　117840 511 1 O．00 0．00 O．00 0．04 0．01 0．02 0．05 0．05 0．04 O．03 O．01 0β0 0．81 0．17　　　　0，13 O．81

85 3　　　　117840 51【． 1 0．10 O．06 O．00 0．65 o．10 o．17 0．06 O．26 5．02 0．13 2．33 羽，35 22．55 139　　　　0．58 22．61

90 3　　　　117840 5！1 1 o．94 0．99 0．00 ．3．51 O．39 O．24 O．05 0．65 15．12 1．12 28．08 12．01 74．47 6．77　　　　1．33 75．47

95 3　　　　117840 511 1 2．90 0．40 o．oo 6．42 2．82 2．08 α05 183 23．20 16．38 17．73 47．44 137．45 16．49　　　　6．78 13785

80 4　　　　127680 211 1 o．Oo 0ρO 0．04 O．00 O，02． O．25 0．OO O．03 O．03 0．01 0ρ4 0．00 O．57 O，33　　　　0．29 0．57

85 4　　　　127680 @　211 1 0．14 t24 0．95 O．00 0．33 2．38 O．OO 0．06 42．79 0．25 14．等4 0．69 65．42 5．11　　　　2，77 66．66

90 4　　　　127680 211 1 11．81 1546 14．91 α00 2．33 5．83 0．OO 0．50 299．01 17．．09 128．57 0．94 537．65 50，84　　　　8．66 553．12

95 4　　　　127680 211 1 44．73 21．18 70．32 O．00 33．10 31．39 O．OO 4．94 67t50 187．17 344．17 4．16 1538．44 205．65　　　　69．42 1559．62

80 5　　　　128180 511 1 0．00 0．00 o．oo 0．00 o．oo 0．00 O．OO 0．00 0．OO 0．00 0．00 0．OO 0．OO 0．00　　　　0．OO 0．00

85 5　　　　128180 511 1 0．00 O．00． O．00 0．01 0．00 0．00 0．OO o．oo o．01 0．．17 O．02 0．00 0．22 0．01　　　　0．00 0．22

90 5　　　　128180 511 1 t56 3．15 0．19 1jo O．00 0．01 0．00 0．03 14．19 1．49 7．68 0．00 28，↑8 6．04　　　　0．04 3t33
95 5　　　　128等80 511 1 0．25 ．6．53 唾．62 113．86 0．00 O．05 O．00 0．03 45．45 7．80 51．46 O．96 22594 12234　　　　0．08 232．47

80 6　　　　τ27650 211 1 o．oo ．0．00 0．00 O．01 0．00 o．oo O，OO． O．00 O．00 O．00 O．OO 0．00 O．01 0，01　　　　0，00 o．01

85 6　　　127650 211 1 O．00 O．00 o．oo o」4 0．OO 0．00 O．00 o．oo 0．18 O．02 O．03 0．00 ．0．42 O．15　　　　0．01 0．42

90 6　　　　127650 211 1 0．00 0．38 0．03 O．82 0．02 O．OO 0．02 0．OO 0．η 0．08 O．40 0．04 2．42 1．27　　　　0、04 2．80

95 6　　　　127650 211 1 O．18 8．90 183 12．65 0．66 0．00 O．01 022 85．14 17．68 41．26 0．04 172．0δ 24．45　　　　0．88 180．96

80 7　　　　128080 211 1 α00 0．00 0．00 0．00 0．OO 0．00 O．OO α00． O．00 O．00 o．oo 0．00 0．OO 0．00　　　　0，00 0．00

85 7　　　128080 211 1．

0．00 O．00 O．OO 0．00 0．OO 0．00 0．OO o．oo 0．00 O．OO O．00 O．00 0．00 0．OO　　　　O．00 O．00

go 7　　　128080 211 1 o．oo O．00 0．00 0．01 0．OO 0．00 o．oo o．oo o．01 o．oo o．oo o．oo O．02 0，01　　　　0．OO 0．03

95 7　　　128080 21！ 1 0．00 0．03 0．34 2．07 1．05 027 0．OO 0．03 4．19 0，24． 3β7 0．OO 13．38 3．80　　　　1．35 13．41

80 8　　　　128160 511 1 ．O．00 0．00 0．00 0．00 O．00 0．00 o．oo 0．OO O．01 O．02 O．00 0．OO O．03 0．00　　　　αOO 0．03

85 8　　　　128160 511 1．

．0．OO 0．00 0．00 0．00 O．00 0．00 0．OO α00 O．00 O．00 0．00 0．00 0．OO 0，00　　　　0、00 0．00

90 8　　　128160 511 1 2．77 1．28 0．55 0．14 0．00 α00 0．01 O．00 0．64 O．τ0 0．05 0．OO． 4．85 4，75　　　　0，01 6．13

95 8　　　　128160 511 1 0．11 11．73 t26 159 0．07 0．02 O．08 0．00 6．50 1．18 2．71 0．01 21．17 14．85　　　　0，16 32．91

80 11EU！5 211 1 0β5 O．13 0．68 0．42 0．11 0．21 O．39 020 1926 3．82 350．46 1．61 463．64 2．51　　　　092 463．64

85 11EU15． 211 1．

2．29 OB8 3．27 227 0．58 O．91　　　．

0．45 0．34 82．01 3．67 559．91． 1．68 772．31 11．00　　　　229 772．31

go 11EU15 211 1 3．69 2．49 4．99 9．15 2．34 1．44 2．24 0．45 109．44 10．93 1549，11． 2．49 1958．60 26．79　　　　6．47 1958．60

95 11EU15 211 可

6．49 4．73 8．94 31．77 2．89 5．54 0．84 1．16 213．76 66．69 2フ9tO9 5．27 3548．39 62．35　　　　10．42 3548．39

80 21アジア8 Il 1 O．00 o．oo 0．06． 0．06 0．03 O．27 O．05 O．08 O．47 0．07 o．11 0．30 1．92． O．55　　　　0．43 1．92

85
cii鱗

1；…三三、灘
Il阯 11

0．30

P9．38

1．31

Q195

2．35

Q5．94

1．68

P7．93

O．72

S．45

2．70

V．47

0．21

O．78

O．37

Q．10

114．39

T38．10

1．44

R0．48

41．49

R44．65

12．04

P2．99

188．47

P115．50

　9．64　　　　4．00

P00，00　　　14．80

189．77

P137．45

95 21アジア8 1【 1 56．09 50．80 て02．97 164．77 42．89 39．18 0．78 9．67 1217．47 340．97 753．54 54．79 3058．35 467．15　　　　92．52 3109．15

80 41ASEAN4 1［ 1 0．00 0．00 O．OO o．01 0．00 0．00 0．00 0．00 0．01 0．02 0．00 O．OO 0．05 0．01　　　　0．OO 0．05

85 41ASEAN4 lI． 1 o．oo． 0．00 0ρ1 O．15 0．00 0．00 0．OO 0．01 0．19 o．19 O．05 0．00 0．64 0，16　　　　0．01 O．64

90 41ASEAN4 H 1 4．33 4．81 0．76 2．07 0．02 O．02 O．02 O．03 15．60 1．67 8．13 0．04 35．47 12，07　　　　0．09 40．28

95 41ASEAN4 日 1 o．54 2フ．19 5．06 130」8 1．78 0．34 O．08 O．27 141．28 26．89 98．80 tO1 432．55 165．44　　　　2．47 459．74
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図表3一．4

輸出．額指数マトリックス（1980，85，90，95年）一電子部品
（注）アジア7全国から台湾向けの輸出は、台湾側の輸入額をあてた。

（注）アジア7ヶ国からの世界計（or）は台湾向け輸出額を含んでいない。

（注）世界計（st）は、アジア7ヶ国については各国からの台湾の輸入額を世界計（or）に加えた額。

資料）日本貿易振興会アジア経済研究所データ検索システムによる検索データ。原資料）各国が国連に報告した貿易額統計およびOECD統

年 国順 国コード　　　輸出雲表n 1総 韓国 台濟 香港 シンがホール タイ マレーシア インドネシア フィリ ン 北米 日本 EU　15 中国 世界計（or 鍛湧熊iiiiiiiiiiliASEAN4 （st）

80 1 118↑40　　511 1 0．00 0．14 1．42 o．07 0．04 0．O1 0．OO 0．01 2．77 0．98 O．68 0．OO 6．12 1．70　　　　0．07 6．26

85 1 118τ40　　511 1 0．00 0．30 3．27 0．62 0．08 0．39 0．09 0．17 73．83 13．50 16．92 0．OO 120．01 4、91　　　　0，73 120．31

90 1 118140　　211 1 0．00 2．44 6．53 5．28 0．96 2．69 O．35 O．72 20．14 14．91 5．58 0．00 63．28 18．97　　　　4，71 65．73

95 1 118140　　211 1 α00 1881 19．66 31．39 2．94 13．88 O，60． 2．11 79．58 34．88 20．39 1．78 228．56 89．39　　　　19．53 247．37

80 2 117960　　211 1 o．10 O．00 0．54 0．20 O．06 0．08 O．06 0．01 1．96 0．73 1．26 0．00 5．13 1，05　　　　0．21 5．13

85 2 117960　　2畔 1 0．13 0．OO 1．16 O．37 0．02 O．04 0．01 0．02 2．96 1．08 2．22 0．00 a20 1，74　　　　0．09 8．20

90 2 117960　　21［ 1 1．52 0．00 3．96 2．07 O．58 0．90 o．04 0．12 7．81 4．34 6．42 0．OO 2a4与 9．19　　　　　1，64 28．45

95 2 117960　　211 1 6．11 0．00 20．05 16．23 2．22 4．54 0．49 0．68 30．78 9．35 ¶3．21 0．44 10670 50．33　　　　7，93 106．70

80 3 117840　　511 1 O．21 0．37 O．OO o．64 0．20 O．11 0．01 027 2．OO o．41 1．12 0．38 6．84 1．81　　　　0．60 7．21

85 3 ！17840　　51［ 1 1．37 0．41 0．00 3．96 O．39 O．78 O．80 O．72 84．65 6．83 33．63 20．23 179．39 8．43　　　　2．68 179．80

go 3 117840　　5日 1 7．08 2．36 0．OO 11．69 1．77 2．03 1．↑6 2．28 178．84 31．71 118．34 44．93 467．80 28．36　　　　7．23 470．16

95 3 117840　　511 1 9．87 2．04 0．OO 9．82 1．14 tO5 0．09 1．36 19．57 3．30 7．56 18．00 89．38 25．36　　　　3．64 91．42

80 4 127680　　211 1 0．07 0．37 080 O．OO 1．21 1．85 0．00 0．40 6．16 0．53 2．44 α01 14．00 4．70　　　　3．46 14．37

85 4 127680　　2硅 1 080 O．54 2．59 O．00 1．冒 7．56 0．00 084 15．50 3．21 8．88 o．59 5581 13．44　　　　9，51 56．35

90 4 127680　　2．ll 1 t37 1．93 2．99 0．00 1．92 5．93 O．00 o．51 13．78 3．48 7．42 O．13 43．35 14．65　　　　a36 45．28

95 4 12フ680　　211 1 5．92 10．85 19．OO 0．00 12．43 53．56 0．00 228 44．25 18．67 30．95 1．50 216．99 104．05　　　　68．28 227．85

80 5 128180　　511 1 0．00 O．00 0．00 0．00 0．00 0．OO 0．00 O．00 ・　0，00 0．00 O．00 0．OO 0．OO 0．00　　　　0，00 O．00

85 5 128180　　511 1 α01 0．10 0．44 o．74 0．00 0．08 0．03 0．01 5．07 0．44 3．02 0．01 12．75 1，42　　　　0，13 12．84

90 5 128で80　　511 1 0．22 0．42 tO6 1．82 0．00 0．72 0．OO 0．03 4．52 0．35 1．58 o．oo 10．63 4．27　　　　0．75 11．05

95 5 128180　　511 1 0．41 2．72 t71 10．33 o．oo 1．41 O．18 0．13 7．57 5．72 3．85 o，判 34．63 16．88　　　　t71 37．34

80 6 127650　　211 1 0．02 0．11 0．90 1．51 O．12 O．00 O．03 024 6．97 O．62 1．92 0．00 ！2．42 2，94　　　　0．39 12．54

85 6 127650　　211 1 022 0．46 0．96 3．44 020 O．00 o．04 0．26 15．87 2．16 5．01 O．00 29．12 5．57　　　　0．49 29．58

90 6 127650　　2鎚 1 1．フ7 256 4．74 7．63 0．43 0．00 0．01 O．36 20．61 5．74 8．62 O．02 50．98 17，51　　　　0．80 53．55

95 6 127650　　211 1 3．10 12．51 9．78 36．39 3．33 0．00 1．16 1．30 52．57 12．29 25．76 0．50 156．21 67．58　　　　5，79 168．72

80 7 128080　　211 1 0．OO 0．OO 0．07 1．00 O．00 0．OO 0．OO O．00 0．00 0．00 0．00 0．00 1．0フ tO7　　　　0．00 1．07

85 7 128080　　211 1 0．00 0．01 0．25 1．77 O．12 O．01 0．00 0．06 2．62 α09 α75 α00 6．38 2，21　　　　0，19 6．39

90 7 128080　　21【 1 0．00 O．00 O．02 0．02 0．00 O．00 0．00 0．00 0．15 0．00 O．00 α00 0．22 O，05　　　　0．00 022
95 7 128080　　211 1 0．00 O．16 O．08 0．90 O．06 o．04 O．00 0．02 0．40 0．↑2 O．04 O．00 1．71 1，26　　　　0．11 t88

80 8 128160　　511 1 0．05 O．04 O．11 0．06 0．01 O．03 O．00 0．00 025 0．00 0．02 0．01 0．54 O．29　　　　0．04 O．58

85 8 128160　　5il
で

O．14 0．11 1．21 2．45 0．78 1．88 o．01 0．00 12．60 1．89 3．79 0．01 26．05 6．58　　　　2．67 26．15

90 8 128160　　511 1 0．46 0．38 1．87 2．01 1．15 1．13 0．02 O．00 26．19 4．88 9．95 0．02 51．06 7，01　　　　2．30 51．44

95 8 128160　　511 1 O．17 2．47 1．91 3．66 O．02 0．23 0．OO 0．00 5．22 1．90 4．82 0．01 18．72 846　　　　025 21．19

80 11 EU15　　　　　　2目 1 2．16 2，6．4 7．74 6．15 1．80 5．41 2．39 1．75 159．25 20．33 1162．04 2．25 1878．45 30．04　　　　11．35 187845

85 11 EU15　　　　　　211 1 3．66 4．08 9．36 8．54 2．54 3．44 223 148 294．60 25．51 1077．67 6．74 旧79，53 35．34　　　　9，70 1879．53

90 11 EU15　　　　　　　　　2．11 1 1．60 3．36 2．14 6．82 0．75 4．48 0．02 1．77 12．01 2．32 100．03 0．08 163．09 20，94　　　　フつ2 163．09

95 11 EU15　　　　　　211 1 7．27 9．84 6．29 13．22 2β5 16．67 0．25 5．03 41．23 4．05 200．95 O．6フ 371．29 60．93　　　24β0 37t29

80 21 アジア8　　　　　11 1 0．46 1．04 3．84 3．47 1．63 2．08 0．11 o．94 20．12 3．28 7．44 O．40 46．12 13，57　　　　4，76 47．16

85 21 アジア8　　　　　11 1 2．68 191 9．88 13．35 2．69 10．74 o．97 2．07 213．09 29．20 74．22 20．84 437．71 44．30　　　　16．48 439．62
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45．12

Q2β4

715．77

W52．91

100．OO　　　25．80

R63．30　　　107．24

725．86

X02．4フ

80 41 ASEAN4　　　　　　　　11 1 0．07 0．16 1．08 2．56 O．13 O．03 0．03 O．24 7．22 α62 1．95 0．01 14．03 4β0　　　　0．43 14．19

85 41 ASEAN4　　　　　　　　0 1 0．38 0．67 2．87 a40 1．10 1．97 o．oフ 0．33 36．16 4．58 12．58 0．02 74βO 15，78　　　　3．47 74．96

go 41 ASEiAN4　　　　　　　　　11 1 2．44 3．36 7．69 11．48 1．59 1．85 0．03 0．39 5t48 10．97 20．16 O．05 n289 2883　　　　3．85 116．25

95 41 ASEAN4　　　　　　　　　11 1 3．68 17．87 13．48 51．28 3．40 t68 1．34 1．44 65．77 20．04 34．47 O．63 211．2フ 94．18　　　　7，86 229．13
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図表3－5 輸入総額

輸入マトリックス（縦一輸入国／横一輸入先）アジア8のアジア8からの1990年の輸入額を100とした指数一輸入総額

年 国番号 ㌧韓国 台湾 香港 シンがポール タイ マレーシア インドネシア 　　　幽幽tィリピン 北米 日本 EU15 中国 世界計　　アジア8　　ASEAN4．世界＋台湾
80 1　118140 1 Il

1　　　α00 0．38 0．14 0．23 0．13 0．67 0．69 O．39 7．51 8．34 2．42 0ρ0 61．79　　　　　　　　　　　2．63　　　　　　　　1．89　　　　　　　　　　　　32．17

85 1　118140 1 ll

1　　　　0．00 q，36 0．70 0．38 0．22 1．77 0．96 022 10．18． 10．77 4．．88 0．00 44、53　　　　　　　　　　4．60　　　　　　　3．15　　　　　　　　　　　44．89

90 1　118140 1 lI

1　　　　0．00 1．71 0．88 t28 0．66 2．27 2．29 0．39 26．33 26．56 12．97 α00 99．88　　　　　　　　　　　9．48　　　　　　　5．61　　　　　　　　　　　101、59

95 1　判8140 1 ll

1　　　　0．00 3．67 1．20 3．10 L34 3．60 4フ6 087 47．22 46．63 26．02 10．58 193，22　　　　　　　　　18．53　　　　　　10，56　　　　　　　　　　196，89

80 2　117960 1 lI

1　　　　0．30 0．00 0．35 0．32 0．13 0．61 0．η 0．17 7．01 7．62 2．42 ．0．00 28．12　　　　　　　　　　2．β4　　　　　　　1，67　　　　　　　　　　　28」2

85 2　117960 1 Il． 1　　　　0．26 0．00 0．45 α39 0．21 0．69 0．59 0．15 7．29 790 3．19 0．00 28．61　　　　　　　　　　2．73　　　　　　　1．63　　　　　　　　　　　28．61

90 2　117960 1 ll
1　　　　1，89 0．00 2．00 1．97 0．62 t41 1．30 0．33 18．98 22．54 11．30 0．00 76．98　　　　　　　　　　　9．52　　　　　　　3．66　　　　　　　　　　　76．98

95 2　117960 1 瞳 1　　　6．14 0．00 1．99 4．02 2．05 4．14 3．06 084 3123 43．00 2t．16 4．41 145．56　　　　　　　　　22．24　　　　　　10．09　　　　　　　　　　145．56

80 3　117840 1 ll
1　　　　1．11 2．21 0．00 1．60 0．45 0．30 0．20 α27 4．01 735 4．10 6．29 31．50　　　　　　　　　　　6．13　　　　　　　　t22　　　　　　　　　　　33．71

85 3　117840． 1 lI

1　　　1．52 3．62 0．00 2．06 O．42 「0．25 α21 α．30 4．15 9．75 5．21 10．78 42．32　　　　　　　　　　8．38　　　　　　　1．重8　　　　　　　　　　45．94

90 3　U7840 1 ll

1　　　5」9 12．10 0．00 4β0 1．50 1．51 α83 0：52 10．99 19．02 12．69 43．37 ．121」6　　　　　　　　　26．44　　　　　　　4．35　　　　　　　　　　133．26

95 3　117840 1 lI

1　　　14．51 3フ．19 0．00 14．45 3．90 5．33 2．34 1．23 24．14 41．07 29．94． 99．フ4 280．40　　　　　　　　　78．95　　　　　　12．80　　　　　　　　　　317．59

80 4　127680
盲 Il

1　　　　0．39 0．78 o．71 0．00 0．68 4．76 0．00 Oj　1 5102 6．13 4．19 0．89 34．33　　　　　　　　　　7．42　　　　　　　5、55　　　　　　　　　　35．10

85 4　127680 1 lI

1　　　0．60 で．26 α70 0．00 0．78 5．40 0．00 0．28 5．83 6．42 4．58 3．23 37．59　　　　　　　　　　9．03　　　　　　　6．46　　　　　　　　　　38．86

90 4　127680 1 ll

1　　　2．55 3．11 2．66 0．00 2．35 1L85 0．00 0．45 14．45　　　　． 17．53 11．98 2．99 86．93　　　　　　　　　22．97　　　　　　14．65　　　　　　　　　　　90．05

95 4　127680 1 II

1　　　7．73 6．28 5．88 0．00 9．19 27．55 0．00 1．57 27．55 37．65 23．フ3 5．79 178．05　　　　　　　　　58、21　　　　　　3a31　　　　　　　　　　184．33

80 5　128180 1 II

1　　　0．28 0．25． 0．13 0．85 0．00 0．24 0．06 0．11 2．44 2．79 2．02 α60 13．51　　　　　　　　　　1、93　　　　　　　0．41　　　　　　　　　　　13．77

85 5　128180 1 ll

1　　　　0．27 0．34 0．15 0．99 α00 0．78 0．09 0．09 1．67 3．50 2．13 0．32 13．22　　　　　　　　　　2．70　　　　　　　0．95　　　　　　　　　　　1356

90 5　128180
了 ll

τ　　　1．50 2．01 0．59 3．54 α00 1．61 0．28 0」6 5．69 14．51 7．71 1．58 47．72　　　　　　　　　　9．69　　　　　　　2．04　　　　　　　　　　　49．73

95 5　128180 1 ll

1．　　　3．54 4．38 1．07 5．95 0．00 4．63 α96 0．83 12．86 3092 16，董5 3．00 101．22　　　　　　　　　2t35　　　　　　　6．42　　　　　　　　　　105．60

80 6　127650 1 ll

1　　　α27 α24 O．21 t79 0．46 α00 α12 0．15 2．47 3．52 2．64 0．36 15．35　　　　　　　　　　3，24　　　　　　　0．73　　　　　　　　　　　15．59

85 6　127650 1 ll

1　　　0．41 0．28 0．30 2．86 0．64 0．00 0．20 0．34 2．95 4．15 2．96 0．37 18．02　　　　　　　　　　5，02．　　　　　1．18　　　　　　　　　　　18．30

90 6　127650． 1 ll
1　　　　1．08 1．56 α80 6．2ア 1．01 0．00 0．45 α23 7．42 1．0．09 6．65． 0．80 41．83　　　　　　　　　1重．39　　　　　　　1．68　　　　　　　　　　　43．39

95 6　127650
．1 lI

1　　　4．55 4．13 2．39 13．74 2」93 0．00 ．1．74 0．66 1a53 30．29 17．09 2．45 110．18　　　　　　　　　30．14　　　　　　　5．33　　　　　　　　　　114．31

80 7　128080 1 時 1　　　0．33 0．68 0．20 1．34 0．41 0．05 0．00 0．13 2．15 4．88 2．26 0．28 15．49　　　　　　　　　　3．15　　　　　　　0．59　　　　　　　　　　　16．18

85 7　i28080 1 ll

1　　　0．29 0．40 0．0フ 1．20 0．07 0．07 0．00 0．03 2．74 3．．78 2．79 α36 14．67　　　　　　　　　　2．15　　　　　　　0．18　　　　　　　　　　　15．07

90 7　12BO80 1 醐 1　　　1．41 1．76 0．39 L82 0．26 0．47 0．00 0．08 4．19 7．58 6．31 α93 31．23　　　　　　　　　　6．19　　　　　　　0，81　　　　　　　　　　32．99

95 7　128080
．1 lI

1　　　3．51 　　　．Q．66 0．39 3．39 1．05 1．10 0．00 α12 7．96 13．18 11．69 2．14 58．10　　　　　　　　　　12、22　　　　　　　　2．27　　　　　　　　　　　60．77

80 8　128160 1 ll

1　　　0．21 0．28 0．29 0．19 0．03 α23 0．27 0．00 2．91 2．36 1．39 032 11．86　　　　　　　　　　　1．50　　　　　　　　0．53　　　　　　　　　　　　12．14

85 8　128160 1 川 1　　　0．31 0．34 0．29 0．20 0．08 0．54 0．28 0．GO 2．02 1．12 αフ2 0．42 7．79　　　　　　　　　　2．04　　　　　　　0．90　　　　　　　　　　　　8．13

go 8　128160 1 ll

1　　　0．72 1．15 0．82 0．73 0．21 0．41 0．29 0．00 3．92 3．43 2．19 0．26 18．65　．　　　　　　　　　4．33　　　　　　　0．92　　　　　　　　　　　　19BO

95 8　128160 1 II

1　　　2．04 2．36 1．98 2．34 α61 0．89 0．89 0．00 8．09 9．02 ．4．34 0．95 40．74　　　　　　　　　11．12　　　　　　　2．39　　　　　　　　　　43，10

80 11EU15 ．1 ll

1　　　4．53 4．88 7．78 2．刀 2．65 4．00 2．57 1．84 110．00 31．04 650．43 4．17 1203．86　　　　　　　　　3α94　　　　　　1LO5　　　　　　　　　1203β6

85 11EU15 寸 期 1　　　4．1．5 4．88 6．23 2．67 2．51 3．39 2．胴 1．40 90．02 36．37 596．11 450 1032．37　　　　　　　　　27．34　　　　　　　9，41　　　　　　　　　1032．37

90 11EU15 1 ll

1　　　13．61 18．42 14．94 9．91 7．55 7．45 5．24 2．45 17238 96．35 139L54 18．83 2195．54　　　　　　　　　79．57　　　　　　22．69　　　　　　　　　2195．54

95 11EU15 1 II

1　　　20．90 23．10 14，．P8 17．36 12B4 17．51 11．62 4．42 219．83 108．82 1696．88 49．フ9 2749．30　　　　　　　　12t93　　　　　　46．39　　　　　　　　　2749．30

80 21アシ’ア8 0 0 0　　　2．90 482 2．02 6．31 2．29 6．86 2．11 1．32 33．54 43．00 21．44 8．74 t81．95　　　　　　　　　28．64　　　　　　12．58　　　　　　　　　　186．78

85 21アシ’ア8 0 0 0　　　3．65 6．61 2．67 8．08 2．41 9．49 2．33 140 36．83 47．39 26．45 15．47 206．75　　　　　　　　　36．65　　　　　　15，63　　　　　　　　　　213．36

90 21アジアε 0 0 0　　　14．32 23．40 8．15 20．41 6．62 19．51 5．44 2．14 91．96 121．25 71β0 49．94 524．38　　　　　　　　　100．00　　　　　　　33、72　　　　　　　　　　547．78

95 　　　　φQ1アシア8 0 0 0　　　42．01 60．67 1490 46．98 21．07 47．23 1374 6．12 η7．58 251．77 150．11 129D5 1107．47　　　　　　　　252．フ4　　　　　　88．17　　　　　　　　　1168，14

80 41ASEAN4 0 0 0　　　1．10 1．46 α83 4．17 0．90 0．52 0．45 0．39 9．98 13．56 8．31 1．56 56．22　　　　　　　　　　9．82　　　　　　　2，26　　　　　　　　　　　57．68

85 41ASEAN4 0 0 0　　　1．2フ 1．36 0．82 5．25 0．79 1．39 α57 α46 9．38 12．55 a60 1．46 53，70　　　　　　　　　11．91　　　　　　　3．21　　　　　　　　　　55．06

90 41ASEAN4 0 o 0　　　4．70 6．48 2．61 12．36 1．48 2．48 可．02 0．46 21．22 35．60 22．86 3．58 139．43　　　　　　　　　31．59　　　　　　　5．45　　　　　　　　　　145．91

95 41ASEAN4 0 0 0　　　13．63 13．53 5．83 25．42 4．59 6．61 3．59 1．60 47．44 83．41 49．27 8．53 310，24　　　　　　　　　74．82　．　　　　16．41　　　　　　　　　323．78
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図表3－6 産業用機器

輸入マトリックス（縦一輸入国／横一輸入先）アジア8のアジア8からの1990年の輸入額を100とした指数

年 国番号 入出表∬　品番 韓国 台湾 香港 シンカ’ポール タイ マレーシア インドネシア フィリピン 北米 日本 EU　15 中国 世界計 アジア8 ASEAN4　世界＋台湾
80 1 118140 111　　2－B 0．00 0．16 0．00 α00 0．00 0．00 0．00 0．00 1．22 8．76 6．89 0．00 17．65 0．17 0．00　　　　　17．82
85 1 1↑8140 lll　　2－B 0．00 0．15 0．17 0．01 0．01 0．02 0．00 0．．00 1α01 29．81 11．41 0．00 53．65 0．36 0．02　　　　　53、80

90 1 118140 111　　2－B 0．00 1．90 0．25 0．73 0．01 0．01 0．07 α00 35」7 97」9 62．52 0．00 206．22 2．98 0．09　　　　　208，12

95 1 118140 111　　2－8 α00 4．32 0．65 1．63 0．07 0．07 0．04 α20 95．20 2η，60 103．67 0．82 435．54 6．99 0．39　　　　　439．86

80 2 117960 1；1　　2－B 0．05 0．00 0．04 0．01 α00 0．00 0．00 0．00 1．40 13．58 7．17 α00 24．30 0．11 0．0σ　　　　24、30

85 2 117960 111　　2－B 0．02 0．00 0．04 0．04 O．00 0．00 0．00 0．00 1．74 12．58 10．91 0．00 27．55 0．10 0．00　　　　　27，55

90 2 117960 1肘　　2－B 0．74 0．00 0．61 α52 0．00 0．07 0．00 0．で4 19．55 52．88 49．00 0．00 129．36 2．08 0、21　　　　129．36

95 2 117960 1翻　　2－B 1．60 0．00 0β0 2．15 0．19 0．02 0．00 0．00 3｛．94 86．61 81．26 0．32 21t70 4．27 0，21　　　　　211．70

80 3 117840 1釦　　2－B 0．06 0．55 0．00 α12 0．01 0．02 0．00 0．04 可．45 6．85 4B2 1．16 16．47 α81 0．08　　　　　17．03

85 3 117840 口1　　2－B 0．07 3．30 0．00 0．55 0．03 0．04 0．00 0．11 3．28 12．41 8．60 t63 33．75 4．09 0．18　　　　　37．05

90 3 117840 1．ll　　2－B 1．42 19．24 0．00 可．18 0．30 0．15 α02 0．06 4．47 22．85 18．16 7．40 72．31 22．38 0．54　　　　　91．55

95 3 117840 111　　2－B 2．97 59．10 0．00 2．08 0．23 0．42 0．U 0．11 11．60 44．20 38．23 11．79 136．88 65．02 OB7　　　　　195．98
80 4 127680 111　　2－B 0．01 0．28 0．15 0．00 0．04 0．15 0．00 0．02 1．05 3．34 292 0．21 8．97 0．66 0．22　　　　　9．26

85 4 127680 111　　2－B 0．07 0．23 0．23 0．00 O．07 0．83 0．00 0．17 4．74 6．01 5．60 0．08 19．50 1．59 1，06　　　　　19．73

90 4 127680 111　　2－8 0．46 2．97 1．33 0．00 0．29 2．50 0．00 0．11 11．00 30．77 22．07 0．90 76．08 7．66 2．90　　　　　79、05

95 4 127680 lll　　2－B 1．54 3．87 3．53 0．00 0．70 427 0．00 0．18 35．05 69．0↑ 35．40 1．45 162．97 14．09 5．15　　　　　166β4

80 5 128180 111　　2－B 0．03 0．80 0．04 α02 0．00 0．04 0．00 0．00 0．40 2．11 5．41 1．12 10．65 0．93 0．04　　　　　　11．46

85 5 128180 111　　2－B 0．05 0．94 0．15 0．08 0．00 0．08 α01 0．00 α92 6．83 639 0．06 16．66 1．30 0．09　　　　　17．60

90 5 128180 111　　2－8 1」1 9．50 0．86 0．40 0．00 0．11 0．02 0．12 3．44 40．04 33．30 1．43 98．62 12．13 0．25　　　　　108．12

95 5 128180 111　　2－B 2．51 13．26 u4 2．35 0．00 0．89 0．24 0．06 11．59 68．02 72．38 1．56 184．15 20．46 1．19　　　　　197．41

80 6 127650 11i　　2－B 0．03 α27 0．07 Oj　4 0．06 0．00 0．00 α07 0．62 2．15 2．76 0．10 6．81 0．65 0．13　　　　　7．08

85 6 127650 111　　2－B 0．77 0．75 0．28 0．77 0．11 0ρ0 0．02 0．07 6．32 7．99 9．96 0．05 29．02 2．76 0．20　　　　　29．77

90 6 127650 111　　2－B 1．07 7．87 1．70 4．43 0．39 0．00 0．13 0．06 5．65 31．02 24．59 α50 83．93 15．65 0．58　　　　　9t80
95 6 127650 日1　　2－B 5．84 14．23 2．09 7．69 0．80 0．00 0．20 0．18 16．54 86．73 51．24 1．71 205．52 31．04 1，18　　　　219．フ5

80 7 128080 111　　2－B 0．30 1．65 0．20 0．13 0．11 0．02 0．00 0．02 0．63 7．10 4．82 0．58 書689 ．2．43
0．15．　　　　18．54

85． 7 128080 111　　2－B 0．44 1．00 0．18 0．52 0．02 0．13 0．00 0．02 t43 7．68 10．47 0．19 24．86 2．32 α17　　　　．25．86

90 7 128080 111　　2－B 8．55 16．81 2．37 2．06 0．20 0フ3 0．00 0．03 4．42 45．79 48．48 3．60 141．73 30．75 0．96　　　　　158．54

95 7 128080 Hl　　2－B 6．89 12．64 0．60 2．15 0．44 3．68 α00 0．05 15．14 55．52 83．64 3．51 194．37 26．45 4．17　　　　207．01

80 8 128160 111　　2－B 0．01 0．41 0．18 0．02 0．00 0．00 0．00 0．00 2．40 2．13 4．89 0．01 10．89 0．62 0．00　　　　　11．30

85 8 128160 111　　2－B 0．12 0．23 0β8 0．24 0．00 0．11 0．00 0．00 2．38 1．41 1．49 0．12 6．81 1．08 0．11　　　　　　7，04

90 8 128160 111　　2－B 1．66 2．24 1」9 1．02 α09 α17 0．01 0．00 6．82 8．00 7．69 0．04 29．96 6．3フ 0．27　　　　　32．20

95 8 128160 111　　2－B 3」4 3．23 2．55 3．88 O．36 0．62 0．05 0．00 14．72 19．93 17．73 0．40 70．70 13β4 1．03　　　　　73．93

80 11 EU15 111　　2－B 0．36 2．30 0．19 0フ1 0．02 0．04 0．01 0．01 74．50 19．13 513．49 0．03 698．91 3．64 0．08　　　　698．91

85 11 EU15 111　　2－B 0．12 3．46 0．38 0．98 0．02 0．05 0．01 0．10 63．48 31．73 447．92 0．09 627．03 5．11 0．18　　　　627．03

90 Il EU15 Ill　　2－B 0．6奪 10．76 1．47 1．58 0．21 0．16 0．08 G．07 122．48 108．40 1374．06 0．59 1838．20 14．94 0．51　　　　1838．20

95 11 EU15 111　　2－B 4．08 τ2．58 1．18 1．54 1．57 0．54 0．27 0．23 華58．55 116．66 1102．85 4．15 1655」0 21．98 2．60　　　　165510

．80 21 　　ρAシア8 0　　0　　0 0．50 4．14 0．68 0．45 0．24 0．22 0．00 Oj　6 9．17 46．02 39．68 3．17 112．64 6．38 0，62　　　　　116．78

85 21 アゾア8 0　　0　　0 1．54 6．61 1．42 2．20 α24 t20 0．02 0．37 30．82 84．71 6484 2．13 211．79 13．60 183　　　　　21840
90 21 　　ゆAシア8 0　　0　　0 15．02 60．53 8．30 10．34 L29 3．75 0．25 0．52 90．52 328．53 265B2 13．86 838．21 100．00 5，81　　　　898フ5

95 21 アジア8 0　　0　　0 24．50 110．65 10．88 21．93 2．78 9．98 0．65 0．78 231．79 64ア．61 48356 21．55 1601．84 182．16 14．20　　　　　　　　　1712．49

80 41 ASEAN4 0　　0　　0 0．38 3．14 0．49 0．31 0．18 0．06 0．00 0．09 4．05 13．49 17．88 1．81 45．24 4．64 0，33　　　　　48．38

85 41 ASEAN4 0　　0　　0 1．38 2．92 0．99 t60 0．13 0．32 0．02 0．09 11．05 23．91 28．31 0．42 77．34 7．46 0．57　　　　　80．27

90 41 ASEAN4 0　　0．　O 12．39 36．42 6．12 7．91 0．68 1．02 0．16 0．21 20．33 124．84 114．07 5．56 354．24 64．90 2．06　　　　　390．66

95 41 ASEAN4 0　　0　　0 la39 43．36 6．39 16．07 1．60 5．19 0．49 0．29 58．00 230．20 224．99 7」8 654．74 9書，79 7．58　　　　　698．10
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図表3－7 電子部品

輸入マトリックス（万一輸入国／横一輸入先）アジア8のアジア8からの1990年の輸入額を100とした指数

年 国番号　　入ヒ表皿品番　韓国 台湾 香港 シンがホ”一日目タイ マレーシア　インドネシア　　フィリピン　　北米　　　　日本　　　　EU15　　　中国 世界計 アジア8　　ASEAN4世界＋台湾

80 1 118140　111　4－C 0．00 0．10 ．0．15　　　0。12 O．21　　　　　　　0．04　　　　　　　0．OO　　　　　　　O，12　　　　　　　2．93　　　　　　　2．29　　　　　　　　α36　　　　　　　0．00 6．40 0．74　　　　　　　0．3フ　　　　　　　　　　　6．50

85 准

118140　111　4－C O．00 0．13 ｛．27　　　027 0．06　　　　　　　0．28　　　　　　　0，01　　　　　　　0．11　　　　　　10．89　　　　　　14．32　　　　　　　　3．60　　　　　　　0．00 32．72 2．13　　　　　　　0．46　　　　　　　　　　32，85

90 1 118140　111　4－C 0．00 1．56 3．16　　　1．53 0．25　　　　　　　1．63　　　　　　　0．01　　　　　　　0．35　　　　　　14．39　　　　　　28，66　　　　　　　　3．27　　　　　　　0，00 55．37 8．49　　　　　　　2．24　　　　　　　　　　　56．93

9． T 1 118140　111　4－C 0．00 6．29 4．73　　　5．90 0．89　　　　　　　5．03　　　　　　　0，02　　　　　　　1．46　　　　　　39．05　　　　　　45，42　　　　　　　　6．46　　　　　　　0．70 119．46 24，34　　　　　　　7．41　　　　　　　　　　125．76

80 2 117960　111　4－C 0．15 0．00 0．38　　　0．38 0．00　　　　　　　0．11　　　　　　　α00　　　　　　　0．0．4　　　　　　　1．89　　　　　　　2．65　　　　　　　　0、49　　　　　　　0．00 ．6．11． 1．07　　　　　　　　0．16　　　　　　　　　　　　　6．11

85 2 117960　111　4－C 0．31 0．00 0，42　　　0．55 0．10　　　　　　　α47　　　　　　　0．01．　　　　　　0．11　　　　　　　3．37　　　　　　　5．16　　　　　　　　1．30　　　　　　　0．00 12．07 t97　　　　　　　　0、69　　　　　　　　　　　12．07．

90 2　． 117960　111　4－G 2．51． 0．00 2．43　　　1．99 0．43　　　　　　　2．64　　　　　　　0．00　　　　　　　0．39　　　　　　13．65　　　　　　21．55　　　　　　　　2．76　　　　　　　0．00 49．21 10，39　　　　　　　　3．46　　　　　　　　　　　49．21

95 2 117960　111　4－C 1．9．36 0．00 2．10　　　11．17 2．80　　　　　　12．88　　　　　　　0．17　　　　　　　2．54　　　　　　2931　　　　　　65．63　　　　　　　12，09　　　　　　　0．62 162．38 51．02　　　　　　　18．39　　　　　　　　　　　162．．38

80 3 117840　111．．4－C 1．27 0．56 α00　　　0．90 0．23　　　　　　　0．55　　　　　　　0．07　．　　　　　0．24　　　　　　　，．93　　　　　　　1．92　　　　　　　　0．48　　　　　　　0．01 8．47 3．81　　　　　　　　翫08　　　　　　　　　　　　9．03

85 3 117840　111　4－C 3．50 1．19 0．00　　　2．49 0．66　　　　　　　　0．67　　　　　　　　0．06　　　　　　　　0，72　　　　　　　　6．17　　　　　　　26．26　　　　　　　　10．35　　　　　　　30．93 95．τ7 9．29　　　　　　　2．11　　　　　　　　　　　96．36

90 3 117840　Ul　4－C 11．07 4．08 0．00　　　6．77 3．92．　　　　　　7．63　　　　　　　0．46　　　　　　　t97　　　　　　26．30　　　　　　47．85　　　　　　　31．32　　　　　174β9 356．78 3590　　　　　　13．99　　　　　　　　　360．86

95 3 117840　Ill　4－G 17．88 20．64 0．00．　　20、21 t81　　　　　　　9．60　　　　　　　0．09　　　　　　　3．41　　　　　　22、26　　　　　　40．75　　　　　　　　6．83　　　　　　　6．81 151．28 73．65　　　　　　　14．92　　　　　　　　　　　17L92

80 4 127680　111　4－C 0．08 O．21 0．38　　　0．00 t29　　　　　　　　2．31　　　　　　　　0．00　．　　　　　　0．33　　　　　　　　6，60　　　　　　　　1，96　　　　　　　　　1．06　　　　　　　　0．00 14．30 4．60　　　　　　　3．93　　　　　　　　　　　14，51

85 4 127680　111　4－G 0．71 0．38 2．50　　　0．00 、、27　　　　　　　6．43　　　　　　　0．00　　　　　　　1．26　　　　　　12，24．　　　　　13．05　　　　　　　　7，75　　　　　　　0．68 51．02 12，55　　　　　　　　8．96　　　　　　　　　　　51．40

90 4 12フ680　111　4－G 4．18 2』3 1．99． @　0．00． 1．25　　　　　　　9．52　　　　　　　0．00　　　　　　　1．45　　　　　　11．58　　　　　　16．82　　　　　　　　4．27　　　　　　　0．04 54．5｛ 2α51　　　　　　　12、22　　　　　　　　　　　56．64

95 4 127680　1．ll　4－G 35．1フ． 16．70 10．49　　　0．00 12．30．　　　　　48β7．　　　　　　0．00．　　　　　　6，47　　　　　　39．27　　　　　　74．30　　　　　　　16．61　　　　　　　0、86 259．67 129．99　　　　　　　67，64．　　　　　　　　　276．37

80 5 128180　111　4－C 0．00 α06 0．00　　　0．01 α00　　　　　　　　0．00．　　　　　　O．00　　　　　　　　0．00　　　　　　　．0．01　　　　　　　0．19　　　　　　　　　0．03　　　　　　　　0．00 0．31 0．07　　　　　　　　0．00　　　　　　　　　　　　　0．37

85 5 128180　目1　4－C 0．14． 0．02 0．33　　　0．37 0．00　　　　　　　0．06　　　　　　　0．01　　　　　　　0，03　　　　　　　3．02　　　　　　　5，34　　　　　　　　2．67　　　　　　　0．09 13．51 0．95　　　　　　　　0」0　　　　　　　　　　　　13．53

90 5．

128180　111　4－G 0．65 0．59． 0．21　　　2．06 0．00　　　　　　　0，32　　　　　　　0．00　　　　　　　0，12　　　　　　　7，51　　　　　　　2．94　　　　　　　　1．22　．　　　　　0．00 15．94 3。95　　　　　　　　0．44　　　　　　　　　　　　16．53

95 5 128180　111　4－C 2．60． 2．29 0．96　　　7，28 0，00　　　　　　　430　　　　　　　0．06　　　　　　　0，36　　　　　　17．68　　　　　　19．03　　　　　　　　3．69　　　　　　　α18 6α64 17．84．　　　　　　4．72　　　　　　　　　　62．92

80 6 127650　111　4－C 0．02 0．08 0．07　　　1．27 0．29　　　　　　　0．00　　　　　　　0．00　　　　　　　0、64　　　　　　　7．50　　　　　　　L18　　　　　　　　0．67　　　　　　　0．00 11．79 2．38　　　　　　　　0．93　　　　　　　　　　　　11．87

85． 6 127650　111　4－C O．39 0．04 0β7　　　3．49 0．47　　　　　　　0．00　　　　　　　0．10　　　　　　　2．44　　　　　　11．22　　　　　　10．49　　　　　　　　4．62　　　　　　　0．2f 35．75 7．80　　　　　　　　3．00　　　　　　　　　　　35．78

90 6 127650　111　4－C 2．50 0．93 0．63　　　5．62．． O．80　　　　　　　0．00　　　　　　　0．00　　　　　　　1．32　　　　　　19．フ8　　　　　　1024　　　　　　　　4．12　　　　　　　0．00 46．29 11．81　　　　　　　2，12　　　　　　　　　　　47．22

95 6 12フ650　111　4－G 14．71 4．67 1．57　　　27．82 3．12　　　　　　　　0．00　　　　　　　　0．12　　　　　　　　2，08　　　　　　　60．08　　　　　　　52．37　　　　　　　　手9」2　　　　　　　　0．46 188．42 54．09　　　　　　　5．32　　　　　　　　　　193．09

80 7 128080　111　4－G 0．01 0．06 0．00　　　0．03 α00．　　　　　　0．00　　　　　　　0．00　　　　　　　0DO　　　　　　　O．02　　　　　　　0．03．　　　　　　　0．04　　　　　　　0．00 0．18 0．11　　　　　　　0、00　　　　　　　　　　　　0．24

85 7 128080　111　4－C 0．08 0．01 0．11　　　0．58 0．01　　　　　　　α04　　　　　　　0．00　　　　　　　0，01　　　　　　　1．46　　　　　　　4．94　　　　　　　　t73　　　　　　　0．08 9．55 0．84　　　　　　　0．06　　　　　　　　　　　9．56

．90 7 128080　111．　4－C 0．50． 0．04 0．06　　　0．56 0．00　　　　　　　0．00　　　　　　　0．00　　　　　　　0．00　　　　　　　0．03　　　　　　　0．33　　　　　　　　0．14　　　　　　　0、03 1．89 tI7　　　　　　　　0，01　　　　　　　　　　　　　L93

95 7 128080　1［1　4－C L15．． 0．51 0．07． @　0，9．2 0．21　　　　　　　0．93　　　　　　　0．00　　　　　　　0。00　　　　　　　0」6　　　　　　　0．63　　　　　　　　0．06　　　　　　　0．22 4．83 3，79　　　　　　　　1．15　　　　　　　　　　　　5．34

80 8 128160　111．4－C O．00 0．01 0．01　　　0，02 0．00　　　　　　　0．00　．　　　　　0．00　．　　　　　0．00　　　　　　　0．24　　　　　　　0．07　　　　　　　　0，01　　　　　　　0．00 0．37 0．05　　　　　　　　0．00　　　　　　　　　　　　0．38

85 8 128160　111．　4－C 047 0．02 1．22．　　0．73 0．03．　　　　　　0．48　　　　　　　0．02　　　　　　　0．00　　　　　　　8．15　　　　　　　2、71　　　　　　　　1．87　　　　　　　0．10 1フ．50 2．97　　　　　　　　0．53　　　　　　　　　　　17．53

90 8 128160　111．　4－G 2．07 Oj　3 3．36　　　1．37 0．43　　　　　　　　0．35　　　　　　　　0．07　　　　　　　　0．00　　　　　　　11．71　　　　　　　iL47　　　　　　　　　3．80　　　　　　　　0．57 39．91 7．78　　　　　　　　0，85　　　　　　　　　　　40．03

95 6 128160　1臆　4－C 0．54 O．フ0 0．87　　　0．68 α03　　　　　　　0．38　．　　　　　0．01．　　　　　　0．00　　　　　　　5．40　　　　　　　3，65　．　　　　　　t74　　　　　　　0．04 13．67 3．21　　　　　　　0．42　　　　　　　　　　　14．37

80 11 EU15． @　　　1　11．　　4－G 21．．92 19．09 50．23　　　7．45 2．36　　　　　　　4，61　　　　　　　0．84　．　　　　　5．13　　　　　144．53　　　　　102、02　　　　　1179．62　　　　　　　7．フ8 1735．84 111．64　　　　　　　12．95　　　　　　　　　1735．84

85 11 EU15　　　　　　1　11　　　4－C 19．58 19．62 37．03　　　5．94 3．79　　　　　　　6．60　　　　　　　α96　　　　　　　4．55　　　　　129．28　　　　　准18．，05　　　　　1087．45　　　　　　　9．52 1617．10 98．08　　　　　　　15．91　　　　　　　　　161フ．10

go 11 EU15　　　　　　1　11．　　4－G 5．78 5．34 2．34　　　8．71 1．38　　　　　　10．73　　　　　　　0．00　　　　　　　3．20　　　　　　34，80　．　　　　33．28　　　　　　102．85　　　　　　　0．08 22752 37．47　　　　　　15．31　　　　　　　　　227．52

95 1重 EU15　　　　　　1　1i　　　4－C 19．79 13．書8 495　　　16．04 4」8　　　　　　37．31　　　　　　　0．09　　　　　　　6．91　　　　　　93．46　　　　　　61，95　　　　　　176．55　　　　　　　1．49 478．63 102．47．　　　　　48．50　　　　　　　　　47a63

80 21 アシ’ア8　　　　0　　　0　　　　0 1．52． LO8 1、00　　　2．75 2．01　　　　　　　3、02　　　　　　　0．07　　　　　　　1．38　　　　　　21．12　　　　　　10．29　　　　　　　　3，14　　　　　　　0、01 47．93 12，83　　　　　　　6．48　　　　　　　　　　49、01

85 21 アジア8　　　　0　　　0　　　　0 5．59 t79 6．73．　　8．48 2．60　　　　　　　8，44　　　　　　　0．20　　　　　　　4．68　　　　　　56．53　　　　　　82．27　　　　　　　33．89　　　　　　32．08 267．29 38、50　　　　　　　15．91　　　　　　　　　　269．08

90 21 アシ“ア8　　　　0　　　0　　　　0 23．48 9．46 11β3　　　19．90 7，09　　　　　　22．09　　　　　　　0．54　　　　　　　5，60．　　　　104．9β　　　　　139．86　　　　　　　50．89　　　　　175．53 619．89 100．00　　　　　　　3533　　　　　　　　　　629，35．

95 21 アジア8．　　　0　　　0　　　　0 91．42 51．80 20．77　　　．73、98 2t16　　　　　　8t99　　　　　　　0．47　　　　　　16．33　　　　　213．22　　　　　301．78　　　　　　　66．60　　　　　　　9．89 960．35 357．93　　　　　　119．96　　　　　　　　　1012．15

80 41 ASEAN4　　0　　0　　　0 0．03 α21 0．09・　　　1，34 0．29　　　　　　　0．00　　　　　　　0．00　　　　　　　0，64　　　　　　　7．77　　　　　　　1．，47　　　　　　　　0．フ6　　　　　　　0、00 12．65 2．61　　　　　　　0．94　　　　　　　　　　　12．86

85 41 ASEAN4　　0．　0　　　0 1．07 0．09． 253　　　5，17 0．51．　　　　　　0．58　　　　　　　0．12．　　　　　　2．49　　　　　　23．86　　　　　　23，48　　　　　　　10．89　　　　　　　0．47 76．31 12．56　　　　　　　3．69　　　　　　　　　　76．40

90 41． ASEAN4　　0　　0　　　0 5．72 1．69 4．26　　　9．61 t24　　　　　　　0．68　　　　　　　0．0フ　　　　　　　1．44　　　　　　39．04　　　　　　24．98　　　　　　　　9．28　　　　　　　0．60 104．03 24．71　　　　　　　3．42　　　　　　　　　　105，72

95 41 ASEAN4　　0．　0　　　0 19．01 8．17 3．46　　　36．70 3，36　　　　　　　5．60　　　　　　　0．↑9　　　　　　　2．44　　　　　　83，32　　　　　　75，68　　　　　　　24．61　　　　　　　0．90 267．55 78．94　　　　　　　1t60　　　　　　　　　　275．72
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けるほうが，対策，対日輸出依存度がより大きい。他方

で，電子部品については，95年では，対アジア8向けが，

対米向けよりも多くなっている。

　ここでのデータに見る限りでは，輸出については，前

述のアジア海外現地法人の活動状況［図表2－8］と異

なり，太平洋トライアングル構造の一端である製造品目

における対米・対日依存が確認される。

②輸入マトリックス

　輸入については，総額（図表3－5），ならびに産業

用機器（図表3－6），電子部品（図表3－7）の輸入

先について数値を整理した。すなわち，設備財と部品と

いった投入財の調達先を検討した。

　設備財である産業用機器（図表3－6）は，日本から

の輸入が多い一方で，欧州からの輸入も同じ程度あるこ

とが分かる。別途，金属加工機器についてもデータを検

討中であるが，こうした欧州製機器調達の傾向は一層強

いものと予想される。

　これに対して，電子部品輸入については（図表3－7），

95年には，アジア8およびASEAN　4の調達先では，ア

ジア8か日の調達が，北米や日本と同じか，これを上回

るに到っている。すなわち，輸入先データからいえるこ

とは，1995年には既に，電子部品については，アジア8

域内で，活発な域内貿易関係が進展していることがわか

る。

（3）今後の検討課題

①自動車部品貿易

　自動車部品については，車体，懸架，エンジン（動力

機）および電装品について，輸出入データの収集を試み

ているが，二丁貿易額について，日系企業の部品域内供

給戦略における供給関係の実施状況を関連づける作業が

必要である。

　これによって，企業戦略として二二で紹介されている

内容が実際にどのくらい，マクロレベルで実施されてい

るのか，マクロ金額とミクロ戦略との距離が詰められる

ものと思われる。

②アジア8の世界総輸出中の位置

　アジア8地域は，対域内では，部品レベル（電子部品）

での域内分業関係を形成してきているが，対域外関係に

おいては，家電および電子部品の対世界輸出供給地域化

する戦略が提示される。（例えば，デンソーの域内およ

び域外＝対世界向けの，アジア各国拠点の統廃合後の輸

出基地化戦略など。「日経新聞」1999年7月6日付け。）

このことを明らかにするためには，今回整理している，

個別の貿易額について，当該品目の世界輸出総額中の大

きさおよび推移を検討する必要がある。

③水平分業度の測定

　杖輸出一輸入）／（輸出＋輸入）｝＝水平分業度によって，

特定国，地域間の二者間での経済的相互依存度，もしく

は国際分業度が，評価できる。水平分業度の個別の算定

および分析は，次稿の課題として，本稿で提示した貿易

マトリックスから水平分業度の分析において予測される

内容を付記しておきたい。

　すなわち，（i）アジア8，ASEAN4における電子部

品の調達先に占めるアジア8のシェアが高まっているが，

韓国，台湾，シンガポール，マレーシアを軸に，95年に

は水平分業度が電子電気機器及び同部品で対アジア8向

け及び対世三三で0に近似していることが確認されるも

のと考えられる。また（ii）電子部品供給国化する韓国，

マレーシアでは，水平分業度がマイナスからプラスヘシ

フトしてきたこと，（iii）コンピュータ製品に関しては，

台湾における水平分業度の変動が着目されることがあげ

られる。

④アジア通貨危機後の変動

　1997年7月のアジア通貨危機ならびに以降の経済危機

のなかで，日本製部品のアジア側での代替，生産の移管，

さらには逆輸入が，特に日本の自動車メーカーや部品メー

カーによって進められている（詳細は，Fourin『アジ

ア自動車産業1999』1999年3月の各国別資料参照）。本

稿データのカバーしている1995年の大きな変化であり，

再考の必要がある。

参考文献

　アジアをめぐる地域経済圏の定義は，アジア・太平洋経済協

力閣僚会議（APEC）の取組みにみられるような，広く環太平

洋地域を地域経済圏とみるものかち，日米アジアの三極間のア

ジア太平洋地域経済圏，ASEAN諸国を中心とする東南アジア

地域における経済圏，さらには東南アジア地域内の隣接する特

定3ケ国地域における局地経済圏など，地理的な規模は様々で

ある。ただし，APECについては，日米という2つの極を共有

する，日米アジアと日米中南米という2つの三角形が交差して

いるが，ここでは，アジア地域経済圏を日米アジアのアジア太

平洋地域トライアングルとして捉えたい。

　なお，同経済圏の構造については，（i）日系企業の対アジア

海外直接投資活動による工業化の波及によって育成されたアジ

ア製造業拠点（主に組立拠点）を基盤とした（梶原弘和『アジ

アの発展戦略一工業化波及と地域経済圏』東洋経済新報社1995

年4月），日米アジア間の3極問，アジア太平洋地域における，

三角貿易関係としての地域経済圏の展開を指摘する見解（青木

健『アジア太平洋経済の成熟』頸草書房1991年2月，同『アジ

ア太平洋経済圏の生成』中央経済社1994年3月），さらにこの

経済圏内部での（ii）日米先進国と東アジア地域との問での，

より水平的な国際分業関係の進展を指摘する見解，すなわち，

従来の先進国対途上国間での貿易における，工業品対1次産品
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という垂直分業関係から工業品相互間貿易関係の進展としての

水平分業関係への進展を指摘する見解（渡辺利夫，梶原弘和

『アジア水平分業の時代』日本貿易振興会1983年）および同時

に産業内での垂直的な関係の形成を当初より指摘し奉見解（ト

ウ照彦『NICS』講談社現代新書1988年2月，　p．2ぎ，『東洋資

本主義』講談社新書1990年10月，pp．25－28），（iii）AsEAN5

諸国を中心とする東南アジア地域における経済圏については，

ASEANにおける政策レベルでの経済統合を軸に分析したもの

（糸賀滋編『動き出すASEAN経済圏』アジア経済研究所199

4年3月，清水一史『ASEAN域内経済協力の政治経済学』ミ

ネルヴァ書房1997年2月，ただし，ASEANをめぐる経済圏

の主張は極めて国際政治的要素に敏感であることの指摘は，ト

ウ照彦編『アジアにおける地域協力と日本』名古屋大学国際経

済動態センター叢書，1999年8月，pp．3－46），および日系企業

の企業内分業活動の進展という視点から経済実態として，東南

アジア域内における国際分業関係の進展を検証したもの（北村

かよ子編著『機械産業の国際化と部品調達』アジア経済研究所

1990年4月，同編著『ASEAN機械産業の現状と部品調達』同

前1992年5月，同編著『東アジアの工業化と日本産業の新国

際化戦略』同前1995年10月，同編著『東アジアの産業構造高

度化と日本産業』同前1997年1月，丸山他編著『アジア経済

圏と国際分業の進展』ミネルヴァ書房1999年2月），がある。

なお，域内の複数国による政策として，（iv）バタム島，バー

ツ圏，黄海経済圏，環日本海経済圏などを中軸とした，局地経

済圏構想が提起されている。

　ただし，「アジア経済」についての分析は，地理的に隣接し，

風土や歴史を共有し，さらに近年，同時期に工業化成長を共有

してきた諸国の集まり＝経済「群」としての分析されることが

一般的である。すなわち，「アジア地域」についての経済分析

は，「アジア経済論」や「アジアの工業化論」として，域内各

国ごとの工業化成長の経過やその政策についての，各国ごとに

分析したものを列挙するものが主要である。

　そこでは，厳密な意味での経済「圏」，すなわち国際分業関

係によって基礎づけられた経済圏や，共通通貨の流通圏・決済

圏としての理解は，域内部品調達補完戦略や円通貨圏構想など

ビジョンとしては存在しても，実態は進展していない5ただし，

電子電気機器製造業では，例外的に突出して分業関係が進展し

ている。すなわち，電子部品が従来から軽薄短小であったこと，

さらには現在では，微粉末のスケールであることから，運送コ

ストが極めて低く，広域的に分業関係が形成されてきた。しか

しながら，特に自動車製造業の域内分業についての分析に顕著

に見られるように，分業戦略（ビジョン）は，政策上もまた個

別の企業戦略としても，度々提起されてきたが，依然として日

本からの部品調達，アジア現地市場への販売という日本との二

国間での垂直分業関係が支配的である。



名古屋工業大学紀要　第51巻（1999）123アジアにおける域内貿易および分業関係の検証　　　　　　　　　貿易統計による検討　　竹　野　忠　弘共通講座教室人間社会科学講座　　（1999年9月3日受理）　Internal　Trade　in　the　Asian　Region：AStatistica1　Study　for　the　Trade　Data　　　　Tadahiro　TAKENO−Depαr‘mθηεoゾ魚mα几記‘θs＆SocεαZ　Sc‘θηcθ8　　　（Received　September　3，1999）　　In　the　company’s　strategies　concerning　Southeast　Asia，　we　can　now　easily　find　the　regionalstrategy　for　the　international　division　of　labor　where　the　parts　for　manufacturing　goods　can　besupplied　mutually．　On　the　other　hand，　it　may　be　difficult　to　find　the　inter−regional　tra4e　ofthese　parts　and　goods　in　the　Asian　region．　By　analyzing　the　related　data　and　the　matrix　trade，the　paper　follows　the　regional　strategy　of　a　Japanese　company．　One　of　the　finding串from　thedata　is　that　the　electric　parts　trade　has　been　increasing　in　volume，　not　only　for　trade　out　of　theregion　but　also　internally．1．序論（1）本稿の目的　1980年代後半以降約十年間にわたった，外資導入による輸出志向型工業化期を経て，新興工業群4ケ国（NIES4）および東南アジア諸国連合4ケ国（ASEAN4）地域において（本稿では，両者の主要8ケ国をまとめて「アジア8」とする），どのような国際分業関係が展開してきたか，同地域外諸国および内諸国相互間での貿易データに基づいて，検証することが本稿の目的である。　日本からの投入財の輸入と米国への製品の輸出およびアジアでの組立生産からなる，「アジア太平洋トライアングル」という域内不完結的な分業関係，および「域内部品相互供給」と評される域内分業関係の進展が指摘されている。　なお，ここでの貿易統計が対象とした時期は，1985年のプラザ合意以降の円高局面にあたり，外資に主導された，輸出志向型の工業化成長がNIES4およびASEAN4からなるアジア8ケ国を覆った時期にあたる。すなわち，80年および85年は同工業化以前の時期を，90年は，日本からの対アジア地域海外直接投資がピークに向かいつつある時期を，95年は，アジア8ケ国の輸出の伸び率が軒並みピークを迎えた年にあたる（注1）。そして，96年以降，アジア8ケ国の輸出の伸び率は，総じて鈍化し，タイでは減少を開始する。その後の，1997年7月以降今日にいたるまでの時期は，アジア通貨危機及びそれに続く経済危機，政治不安の時期にあたる。　貿易マトリックスについては，日本貿易振興会アジア経済研究所開発研究部に依頼した，同所の貿易データ検索システム（AID−XT）による貿易額（年×品目×輸出国×輸入国）検索によった。なお，同資料は，国際連合加入国が同所向けに報告した貿易金額による国際連合統計，およびOECDの統計に基づいている6（2）主題　ASEAN域内相互の貿易関係は，本稿における一連の貿易マトリックスにおいても，現状では，僅かな進展しか見られなかった。　これに対して，アジア8ケ国地域からの総輸出に占める同8ケ国域内貿易比率は，1995年には，約27％であり，対北米地域輸出額の約1．3倍，対欧州連合向けおよび対日輸出の2倍の規模に達している。　ちなみに，1980年，85年，90年においては，未だ北米向けが最大の輸出相手先地域であった。また，日系現地法人の売り上げ高別販売先として，現地販売の割合が60％124Bulletin　of　Nagoya　Institute　of　Technology　Vol。51（1999）弱を占めていた（本稿図表2−8を参照）。　しかしながら，こうした内需も，輸出外貨収入や海外投資受入れに伴う資金流入などの外発的要因によるものと考えられるのであり，輸出の経済成長における主導的役割は重要である。　したがって，対米および対日輸出市場が，後発工業化諸国の追い上げによって閉塞化したことは，1997年7月「以降の通貨危機および経済危機の要因のひとつであったと判断される（注2）。　輸出市場を前提として，労働集約的な工程による，何らかの輸出志向型経済成長を，アジア8ケ国地域が今後ともに継続していくとするならば，同諸国を中心とした地域経済圏の形成が必須であることを提起したい。　地域経済圏は，市場圏および分業圏としての展望をもっている。すなわち，一方で地域市場圏の形成は，域内各国国内市場の充実による輸出需要の開拓を促すものと期待される。また他方で地域分業圏の形成は，部品生産レベルでの規模の経済性確保を促し国際的輸出競争力の育成にとって有意義でもある。　換言すれば，過去十年間にわたり，アジアが，各国個別にフルセット型工業化開発を群生させたことが，設備の重複投資＝過剰生産能力を潜在化させ，米国および日本という域外輸出市場が閉塞化したことを契機として，過剰生産が顕在化したと捉えたい。（注3）　また，輸出向けの労働集約的な組立工程に特化した製造業構造が維持されてきたが，こうした組立工程は，技術集約度が比較的低く，海外からの投資（技術）があれば，後発工業化地域からの追い上げが比較的容易な部門である。さらに成長の成果としての生活水準が向上することによって所得が向上し，先発の工業国はこうした製造部門の優位性を容易に失ってしまう。　他方で，現地国内の生活水準の向上に対応して，現地国内市場向けに，より高級な財の生産工程へと移行させることによって，労働コストの上昇分を財の価格引き上げによって吸収することも考えられるが，こうした財の需要規模も基本的には国民経済全体の輸出収入の伸びに制約されていた。　したがって，輸出志向型工業化に依拠した成長を再興するとすれば，新たな輸出市場確保や輸出競争力の強化が必要となる。　具体的には，ASEANの進める，アジア自由貿易圏（AFTA）の志向するような，地域市場圏の形成が必須となる。市場規模ならびに規模の生産性の面で製造活動の分業圏はナショナルな規模からリージョナルな規模へと拡大せざる得ない状況にあり，域内分業体制の形成が望まれる。　確かに，個別企業レベル（ミクロレベル）では，1990年代に入ってから，いわゆる「企業内分業戦略」として域内貿易や域内分業は，進展していることが伝えられているが，全体としては（マクロレベルでは），域内調達額および貿易額のいずれにおいても，ASEAN域内貿易は，依然として僅かなものでしかなかった。　また，ASEANにおける域内相互補完に向けた各国の政策調整の試みも進展が少なかった。　今後の展望として，アジア8ケ国が，通貨危機および経済危機を共有するにいたったことが，ASEANを越えた地域的な経済協力，すなわち分業圏の形成へとむすびつくことを期待したい。　本稿は，筆者を研究代表とする共同研究プロジェクト「人材開発政策の経済成長への効果の測定手法および政策評価手法の開発に関わる基礎研究（文部省科学研究費補助金研究　基礎研究（C）（1）平成9年度から11年度まで）」の研究成果の一部として，および共同研究村岡輝三（卜照彦）教授（名古屋大学）を研究代表者とするプロジェクト「アジア経済の再構築と日系企業の新戦略一地域統合・企業連携・市場再編のシナリオー（日本学術振興財団科学研究費補助金研究　基礎研究（A）（1）平成11年度から13年度まで）」の研究活動の一部としてまとめた。　　　　　　　　　　第1章の注（注1）輸出の伸び率の推移は，拙稿「アジアにおける域内分　　業圏の動向と国際経営戦略」『名古屋工業大学紀要』第51　　巻2000年，「図表2−1」，および本稿の［図表2−2］を参　　照。（注2）拙稿「前傾論文」を参照。さらに補足すれば，本稿で　　は，こうした輸出市場の拡大，製品需要の増大さらには輸　　出信用創造そのものの拡大に限界があることが，いわゆる　　「雁行形態論（赤松要）」等における，工業化の無限の波及　　の制約条件であると考える。すなわち，一方で一つの産業　　が次々といろんな国に普及していきながら，他方で一つの　　国内部では主導産業業種を次々と転換させ産業の裾野を広　　げ，「後発性の利益（ガーションクロン）」を得て，「圧縮　　的工業化（渡辺利夫）」を進めていくことも，需要の拡大　　を前提として初めて可能である。したがって，支払い可能　　な需要の充足が，将来より多くの利潤を生む期待がある限　　りにおいて，換言すれば輸出信用が創造される限りにおい　　て，輸出志向型工業化を海外からの直接投資を仰いで実行　　することは可能であった。今回のアジア通貨危機および経　　済危機においても，90年代に入ってから中国が輸出競争へ　　参入したことによって輸出市場の閉塞化が懸念され，さら　　に96年からは輸出が各国で現実に減退を始めていた。こう　　して本来，経済活動も減速されるはずであったが，将来の　　輸出収入による支払いに裏付けられない，漠然とした成長　　期待（The　World　Bank，　Eαs‘．4slαπMかαcZe．1993）名古屋工業大学紀要　第51巻（1999）125図表2−1　アジア諸国の産業政策の推移19501960197019801990年台　　　湾53〜5758〜8080〜86〜90年代輸入代替工業化輸入振興政策輸出振興自由化情報産業育成戦略産業育成韓　　　国61〜7273〜7980〜90年代輸出振興政策輸入代替政策貿易・投資自由化国際的調和重視国内市場保護（重化学工業）金融自由化規制援和・摘発金融機関国有化輸出振興80年朝毎〜研究開発優遇タ　　　イ61ん717ト8686〜輸入代替工業化輸入代替強化（81〜資本財）輸出振興政策輸出産業育成技術集約産業育成マレーシア50〜7071〜8586一輸入代替工業化輸入代替に輸出振興加味貿易・投資自由化（緩やか）インドネシア67〜7374〜8186〜新秩序政府輸入代替工業化輸出振興政策（自由化）自由化フィリピン50〜70年代80年代go年代輸入代替工業化輸入制限強化貿易投資自由化貿易投資自由化館（政商癒着）（政情不安）（政情安定化）中　　　国65r7677〜7880年代go年代国防産業（内陸部プラント輸入沿岸部工業化インフラ開発重工業）育成（軽工業中心）ハイテク産業形成（資料）野村総合研究所『アジア諸国の産業発展戦略』1996年より作成。（出典）居城克治「アジアの経済発展と中小企業」『叢書　現代経営学一5』ミネルヴァ書房．1999年，p，250，「表11−1」。　に基づき，急速に流入してきた短期的な資金・債務によっ　て，バブル化し，現地経済は，減速化を越えて通貨危機お　よび経済危機に陥っていった。（注3）「これまで過大に投資が行われ，将来性のなさそうな　産業まで育成しようとしてきた。あらゆる産業を育てたい　という『総合型』の開発戦略は修正を迫られ，一町一，ど　こに特化するかということが，今後の各国の発展パターン　を大きく規定する。（池本幸生「東南アジア経済危機の実　物的側面」『海外事情（拓大）』47巻4号，1999年，p．112）」。2．外資主導型輸出工業化経済成長と国際分業（D外資依存構造と日系企業の海外直接投資活動�@外資依存の構造　1980年代半ばまでの時期に，アジア8力国は相次ぐように，輸出志向型へと開発政策を転換するとともに（［図表2−1］），貿易および投資に対する規制緩和政策を実施した（［図表2−2］，および『平成7年版　通商白書』，pp．343−345）。　1980年代後半以降の経済成長期においては，こうした，貿易や投資規制緩和による海外直接投資流入を受けて，アジア8ケ国諸国は，輸出および国民総生産額は，伸ばしていく（注P（［図表2−2］）。�A日系企業の海外直接投資活動　この1980年代後半以降の時期において対アジア向けの製造業向け投資が主要とされて，製造業投資が注目された時期であったが，日本の海外直接投資先産業分野は，一貫して「非製造業」向けが「製造業」向けを上回ってきた（［図2−3］［図2−4］『平成10年版　通商白書』P，234）。　また日系企業の主要な投資先であったのは，北米向けであった。さらに，この時期は，日本の海外直接投資先が，従来のアジアを含む途上国向けに代わって，「北米」および「欧州」向けのシェアが過半数に転じた時期でもある。（『平成7年版　通商白書』p．150）。　ちなみに製造業部門における海外直接投資に限ってみ126Bulletin　of　Nagoya　Institute　of　Technology　Vol．51（1999）図表2−2　ASEAN　4各国の貿易・投資関連規制緩和と，輸出入額，直接投資受入額1経済成長率の推移（10億ドル）（10億ドル）50454035302520151050・　マレイシア輸出輪入・o・．・．■曽●，●o嘱●曽一層●●”属，“■●■岬■●●曹・9響・．●一・go・●・．，口●9・幽一・50454035302520151050〈互ヨ）一……………一・…一・一聖・…輸入・輸出76543210（10億リンギ）　　　　　　．o済成長率直接投資��?額81　82　83　84　85年　年　年年．年（10億ドル）86　　87　　関　　89　　90　　91　　92年　年　年年　年　年　年↑　　　　↑ω　　　　　　　　　　　　（2）．投　　　　　　　　　　　ブ民　　　　　　　　ラ営寅規　　　　　　　　　　ン化製　　　　　　翼和　　　　　　　τ93　94年　年10％1・8月8瓢6％4％2％0％3002502001501QO▲2％　　　500（10億バーツ）直接投資受入額81　82　83　84　85年　年　年年年　　↑　霧　　享　　誘　　希86　87　88　89　9D同年管91　92　93年　年　年↑轡14％12％．10％・8％4％2％（2）分投散資．化の促地進方81．舅畠導易自由化等　　0％94年1。7月4035302520151050．．　インドネシア一……・一…・……・・一…・門一…・…A出，一・……一・叢濃181614121086420（10億ドル）＿一フィリピン　＿＿一＿一＿＿．＿．＿＿．＿＿　　　　　　　　　　　　　　　　　輸入一…A出…’…121086420（10億ドル）経済成長率直接投資受入額81　　82　　83　　84　　85年　年　年　年年86　　87　　88　　89　　90年　年年　年　年↑↑↑↑（1）　　く3）　（5）　く6〕翠↑禦窺夏引92年饗1ガ鴎篇磯5％4％3％2961％鵯；3塁3二二0（沁億ペソ）経済成剛率留畢婁鷲鷲留霧、畢引時彰嵩鶉舅桐胴直接投資受入額82　83　84　85　86年年年翠↑ゆ昏券｛3ン88　89　90年　年年葦畢↑↑穽1舞覆疑塁裂製和鴎6覧4橘2覧　　　」脳▲2％」L4覧▲6瓢▲8艶撃苫董象出典）通商産業省編『平成7年版　通商白書』大蔵省印刷局，平成7年，p．295「第3−3−13図」。．留目同等93・94年　年　　1・9月　　↑　　禦　　窺　　裂　　和名古屋工業大学紀要　第51巻（1999）127図表2−3　我が国直接投資の業種別比率（65年〜84年）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（10億ドノレ）100覧　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　．　　　　　　　1090％　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　980％　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　870覧　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　760覧　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　65（隅　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　540覧　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　430％　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　320％　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　210％　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1　0％　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　0　　6566676869707172737475767778798081828384（年度）（備考）資源開発型産業は鉱業，農・林業，漁・水産業を指す。（資料）大蔵省「国際金際局年報」（出典）図表2−2と同じ。p．150「第2−2−2図」。製造業その他非製造業総投資額資源開発型産業図表2−5［oゆ蛤80覧60脇4（塒2（脱（兆円）　1、li　i図表2−4　日本の対外直接投資の推移鋤ド網レート【右側彊り，れ　　ニクソンシコ　クロの朋肥　　囲囲尋盟｝D’書三器覧購ゑロス　バ　期鯛入　囲85辱　，9量蟹の円窩馬画覧駒飾圏聯翁　　A　　　正　　α馴●畠旧　　　　　　，　　鴛　　　射棄■●‘置簿　2蛮　　　　　●出臨芝胤創石圏亀■瓢霊矧v鱒鱈EU　−　5彌是＼　（円／ドル｝圃　　L叩　　L50　　200NAFτA憂魏器留鯛250脚350團製造業直接投資の地域別シェア（フロー）慌　707172737475767778798081828384858687888990919293949596（年度）（備考）70〜85年度の数値はドル表示のものを東京インターバンク　　市場直物中心相場期中平均レートで円換算したもの。（資料）大蔵省「対外直接投資届出実績」（出典）図表2−4と同じ。p．236「第4−1−6図」。（％｝3530252015lo50一その他地中　米一北米アジア　　707i　727374τ5767778793081828384858687　B889冊9192939495駐6（年度）（備考）70〜85年度の数値はドル表示のものを東京インターバンク　　市場直物中心相場期中平均レートで円換算したもの。図中の　　為替レートは暦年ベース。（資料）IMF「IFS」，大蔵省「対外直接投資届出実績」（出典）通商産業省編『平成十年版　通商白書』大蔵省印刷局，平　　成10年，p．235「第4−1−1図」。64寄2舞。一2一4表図2−6　売上高経常利益率推移（製造業）4．73．2．30．25．。485・148　41　41　40　　　　　4　　　　　2．9・6　　　　2．4　1．9　　　2．0　　　　　　　　ロ　。儒、0．9塵1：一2．5．0翻北米◇アジア☆ヨーロッパ日国内法人図表2−7　日系企業の海外進出目的（製造業）（備考）複数回答。（資料）通商産業省「経済構造比較調査（98年3月）」（出典）図表2−4と同じ。p．238「第4−1−7図」。ても，1981年以降，北米向けのシェアがアジア向けを上回っており，さらに，1980年代後半の時期もアジア向けを上回る勢いで増加している（図2−5）。　すなわち，アジア側の外資主導型工業化成長を主導したとされる，日本からの製造業向け海外直接投資であるが，日本側からみると海外直接投資の関心は，対北米地域むけと非製造業投資にあり，まさに東アジアの高度経済成長が緒についた時期，こうした傾向を一層強めている。　ただしこうした日系企業にとって，投資先としてのア　　　87　　　88　　　89　　　90　　　91　　92　　　93　　　94　　　95　　　96　　　　　　　　　　年度（資料）国内法人：法人企業統計（大蔵省）（出典）通商産業省編『我が国企業の海外事業活動』（第27回），大　　蔵省印刷局，平成11年，p．49，「第2一（3）一2−3図」。ジア地域は，対米欧向け投資と比較して，投資の利益率が高く，さらに一貫してプラスを維持してきた，有利な投資先地域であった。（［図表2−6］）。　また，海外進出動機が，米欧向けでは，現地市場の確保が主であるのに対して，アジア向けでは，人件費等生産コスト削減（［図表2−7］）が主要であることからも分かるように，対アジア投資は，生産中心にコスト削減分を収益として有効に回収できる，組立製造活動にとっては有利な地域と位置づけられる。　したがって，製造における原価シェアの一般に最も大きな労働集約的な部門が，労働コスト削減の目的でアジア地域へ移転されることになる。ここに，日・米からの投入財→米・日市場への輸出という，投入一産出関係（ネットワーク）の中で，アジアでは製造を行うアジァ太平洋トライアングル構造が導かれることになる。（2）国際分業の構造�@アジア太平洋トライアングル構造　アジア8ケ国諸国の輸出依存度は20％前後から，80％台のマレーシア，さらに再輸出が多いため100％を越しているシンガポールや香港まで，ばらつきはあるが，日本が8％台であるのと比べてみると，概して輸出主導型128Bulletin　of　Nagoya　Institute　of　Technology　Vol．51（1999）　　　　　　図表2−8　日系製造業企業の現地法人における調達／販売先日系製造業企業の現地法人における　　　　　　日系製造業企業の現地法人における調達雪意仕入れ高内訳（1994年度）　　　　　　売り上げ高販売先別構成比（1994年度100％ハ静「争…ほ100％．1や、響“實：こi：：li’：11’．隷蕩80％御誕≧p…80％”くﾏ’｝　・・ﾑ魯峠誘・O；三ll糞＝置曜犠i…1髪60％60％霧ii葦iiガ鐵霧；iiii；ii霧％iiiiii、＝　、ii蒙・40％i導；iiiミii二i＝i毒ﾀ遜i叢i驚i巌i　現地　　　40％生産髪髪i…………奄奄奄奄奄i鐵疑難舞「iiiiiii霧1／懲…，弾こ1二　1ii：ziiliiiiiiiil…影褒i：葦毎笥；：ゑ髪……iii葺i9黙≧＝’＝・：・霧120％il§i難磯20％零熱一捧i…i…il擁義iiii…§！ミ；霧≒爲iii髪塩ｶ二＝拗i嚢ii難i灘髪髪・笏iiiiiii，ii’P■D陸PρD霧獲；i髪ｯ昂iiiiil乞揃こごき曜／靴；；ノ襲…＝箋…1・蕊・1’声’L’0％NIESASEA@N中国北米欧州全地0％NIESASE`N中国北米欧州全地ロその他輸入0．01．50．30．24．21．2ロその他輸出0．41．00．00．62．81．0田欧州から輸入tO1．30．40．416．73．8図欧州向け3．52．4031．828．07．2■北米から輸入0．42．20．01．91」1．6■北米向け5．28．55．05．31．35．2’日アジァから輸入18．012．919．54．08．29．1日アジア向け15．217．022．11．31．06．6圓日本から輸入36．737．で50．434．841．237．1國日本向け輸出18．413．740．54．78．510．2ロ現地調達43．945．029．458．728．647．2図現地販売57．357．432．086．358．4698（資料）通商産業省編『第25回　我が国企業の海外事業活動』大蔵省印刷局　　値より作成。なお，調査時点は1995年3月時点。1996年，IV．集計結果の表�A一13および表�A一14の数の経済といえる（注2）。　ASEAN　4ケ国について，実質GDP成長率に対する寄与度を別途，需要項目別に見てみると（通商産業省編『平成10年版　通商白書』p．82「第2−2−49図」参照），輸出額の増減に対応するようにして，全体の実質成長率も増減しており，また寄与度項目中最も大きいものは，86年以降のマレーシア，91年以降のタイ，94年以降のフィリピンについては，輸出寄与度であり，輸出主導型の成長が確認される。　アジア8力国の貿易相手国は，共通して，輸入先は，シェアの多い川頁に，日本，米国，および香港もしくはシンガポールであり，輸出先は，米国，日本，および香港もくしくはシンガポールである（注3）。　アジアにおける日系製造業企業の現地法人の活動について，部品調達先という投入先構成と，製品の販売先という産出先構成とを，通商産業省「海外事業活動動向調査」の，輸出ピーク時の1995年3月現在の数値によって見てみると［図表2−8］のとおりである。　投入構成に関しては，NIESやASEANにおいては，部品等の調達先として最も多いのは，現地調達であり，次いで月本からの輸入である。ただし，現地調達のうち，現地拠点内内製および所在国内日系企業の割合が多いものと考えられる〔注4）。したがって日本からの輸入分を加えると，およそ8割が日本からの投入ということになる。　しかしながら，日系製造業企業の販売先としては，現地向けおよび日本向け輸出が主要であり，「アジア太平洋トライアングル」が強調するような対北米への輸出販売の割合は，NIES4で5．2％，　ASEANで8．5％に過ぎない○　ただし，相対的にみると，北米や欧州拠点と比べてみると，アジア拠点における現地販売比率は少なく，日本向けの比率が多い。また，NIESおよびASEANにおける「アジア向け」に含まれる，再輸出関連の，香港向け，シンガポール向けを含めると輸出割合は増える。　必ずしも「太平洋トライアングル」の想定するような，販売における北米製品輸出一辺倒の「アジアトライアン名古屋工業大学紀要　第51巻（1999）129グル構造」はここでは，見られないが，いわば「日本との工程間分業」�梶p関係が確認できる。　また，内需依存ということに関しては，87年から90年のタイでは，総固定資本の寄与度が大きく，海外直接投資受入れ等，国内における要素投入の内需拡大による経済成長が確認される。また，インドネシアや，87年から93年までのフィリピンにおいては，民間消費支出の寄与度が大きいが，石油，天然ガス，木材などの輸出収入や，海外からの送金により消費需要が形成される構造が推定される。　したがって，一方で依存度の高い日米への輸出市場で一定のシェアを占めながら，他方で域内および現地市場が，特に普及販売先において，拡充していくことが必要とされる。裾野産業の育成も，基本的には，生産規模（ロット）が問題である。技術移転や人材育成論以前に，域内市場圏等販売量の確保が必須である。�A域内分業の構造　ASEANおよびNIESについて，貿易相手国シェアをみてみても（図表2−9）は，（i）アジア8ケ国の貿易は，共通してシンガポールを経由するものを含めて，対米対日輸出という域外貿易に依存した構造である（アジア・太平洋経済協力閣僚会議＝APECを地域経済圏とみなせば「域内」貿易が進展していることになるが），（ii）図表2−9　貿易マトリクスー輸出額とシェア（100万USドル．％）年中軸峯〜’■一?１瞬’曇蜘黍・嫁糠戴趣蟻黎鋤・毒鱒BO1，510i3．2）B，443k17．9｝16268i34．5）386i0．8）8，833i18．7）6，41フi13．6）47，141@一ASEAN49Q5，252i62〕17，890i213）21，382i254）1，447P7）16，626i19．8）13269i15．8）84，116@一9714，314@（6．7）60，708i28．2）36，520i17．0）6281i2．9）43，l15k20．1）32，890i15．3）214，973@　一808，176i10．7）6，990i9．2）7，673i10．1）1，561i2．0）19，025i24．9）12，655i16．6）76，344@一NIES49022，023@〔B4）30，141k116｝30，005i115）21」53@（8．1）7L543i27．4）37292i14．3）260β5τ@　一9760，044i10，5）91，916i16．1）46734@（B．2）83，864U4．7）115，197@く20．D77，507f3．6）571747　　一809，113i70）19，117f48）＝5，078i3．9）31，649i24．4）18，025i13．9）129β42　　一B本9021，240@（70）57226i199）＝6，145i2．D91，120i31．7）54，045i1B．8）2B7β78　　一9748ρ23i114）】01，175@（24．0）＝21，692@（5．2）118β83@（28．1）65，728i15．6）420，957@　一80LO8Bi6．0）5，024k27．7）4β23i23．9）＝1，161i6．4）2，748i15．2）18，．20@｝中国901，686ia5｝28，051i4a2）9，327i14．0）＝7，455iη．2）6，720k10．1）66，518@一976，601i3．6）60，654i33．2）31，B20i17．4）＝32，744i179）23，865i13．0）182，B77@　一805，735i2，7｝14ρ85@（6β）20，457@（9．6）3，749iL8）＝55731i26，2）212，887@　一アメリカ9010，783@（27）4L759i10．6）4a586i12．4）4，80フi12）＝98，035i24，9）393，113@　一9730，144@（44）78，297i1L4）65，673@（9．5）12，BO5@（o．9）＝140，825@（204）688，697@　一804，946i07）8β01i12）6，617iLO）6β03iLO）37，532@（55）38L562@（55，4）688，133@　一EU9012，545@（0．9）29，315@（2．1）28，713@（2．1｝15，095@（L1）96，173@（7．0）889，742@（652），364，346@　一9734735@（1．8）78，162@（4，0）45，266@（a3）19205@（LO）162，625@　〔B．3），170，600i59，9｝，170，600@　一全世界80�ｏ９7　39β14@98286Q34，587　87．921Q65，258U00，171139β92Q35β07R38，6462D，020T5，37BP42，163250，280T17ρ93W98，661768，328P，419，062P，972，5001，993，312R，332，100T．625．脚（注）EUは，97年のみ15か国。80，90年についてはEC12か国。（出所）IMF“Direction　of　Trade　Statistics　Yearbookl’．（出典）原田泰『アジア経済』東洋経済新報社，1999年，p．157「図表5−　　4」。ASEAN　4ケ国において域内貿易は僅かな上昇は見られるものの，依然として少額にすぎない。ASEAN全体でみても地域においては，再輸出活動が多く，物流の拠点となっているシンガポールとの貿易関係を除くと，実質は僅かでしかない。　域内貿易と並行する域内分業関係は，個別企業グループごとには分業戦略が策定されてはいるが，マクロレベルでは依然として進展していない。　ただし，（iii）アジア8ケ国でみると，対米，対日比率は減少傾向にあり，代わってアジア8力国；域内向け比率が上昇している。　本稿の表3−1にも示すように，アジア8力国相互間の貿易額は，総額レベルでは，1995年時点では，27％強に達しており，対米，対日，三二向けを抜いて，最大になっている。（3）個別企業グループ内国際分業戦略の展開�@域内国際分業戦略（ミクロ）の進展と域内貿易関係　（マクロ）との停滞　域内分業関係の進展は，域内貿易の活発化として検証されるはずである。しかしながら，個別企業事例としては，ASEAN4を主要とした，東南アジア地域での域内分業戦略が，以下に示すように，様々に展開され実施されているように論じられているが，域内貿易関係は，3章で検証するように未だ進展していない。�A電気電子機器製造業の部品調達事例　電気電子機器は，後述の貿易品目分類にそって分類してみると，（a）冷蔵庫，洗濯機，クーラーなどのいわゆる家庭用電化製品，（b）電話機，ファックス，携帯電話，テレビ受像機，ビデオ機器，各種ステレオ，およびパーソナルコンピュータなどの1青報音響関連の電子機器（エレクトロニクス製品）に分かれる。　さらにこうした製品に加えて，集積回路や半導体などの電子部品，各種の電気部品や電線，およびボディー・フレーム等の金属部品やプラスチック樹脂部品からなる。　こうした製品の部品の容積は，集積回路部品などの電子部品から，ボディ・フレームなどの部品まで様々であるが，一般的に容積が小さいものほど輸送距離が大きい。したがって，電子部品を多く組み込んだ，パソコンや音響映像機器など電子機器では，部品レベルの分業関係（いわゆる「工程間分業」），換言すれば部品の供給調達関係は，より広い地域にわたって組織される。　すなわち，パソコン生産における国際分業［図表2−10］は，日米からNIESおよびASEANまでを含んだ，いわばアジア環太平洋地域全域にわたる。　これに対して冷蔵庫の国際分業［図表2−11］は，主に日本と進出先現地拠点ならびに現地企業との間での2国間にとどまる。130Bulletin　of　Nagoya　Institute　of　Technology　Vol．51（1999）図表2−10　パソコン生産における国際分業（工程間分業）の例示　　メモリーC　　．�戟B．。。ボ費）鵬・；；・抵抗・コンデンサ　多層プリント基盤　　（香，台、マ）　　　（日韓，台，シ）基輝．アi雫．・　　　（米．シ，タ）　　フロッピーディスク　　　（香マ，中）呂■目■嬰■謹。圧＝＝＝ユシャーシー・パネル等　　（台｝　　ディスプレイ（鯉．台1（デスクトップパソコンの場合｝ロロ自酌ロこコロロロ睡璽圏圏幽キーボード1台，マ，タ｝呂口　　　　　　　　　…その他消費者ニーズに対応した製品・山本ソフトウ∫．ア・プリンタ　等口口　　　　　　　　　川川　　　マザーボードの組立（台）　　　　　　　　　　　　最終組立（消費地1　　　　　　　　　　　　　　　　消費者へ（備考）パソコンの主要部品及びその主要生産国（最も付加価値の高い部分の生産ベース）等を図示したもの。同等略称は，日＝日本，米＝米国，韓＝　　韓国，香＝香港，台＝台湾，シ＝シンガポール，マ＝マレーシア，タ＝タイ，中＝中国である。これら製造国は，技術進歩等により常に変動し　　ている。（資料）通商産業省調べ。（出典）図表2−2と同じ。p，252「第3−2−4図」。　さらに部品生産における分業関係の配置の決定には，こうした部品容量に関わる物流コストの問題，次いで，第2には，アジア現地側各国の産業育成政策を根拠とした各種税制を加味しなければならない。税制には，技術移転を促進するための投資優遇税制，国内産業保護のための出資規制や輸出義務づけ，輸入品目規制や輸入関税賦課などがあげられる。　こうした物流並びに政策的条件に加味して，エレクトロニクス機器製造における分業関係の大まかなイメージをまとめてみると，日本を中心に，シンガポールという東南アジア地域物流の拠点と，隣接するマレーシアというアジア現地国との問の関係として，［図表2−12］のように典型化してまとめることができる。　例えば，マレーシアでクーラーを製造する現地拠点（日本側100％出資）の事例（注6＞にそって，電気電子機i器のアジア現地製造における部品調達関係をまとめてみると，（a）日本からの冷却機構部品など主要部品の供給，（b）現地拠点内部での内心部品，（c）マレーシアの保税加工区内で日本製部品を組立加工した電子部品ユニットを，一端シンガポールへ輸出して再度マレーシアへ輸入する部品（注7），（d）関連部品企業の現地進出拠点からの現地製部品，および（e）の現地地場企業からのダンボール等の梱包材部品，といった部品調達＝部品レベルの製品分業関係（いわゆる工程間分業関係）が指摘できる。�B自動車製造業の域内部品生産拠点進出状況　1980年半後半に自動車各社は，同一ブランド内でのASEAN域内調達に対する優遇措置の認定取得を目指して，部品レベルでの国際分業戦略を各社ごと発表していた［図表2−13］。　それから，10年間が経過した時点で，トヨタ自動車は1990年以降，その関連会社の現：地進出を促しながら，タイでの組立生産を中心に，域内分業体制を着実に形成してきた［図表2−14］。しかしながら，タイでの組立を開始した1997年に，まさに通貨危機に直面しタイ国内市場は，予測の，3分の1の水準に落ち込み，現地部品の日本への逆輸入が実施された。　他方，三菱自動車は，マレーシア・プロトン社への技術移転を軸に，国内志向型で活動を展開するに到ったが［図表2−15］，同社の乗用車プロトンは，マレーシア市場での独占的シェアを地盤に，ホンダ，トヨタといったブランドを上回る，東南アジア地域市場で最大の販売車台数のブランドとなっている。　なお，日系各社の「アジア戦略車」構想，いわゆる東南アジア域内市場での量販を目指し部品の集中生産と相互供給を目指す戦略においても基本的には，1500ccクラス乗用車かピックアップかワンボックスタイプの商用車名古屋工業大学紀要　第51巻（1999）131図表2−11アジアにおける日系メーカーの冷蔵庫の生産分業図（製品としての分類は，国内需要向けの中・小型冷蔵庫）現地資本企業セットメーカーダンボーrニールqモ等印刷完成品・冷蔵庫匠動→［i圃部叩名ﾞ料名検　査g　立外装冷却機構電気電子機構その他配線〜稟ζドア温度調節器電気部品フ7ン棚ケ1ス箱補強版埋込み発　泡　組　立　組　立取　付．組　立　接　合スイッチtィγエバー組　込原材料メーカー成　形　切　断組　立　塗　装　塗　装制　御�戞盤塗　装曲　げ　切　断　溶　接ワイヤー類プレス取　付成’形ブレス．組　立切　断サーモス^ット類鍼版素材`BS原料Eレタン厭料L鉄b造品oCM鍛板Rイル材SムIイルｻの他電　子煤@品ζζ1タデフロストヒータ^イマー類皮膜組　立焼入巻線ﾁ工現地資本企業日本機械ﾁ　工機　械ﾁ　工鋳　造プレス鋳　造煤@品荒加工　　メッキ（資料）各種資料やヒアリング調査により作成（備考）ただし，これは1995年秋時点の生産分業図である。（出典）渡辺博子「わが国家電産業のアセアン展開と国際分業の実態」『産業学会研究年報』第12巻，1996年，p．72「図3」。　（注）なお，エアコンのアセアン内分業についても，渡辺氏は分析しているが，ここでも部品の調達先は，セットメーカー内製日本からの供給が主　　であり，原材料の一部を国内から調達しているが，域内他国からの輸入調達はない。（中小企業金融公庫調査部「家電産業におけるわが国とア　　セアンの新たな分業生産体制の構築」『中小公庫レポート』97巻3号，1997年，p．81「図3−3−4」。）132Bulletin　of　Nagoya　Institute　of　Technology　Vol．51（1999）図表2−12電気製品電子製品の部品調達状況　　　　　　　　　　　　　米国市塙関遅部品企業日本親企業1地場　　　型企業製品別分業逆輸入蟻内　　域内拠点　　地場　　企業ブラλティッウ成型部品等　曜↓組立メーカー電子部品ユニット地域続括本部、物流ハブ、情報センリー一括輸出保税加工区製部品の再輸入段ポール等梱包材、梱包、印馴地場企粟　　　　　　　．郁品企痕　　　　　邨詳　の集積マレーシア　　隣　地　　　　　　　シンカ「ホ「一ル家　　品電子製品（資料）拙稿「マレーシアにおける日系企業4社の人材開発戦略の事例」『経営学論集』第67集　1997年9月，および北村　　かよ子編『ASEAN機械産業の現状と部品調達』アジア経済研究所，1992年5月，　pp．119−126より，作成した。　　　　　　　図表2−13　日系のアジア環太平洋地域における部品集中生産計画の比較生　産　国トヨタ日産三菱　自　工参考：ASEANタ　　　プレス金型イ　ディーゼル・エソジソ　　電装品，プレス部品プレス金型　　　　　　プレス金型，インパネノレデオーゼル・エソジソ　ディーゼル・エンジン．プレス金型樹脂成形』ガソリソエソジソボディパネル（商），ショックアブソーバー　　　ひキャブレターインドネシアガソリン・エンジン，金型ガソリン・エンジン｛詳悉ジソ｝　ゆアィーゼル・エソジソステアリソグシステム　　　　　　　　ステアリング（足回りマレーシア’・部品）　　　　　　　　電装品　　　　　のシートカバー，クラッチ，ゴムマット電装品ドアパネル’電装品rシ』ト，ヘッドライトフィ　リピソトラソスミッショソカーラジオトランスアクスルワイヤーハーネストランスミ・ッショソボディパネル（乗）トラソスミッシ『ヨソリアアクスル．台・　　湾（部品供給先）鋳物部品，@械加工品一｝そ　　の他シンガポールに統括・情報収集拠点設置オーストラリアからエンジン部品（アルミシリンダヘッド）オーストラリアからアルミホイ．一ル，アルミ製品シンガポールから．ユニバーサルジョイントエソジソ燃料噴射ポシプアジアで多く組立てられている車種カローラ1，3（’1，500ccハイラックス　　1tピックアップダイナ3，400ccキジャソ（商）　　　〔インドネシア〕サニー1，3創1，500ccダヅトラ　　　1tピックアップミラ』ジュ　　　　1，3〜1，500ccデリカ　　1tピックアップ左記の共通点．〔乗〕1，3〜1，500cc〔商〕．1tピックアジプ聯（乗）〔台湾〕　サガ（乗！マ。一シア〕アセアンカr（注）AS宣ANについては，1981年当時の計画。下段の表については，資料よりNIESとASEANの3力国以上で生産されていたもの抜き出した。（資料）前掲の図および各社の会社概要，各種報道，自動車振興協会『自動車ガイドブック』等より作成した。（出典〉拙稿「資本の国際化と多国籍企業の戦略，一自動車部品の国際分業計画の事例検討一」『東京都立工業高等専門学校研究報告』第28巻，1993　　年2月より。名古屋工業大学紀要　第51巻（1999）133�C図表2−14　トヨタのアジアでの企業内分業�F台湾日　本�A�D�E�B�@�F・タ　イブイリピン�C　�B�D　　�C．W�E　　　�@�E　　　　�E　�E　�B　�C」�Bマレーシテインドネシア�@�@�A　�@エンジン　�Aエンジン部品�Bトランスミッション�Cステアリングギア　�D電装品�Eプレス部品�Fプラスチック部品（注）アジア各国の日本からの調達を除く。（出所）FOURIN『1995日本自動車・部品産業のアジア事業展開一調　　達構造を変えるアジアでの事業拡大一』FOURIN，1995年，32　　〜33ページ。FOURIN『トヨタグループの21世紀成長戦略』　　FOURIN，1996年，38ページ。　FOURIN『1995／1996アジア自動　　車産業』FOURIN，1996年，19ページ。佐藤一郎「ASEANの自　　動車産業と日系企業の新戦略」北村かよ子編『東アジアの産業構　　造高度化と日本産業』アジア経済研究所，1997年，179ページより　　作成。（出典）穴沢真「日本自動車産業の東南アジア展開」島田他編著『現代　　アジアの産業発展と国際分業』ミネルヴァ書房，1997年，p．144より。かのいずれかの各市場国別の組立拠点を軸とした，現地市場志向のものになっている（注8＞。　　　　　　　　　　第2章の注（注1）第1章（注1）と同じ。（注2）拍稿「前傾論文」の［図表2−3（a），（b）］。（注3）拙稿「前傾論文」の［図表2−3（a），（b）］。（注4）通商産業省編『平成7年版　通商白書』の「第3−3−　28図」，p．310に掲載を参照。同図によれば，「東アジアに　進出している我が国機械企業の部品調達先の比率」は，　「所在国内日系企業」20．1％，「アジア域内日系企業」6．9％，　「内製」8．2％，および「日本からの輸入」45．7％である。　「地場企業」については，「所在国内」16．5％，「アジア域　内」0．8％である。（注5）　「日本との工程間分業が，日本調達と現地調達により，　全体の約3／4を占めている」（通商産業省『第24回　我が　国企業の海外事業活動』大蔵省印刷局　1995年，p．26）。（注6）拙稿「マレーシアにおける日系企業4社の人材開発戦　略の事例」『経営学論集』第67集。（注7）北村かよ子編著『ASEAN機械工業の現状と部品調達』　アジア経済研究所，1992年，p．122。（注8）加藤紀子子「国際分業の進展と自動車産業」『叢書　現代経営学　17』ミネルヴァ書房1999年，p．191の「表8−　2　各社の『アジア戦略車』の概況」を参照。図表2−15　プロトン自動車製造会社の工場設備の拡充プレス用金型製造プレスラインφ治工具工場エンジン郁品鋳造唇（93年操業）（94年4月工場完成）尋溶接組立ライン機片加工尋唇塗装ライン8関連会社エンジン・トラン餓装組立ライジ⇔　（92年2月稼働開始）スミッション組立　⇒※プロトン。サプライヤ．（エンジン組立は↓団体（92年7月設立）B9年6月韻立国産化開始、�S年12月完成車工場完成）検査ライン（85年τ月稼働（1990年までに穣働）（．1995年までに稼儲）唇（資料）PROTON「PROTON社概要」（95年5月）をもとに作成。（出典）拙稿「マレーシアにおける日系企業の人材開発活動の事例：国　　際分業戦略と現地人材の育成の現状と課題」『名古屋工業大学紀要』　　第48巻，1997年3月より）。3．検証（D貿易データの利用　総額ならびに，製品および部品レベルでの電気電子機器および自動車製造業における製品および同部品の域内調達の現状について，今回は，99年9月始めまでで処理の終わった貿易額までを，指数化した表で示した。　1990年におけるアジア8ケ国の域内貿易総額を100．00として，域内各国間の貿易額および各国の域外への貿易額を指数化して，域内貿易の進展を評価してみた。　国コードと国名は，118140は韓国，117960は台湾，117840は香港，127680はシンガポール，128180はタイ，127650はマレーシア，128080はインドネシア，128160はフィリピンを指す。　なお，検索システムの不具合等のトラブルで今回資料の入手が遅れたことと，自らの力量不足もあり，域内各国間取り引きの量的な濃淡とその推移や特性に関する分析を十分に展開できず，また品目の上では，家電や音響製品などの電子電気機器と電子部品取り引き，および前述の域内供給計画に関わる各種自動車部品の輸出／輸入状況については検討ができなかった。今後，機会を開拓して，まとめることとしたい。（2）域内貿易データ�@輸出マトリックス　主に輸出については，総額とともに（図3−1），機械類の輸出の伸び（図3−2），コンピュータ機器（図3−3）や通信音響機器などのいわゆる電子機器と，電子部品（図3−4）などの，域外の米日欧への主力輸出製造業品について，その輸出先を検証した。総額におけるよりも，機器製造品目合計や，コンピュータ製品にお図表3−1輸出額指数マトリックス（1980，85，90，95年）一総輸出額（注げジア7刷目から台湾向けの輸出は、台湾側の輪入額をあてた。（注）アジア7ヶ国からの世界計（or）は台湾向け輸出額を含んでいない。（注）世界計（st）は、アジア7ヶ国については各国からの台湾の輸入額を世界計（or）に加えた額．資料）日本貿易振興会アジア経済研究所データ検素システムによる検索データ。原資料〉各国が国連に報告した貿易額統計およびOECD統年国順国コード　　　輸出言表H1総韓国台湾香港シンカ’ポールタイマレーシアインドネシアフィリピン北米日本　　EU．15中国世界計（or償蕩i熊iii’、i＝；i＝iASEAN4界言（st）．801　　　　　　　118140　　　　　5　1【10．000271．09O．35O．22O．240．48O．206．554．00　　　　3．870．0023．07285　　　　1．1423．34851　　　　　　118140　　　　5　1［10．00O．242．07O．650．19O．59O．260．3215865．99　　　　4．690．0039．954，31　　　　1．3640．19901　　　　　　118140　　　　2　1i10．00t744．992．381．28O．931．420．6627．9116．67　　　　13．23O．OO85．7813．41　　　　4．308フ．52951　　　　　　118140　　　　2　1110．005．6614．098．833．203．893．got97344822．49　　　　215112．06165．OO41．55　　　12．971フO．66802　　　　　　　117960　　　　　2　111O．350．OO2．03O．720230．22O．630．269．572．86　　　　3．99O．OO26．104．45　　　　1，3426．10852　　　　　　　117960　　　　2　1110．330．003．34L17．0．31O．260．37O．3220．804、56　　　　3β00．00．40．506，10　　　　1，2540．50go2　　　　　　　i17960　　　　　2　11．11．58αoo11．162．87t861．441．621．0630．4610，85　　　　15，020．OO87．552159　　　　5，9887．55952　　　　　　　117960　　　　　2　1113．38α0034．315．804．04．3B12．462．1836．6817，27　　　　19，19O．50146．フ555．98　　　　12．48で46．75803　　　　　　　117840　　　　5　1110．300．320．001．140．280230810．437．311．20　　　　6．501．6526．003，52　　　　1，7626．32853　　　　　　117840　　　　5　［11o．71041O．001．120．280．29O．45O．4113．161．68　　　　　5．4010．3239．663．67　　　　1．4240．07903．@　　　　日7840　　　　5　目12．521850．003．521．430．761．00t1428．18622　　　　2α3126．84108．7012．21　　　　4．33110．55953　　　　　　117840　　　　5　1113．721．84o．oo6．522．142．071．402．6553．4213，98　　　　34．4176．35229．4020，35　　　　a27231．24804　　　　　　12フ680　　　　2　1110．380．291．970．OO1．123．臼3O．000．363．432．06　　　　3380．4125．567，96　　　　5．3125．86854　　　　　　　127680．　　　2　1110β70．36L92O．00t264．68O．000．296．592，84　　　　　3．320．4430．148．88　　　　6．2230．50go4　　　　　　127680　　　　2　酷11．541．824．520．004．619．100．000．8915．426，07　　　　10，461．0569．5722．47　　　　14．607t39．954　　　　　　127680　　　　2　畔14．283．7113．370．OO9．0129．920．002．5529．2412．17　　　　20，893．64156．036284　　　　41．48τ59．74805　　　　　　128180　　　　5　1．｝1O．060．120．440．66o．oo0．390．31O．031．121，30　　　　　2．280．168．582，01　　　　0，738．70855　　　　　　128180　　　　5　1110．η0．19O．38O．750．000．47O．060．071．961、26　　　　　1B60．369．402．09　　　　0．609．59905　　　　　　　128180　　　　　5　1110．520571．372．240．00O．760．200．227．32524　　　　6．890．3530．445、89　　　　1，1831．01955　　　　　　　128180　　　　　5　1［11．061．893．8510．450．002．051．070．5514．t112．50　　　　11．242．1674．4620．92　　　　3．67フ6．36806　　　　　　　127650　　　　　2　111．0．350．56O．32326025O．OO0．050．262．873．90　　　　3．09O．291亨．075．04　　　　0．5517．63856　　　　　　　127650　　　　　2　1111．230．63O．284．020．71O．000．09O．502．824、91　　　　　3．070．2220．637，47　　　　1．3021．27go6　　　　　　127650　　　　2　目11．79t301．238．851．360．OOo．45O．526896．14　　　　　5．9608238．8615，51　　　　2．3340．16956　　　　　　　127650　　　　　2　1112．723825．2て19．783．82O．001．280．8920．9512．34．　　　13、832．5897β437．52　　　　5，99101．16807　　　　　　128080　　　　2　［11O．39O．710．203．280．050．080．00α245．7114．24　　　　　1．920．0028．91　　　　　　　　　　　　　．S，94　　　　0。3629．62857　　　　　　　128080　　　　2　【110870．550．462．14α110．100．000．265．391t34．　　　1，560．1124．524，49　　　　0，4725．0790フ　　　　　　　128080　　　　　2　目　．11．80t200822．510．250．330．00O．214．6214．41　　　　　4．081．1033．887．12　　　　0，7935．08957　　　　　　　128080　　　　　2　目13852．822．194．970．931．300．000．788β116．21　　　　8．922．3059．9216，83　　　　3．0162．74808　　　　　　128160　　　　5　1110．270．150．250．150．080．120．140．002．192，03　　　　　1．38O．067．641，17　　　　0．35フ．フ9858　　　　　　128160　　　　5　1110．090．140．250．330．120．230．020．002291．16　　　　0．990．106．11．1．18　　　　0．376．24go8　　　　　　128160　　　　5　1110．300．300．440．32．0．210．170．080．004．26．2．14　　　　t970．0810．801．81　　　　0，4511．10958　　　　　　　128160　　　　　5　1110．590．7フ1．091．311．050420．170．OO8．513，62　　　　　4．060．2823．025，40　　　　1．6423．798011　EU15　　　　　　　　　　　2　1111891．694．023．571．502．122．431．1759．789．51　　　603．183．559902218，40　　　　7．22990．228511　EU15　　　　　　　　　　　2　1113．132．464．733β91．741．852．430．68103．191t46．　　　555．フ97B2930．0720．90　　　　6．69930．079011　EU15　　　　　　　　　　　2　11110．648．5611．539．816．164．304．912．14151．3040．50　　　1286，179．571943．8058．04　　　　17．511943．809511　EU15　　　　　　　　　　　2　11120．4816．6925．9018．2514．1513．119．633．73184．5554．86　　　1632，フ824．752634．68121，94　　　　40．622634．6880　　　　　、“Q1アソア8　　　　　　1112．書02．436．309．562225．122．421．7838．753て．58　　　　26．402．57て62．923t94　　　　1准．55165β68521アジア8　　　　　　il13．782．528．7010．182．976．62t242．1668．8833．73　　　　24．6911．55210．9238．17　　　　12．99213．44ii灘21ii鱒i搬iiii…i…i…i…i、、．、　ll110．058．7824．5222．6810．9913．504．784．70125．0467．74　　　　77．9230．24465．58100，00　　　33．96474β69521アジア8　　　　　　11119．5920．5274．1157．6624．1943．4フ10．2911．56206．19110．59　　　134，0499．88951．93261．39　　　　89，51972．448041ASEAN4　　　　　　　　1111．061．541．217350．380．590．500．5311．8921．46　　　　　8，6605162．2013．16　　　　1．9963．フ48541ASEAN4　　　　　　　　1112．361．511．37．7．250．930．80o．170．8312．4618，66　　　　　7．480．7960．6615，22　　　　2．7362．17go41　ASEAN4　　　　　　　　　　1【14．423．383．8513．911．821．260．740．9523．0827．93　　　　18．902．35113．973033　　　　4，7フ117．359541ASEAN4　　　　　　　　　1118．2193112．3436．515．803，η2．5322252．3844．68　　　　38．047．32254．7580，67　　　　14β1264．05お艀bd巳δけ日’9£国馨．准089零げ9品貫く。ピ蟄　68）図表3−2輸出額指数マトリックス（1980，85，90，95年）一機器製造業品（注｝アジア7ヶ国からの台湾向けの輸出は、台湾側の輸入額をあてた。（注）アジア7ヶ国からの世界計（or）は台湾向け輸出額を含んでいない。（注）世界計（st）は、アジア7ヶ国については各国からの台湾の輸入額を世界計（or）に加えた額。1注）機器製造着いう品目は、国際標準峰山晶目分類の第7部「機械類及び輸送機器類」および第8部「雑製品」の合計。資料）日本貿易振興会アジア経済研究所データ検索システムによる検索データ。原資料）各国が国連に報告した貿易鎖統計およびOECD統年国順国コード輸雌表ロ1総輯国台湾番港シンカ’ポールタイマレーシアインドネシアブイリン北米日本EU　15中国世界計（or》駅，撒窪……………1髄’・：・．・、．，、．．．，iiiiiiiiiiiASEAN4（st）8011181405010．OOo．100．94o．16o．09O．150．170．0510．563．166．04O．OO26．041．67　　　　　0．4726．1485111814051110．000．142．42O．84O．080．870．130．2327．985．438．72O．0058．794，了2　　　　　1．3158．939011181402目1．0．OO1．フ。4．493．671．041．451．250．6053．4120．9124．53O．00131．2914．19　　　　　4．32132．999511181402111O．007．2811．3114．703．195．702．892．0366．052フ．9039．547．62235．1747．09　　　　13．81242．458021179602010．16O．001．82O．77O．220．20O．60O．1917．482．456．01O．0036．96a95　　　　　1．2036．968521179602111O．23O．OO3．291．060．22028Oβ80．1638．033．846．59O．0060．765．62　　　　　1．0460．769021η96021111．65O．0012．OO4．082．422．122．11o．9755．6フ12．112フ．830．OO1342625．35　　　　　7．62134．2695211796021114．000．0035．6410．θ25．425．192．532．1561了521．7434．930．64211．7364．95　　　　1529211．フ380311784051110220．260．001．530．300220．970．3514．471．2112．561．5242．093．％　　　　　　1．8442．36．85311784051110．41O．340．001．530．240．300．450．3126．781．95104013．0063．223．58　　　　　1．3063．5690311784051【12．382．360．005．591．09o．goo．941．1557．529．5841．1626．31170．1814，42　　　　　4．08172．5495311784051115．953．090．OO12．653．043．511．423．10111．6227．31フO．9773．63366．7432．了5　　　　11．06369B38041276802111O．070．20O．82O．00O．663．17o．ooO．345．460．503．3フ0．3719．015．26　　　　　4，1フ19．2185412768021110．170．291280．00O．753860．000．1611．140874．18O．3321026．50　　　　　4、η2了．31go412768021111．901．834．36O．003コ910．330．OOα8130994．6219．59O．6092．6823．02　　　　14．9294．519541276802財16．085．3019．580．OO12．8147．60O．003．2フ61．9419．フ842．013．5925フ2094．65　　　　　63．68262．508051281805U10．04O．000．160．52O．OOO．16O．02O．020．59O．08O．530．OO2．480．93　　　　　0．202．488551281805111O．02O．030．12αフ70．OOO．15O．010．Ol1、刀α29α87O．014B21．11　　　　　0．174．859051281805111O．270．461．183．29O．OOO．430．130．1910．814．03フ．890．0433．085．95　　　　　0．7633．5495512819051110．672213．3217．go0．002．180．460．4621．8113．8515．350．4795．9827，18　　　　　3．0998．198061276502111O．010．030．350．820．05O．OOO．03o．092．160．291．300．OO5．441．38　　　　　0，175．478561276502iI10．08O．130．321．95O．100．000．04O．084．790．651．930．0010．432．70　　　　　0，2210．56go61276502日1O．53o．go1B510．800．3δ0．OO0．180．3712．772．937．78O．0840．0415，00　　　　　0．914α9495612765021111．274．837．6632．213．700．001．230．フ743．0313．6722500．85140．2051，67　　　　　5フ0145．0380712808021110．OOO．000．060．38O．OOO．010．000．000．030．010．16O．OO0．68O．45　　　　　α010．688571280802111O．00O．000．070．41O．030．00O．000．02O．660．020．18o．oo1．590．53　　　　　0．051．609071280802｝110．06O．080．25O．66o．010．090．OO0．013．26tO33．040．139．�D21．15　　　　　0．109．6995712808021110．37o．47O．924．90O．39o．79o．ooO．0810．483．63a450．1034．837，92　　　　　1．2635．3080812816051110．02α04O．12O．04O．01o．02o．ooα000890．150．62O．00220025　　　　　0．0322485812816051110．010．030．08o．11O．010．080．00o．oo1．350．160．54O．OO2．550．31　　　　　0ρ92．589081281605111o．17O．24O．290．130．06O．030．01O．003．640．661．52O．007．020．92　　　　　0．097．269581281605111O．1フ1281．011．250．31O．130．07o．oo7．582．693．430．0318204．22　　　　　0．5119．488011EU1521112．552．194．514．941．742．983．531．7374．569．60540．263．94956．フ424，18　　　　　9．99956．748511EU1521113．593．095．475．262．142．513．260．了8134．0210．75505．759．37929．3626．09　　　　　8．69929．369011EU15211113．5511．36128014．048．OO6．116．892．83209．1651．701415．1614．542240．9675．58　　　　　23．832240．969511EU15211127．04212932．7526．8120．9621．6613405．182619371．62177a4139．603003．99169．08　　　　61，193003．998021アジア8ll10．52O．644．274．231．333．941．791．025L637．8430．591．90134．9017．75　　　　　8．08135．558521アジア8li10．91o．967．576．67τ．435．551．00o．97112．4913．2133．4013．35229．1825，07　　　　　8．94230．159021アジア8ll16．987．5フ24．4228．228．7615．344．614．10228．0755．88133．3427．16618．171OO，OO　　　　　32．81625．749521アジア8ll118．5024．4779．4393．6428．8665．098．60118639025130．58237．1886．941360．03330．43　　　　114，411384．508041ASEAN4II1O．0フ0．08O．691．77O．060．19O．06o．103．66O．522．61o．oo10．813．01　　　　　0．4110B88541ASEAN4肪1OjO0．200．593．25O．14O．23O．05O．108．5フτ．123．520．0119．394．65　　　　　0．5219．599041ASEAN4ll111．04t683．5714．880．430．550．320．5730．48a6620230．2689．7623，02　　　　　1．8691．449541ASEAN4ll12．4フ88012．9056274．413．101．フ61．3082．9033．8449．731．452892091．OO　　　　　fO．56298．OO叫H竃　δ8）おσ1図表3−3輸出額指数マトリックス（1980，85，90，95年）一コンピュータ及び周辺部品（注）ア．Wァ7ケ国からの台湾向けの輸出は、台湾側の輸入額をあてた。（注）アジア7ヶ国からの世界計（or）は台湾向け輸出額を含んでいない。（注〉世界計（st）は、アジアフヶ国については各国からの台湾の輸入．額を世界計（or）に加えた額、，（注）コンピュータ本体およびプリンター等の関連機器について、国際標準峰駅品目分類表の改訂2版を基に二目を定義し、改訂1版および2版との連続性についてはアジア経済研究所資料により確認した。。資料臨本貿易振興会アジア経済研究所データ検索システムによる検索データ。原資料）各国が国連に報告した貿易額統計およびOECD統計。年国順国コァド輸出謳表コ1総韓国台湾香港シンカ’ホールタイマレーシアインドネシアフィリピン北米日本EU　15中国世界計（or鰐鵬iiiiiii．i1i　ASEAN4（st）801　　　11814051110．000．OOO．02O．01O．000．00O．OO0．00O．380．010．060．00O．480．03　　　　0．OO0．48851　　　1181405．hl10．OO0．010．140．05O．020．00O．030．0020．22．0．119．97．0．OO31220．24　　　　0．05．31．23901　　　1181402111O．000．67O．953．4602フ0．08O．27O．0690．353．1948．660．OO155．095，76　　　　0、68155．η951　　　1181402il10．002．035．1612．361．000．96O．21O．18148．2415．4997．852．07311．5021．91　　　　2，35313．53802　　　　1179602U10．00O．OO0．000．000．000．OOO．OOO．00O．000．OO0．OO0．OOo．oo0．00　　　　0，00O．00852　　　．1179602111O．050．OO1．250．84O．270．14O．13O．0546．17O．7614．990．0068．632．74　　　　0．5968．63902　　　　11796021112β10．009．328．881．451．30o．44O．86118．027141で31，200．00312B124．56　　　　4．05312．81952　　　　11796021！17．92o．oo22．4315β14．214．410．442．452332495，03．194．980．1163a4057．66　　　　1t50638．40803　　　1178405111O．000．00O．000．040．010．020．050．050．04O．03O．010β00．810．17　　　　0，13O．81853　　　　11784051【．10．10O．06O．000．65o．10o．170．06O．265．020．132．33羽，3522．55139　　　　0．5822．61903　　　　1178405！11o．940．990．00．3．51O．39O．24O．050．6515．121．1228．0812．0174．476．77　　　　1．3375．47953　　　　11784051112．900．40o．oo6．422．822．08α0518323．2016．3817．7347．44137．4516．49　　　　6．7813785804　　　　1276802111o．Oo0ρO0．04O．00O，02．O．250．OOO．03O．030．010ρ40．00O．57O，33　　　　0．290．57854　　　　127680@　21110．14t240．95O．000．332．38O．OO0．0642．790．2514．等40．6965．425．11　　　　2，7766．66904　　　　127680211111．81154614．91α002．335．830．OO0．50299．0117．．09128．570．94537．6550，84　　　　8．66553．12954　　　　127680211144．7321．1870．32O．0033．1031．39O．OO4．9467t50187．17344．174．161538．44205．65　　　　69．421559．62805　　　　12818051110．000．00o．oo0．00o．oo0．00O．OO0．000．OO0．000．000．OO0．OO0．00　　　　0．OO0．00855　　　　12818051110．00O．00．O．000．010．000．000．OOo．ooo．010．．17O．020．000．220．01　　　　0．000．22905　　　　1281805111t563．150．191joO．000．010．000．0314．191．497．680．0028，↑86．04　　　　0．043t33955　　　　128等8051110．25．6．53唾．62113．860．00O．05O．000．0345．457．8051．46O．962259412234　　　　0．08232．47806　　　　τ276502111o．oo．0．000．00O．010．00o．ooO，OO．O．00O．00O．00O．OO0．00O．010，01　　　　0，00o．01856　　　1276502111O．00O．00o．ooo」40．OO0．00O．00o．oo0．18O．02O．030．00．0．42O．15　　　　0．010．42906　　　　12765021110．000．380．03O．820．02O．OO0．020．OO0．η0．08O．400．042．421．27　　　　0、042．80956　　　　1276502111O．188．9018312．650．660．00O．0102285．1417．6841．260．04172．0δ24．45　　　　0．88180．96807　　　　1280802111α000．000．000．000．OO0．00O．OOα00．O．00O．00o．oo0．000．OO0．00　　　　0，000．00857　　　1280802111．0．00O．00O．OO0．000．OO0．000．OOo．oo0．00O．OOO．00O．000．000．OO　　　　O．00O．00go7　　　1280802111o．ooO．000．000．010．OO0．00o．ooo．ooo．01o．ooo．ooo．ooO．020，01　　　　0．OO0．03957　　　12808021！10．000．030．342．071．050270．OO0．034．190，24．3β70．OO13．383．80　　　　1．3513．41808　　　　1281605111．O．000．000．000．00O．000．00o．oo0．OOO．01O．02O．000．OOO．030．00　　　　αOO0．03858　　　　1281605111．．0．OO0．000．000．00O．000．000．OOα00O．00O．000．000．000．OO0，00　　　　0、000．00908　　　12816051112．771．280．550．140．00α000．01O．000．64O．τ00．050．OO．4．854，75　　　　0，016．13958　　　　12816051110．1111．73t261590．070．02O．080．006．501．182．710．0121．1714．85　　　　0，1632．918011EU！521110β5O．130．680．420．110．21O．3902019263．82350．461．61463．642．51　　　　092463．648511EU15．2111．2．29OB83．272270．58O．91　　　．0．450．3482．013．67559．91．1．68772．3111．00　　　　229772．31go11EU1521113．692．494．999．152．341．442．240．45109．4410．931549，11．2．491958．6026．79　　　　6．471958．609511EU15211可6．494．738．9431．772．895．540．841．16213．7666．692フ9tO95．273548．3962．35　　　　10．423548．398021アジア8Il1O．00o．oo0．06．0．060．03O．27O．05O．08O．470．07o．110．301．92．O．55　　　　0．431．9285cii鱗1；…三三、灘Il阯110．30P9．381．31Q1952．35Q5．941．68P7．93O．72S．452．70V．470．21O．78O．37Q．10114．39T38．101．44R0．4841．49R44．6512．04P2．99188．47P115．50　9．64　　　　4．00P00，00　　　14．80189．77P137．459521アジア81【156．0950．80て02．97164．7742．8939．180．789．671217．47340．97753．5454．793058．35467．15　　　　92．523109．158041ASEAN41［10．000．00O．OOo．010．000．000．000．000．010．020．00O．OO0．050．01　　　　0．OO0．058541ASEAN4lI．1o．oo．0．000ρ1O．150．000．000．OO0．010．19o．19O．050．000．640，16　　　　0．01O．649041ASEAN4H14．334．810．762．070．02O．02O．02O．0315．601．678．130．0435．4712，07　　　　0．0940．289541ASEAN4日1o．542フ．195．06130」81．780．34O．08O．27141．2826．8998．80tO1432．55165．44　　　　2．47459．74目GQ�@目9日’9畠寓葺・8．亀甲99縮《＜9』二奮ε図表3一．4輸出．額指数マトリックス（1980，85，90，95年）一電子部品（注）アジア7全国から台湾向けの輸出は、台湾側の輸入額をあてた。（注）アジア7ヶ国からの世界計（or）は台湾向け輸出額を含んでいない。（注）世界計（st）は、アジア7ヶ国については各国からの台湾の輸入額を世界計（or）に加えた額。資料）日本貿易振興会アジア経済研究所データ検索システムによる検索データ。原資料）各国が国連に報告した貿易額統計およびOECD統年国順国コード　　　輸出雲表n1総韓国台濟香港シンがホールタイマレーシアインドネシアフィリン北米日本EU　15中国世界計（or鍛湧熊iiiiiiiiiiliASEAN4（st）801118↑40　　51110．000．141．42o．070．040．O10．OO0．012．770．98O．680．OO6．121．70　　　　0．076．26851118τ40　　51110．000．303．270．620．080．390．090．1773．8313．5016．920．OO120．014、91　　　　0，73120．31901118140　　21110．002．446．535．280．962．69O．35O．7220．1414．915．580．0063．2818．97　　　　4，7165．73951118140　　2111α00188119．6631．392．9413．88O，60．2．1179．5834．8820．391．78228．5689．39　　　　19．53247．37802117960　　2111o．10O．000．540．20O．060．08O．060．011．960．731．260．005．131，05　　　　0．215．13852117960　　2畔10．130．OO1．16O．370．02O．040．010．022．961．082．220．00a201，74　　　　0．098．20902117960　　21［11．520．003．962．07O．580．90o．040．127．814．346．420．OO2a4与9．19　　　　　1，6428．45952117960　　21116．110．0020．0516．232．224．540．490．6830．789．35¶3．210．441067050．33　　　　7，93106．70803117840　　5111O．210．37O．OOo．640．20O．110．010272．OOo．411．120．386．841．81　　　　0．607．21853！17840　　51［11．370．410．003．96O．39O．78O．80O．7284．656．8333．6320．23179．398．43　　　　2．68179．80go3117840　　5日17．082．360．OO11．691．772．031．↑62．28178．8431．71118．3444．93467．8028．36　　　　7．23470．16953117840　　51119．872．040．OO9．821．14tO50．091．3619．573．307．5618．0089．3825．36　　　　3．6491．42804127680　　21110．070．37080O．OO1．211．850．000．406．160．532．44α0114．004．70　　　　3．4614．37854127680　　2硅1080O．542．59O．001．冒7．560．0008415．503．218．88o．59558113．44　　　　9，5156．35904127680　　2．ll1t371．932．990．001．925．93O．00o．5113．783．487．42O．1343．3514．65　　　　a3645．2895412フ680　　21115．9210．8519．OO0．0012．4353．560．0022844．2518．6730．951．50216．99104．05　　　　68．28227．85805128180　　51110．00O．000．000．000．000．OO0．00O．00・　0，000．00O．000．OO0．OO0．00　　　　0，00O．00855128180　　5111α010．100．44o．740．000．080．030．015．070．443．020．0112．751，42　　　　0，1312．84905128で80　　51110．220．42tO61．820．000．720．OO0．034．520．351．58o．oo10．634．27　　　　0．7511．05955128180　　51110．412．72t7110．33o．oo1．41O．180．137．575．723．85o，判34．6316．88　　　　t7137．34806127650　　21110．020．110．901．51O．12O．00O．030246．97O．621．920．00！2．422，94　　　　0．3912．54856127650　　21110220．460．963．44020O．00o．040．2615．872．165．01O．0029．125．57　　　　0．4929．58906127650　　2鎚11．フ72564．747．630．430．000．01O．3620．615．748．62O．0250．9817，51　　　　0．8053．55956127650　　21113．1012．519．7836．393．330．001．161．3052．5712．2925．760．50156．2167．58　　　　5，79168．72807128080　　21110．OO0．OO0．071．00O．000．OO0．OOO．000．000．000．000．001．0フtO7　　　　0．001．07857128080　　21110．000．010．251．77O．12O．010．000．062．62α09α75α006．382，21　　　　0，196．39907128080　　21【10．00O．00O．020．020．00O．000．000．000．150．00O．00α000．22O，05　　　　0．00022957128080　　21110．00O．16O．080．90O．06o．04O．000．020．400．↑2O．04O．001．711，26　　　　0．11t88808128160　　51110．05O．04O．110．060．01O．03O．000．000250．000．020．010．54O．29　　　　0．04O．58858128160　　5ilでO．140．111．212．450．781．88o．010．0012．601．893．790．0126．056．58　　　　2．6726．15908128160　　51110．460．381．872．011．151．130．02O．0026．194．889．950．0251．067，01　　　　2．3051．44958128160　　5111O．172．471．913．66O．020．230．OO0．005．221．904．820．0118．72846　　　　02521．198011EU15　　　　　　2目12．162，6．47．746．151．805．412．391．75159．2520．331162．042．251878．4530．04　　　　11．351878458511EU15　　　　　　21113．664．089．368．542．543．44223148294．6025．511077．676．74旧79，5335．34　　　　9，701879．539011EU15　　　　　　　　　2．1111．603．362．146．820．754．480．021．7712．012．32100．030．08163．0920，94　　　　フつ2163．099511EU15　　　　　　21117．279．846．2913．222β516．670．255．0341．234．05200．95O．6フ371．2960．93　　　24β037t298021アジア8　　　　　1110．461．043．843．471．632．080．11o．9420．123．287．44O．4046．1213，57　　　　4，7647．168521アジア8　　　　　1112．681919．8813．352．6910．74o．972．07213．0929．2074．2220．84437．7144．30　　　　16．48439．62iii鱒9521Q1i轟轟iiil薬……iii・1・…　　IIi’ジァ8　　　　　　11．1112．42Q5．5810．09S9．5721．18V2．2030．51P08．フ26．81Q2．1313．39V4．711．57Q．524．02V．88272．05Q39．9465．40W62315791P06．5745．12Q2β4715．77W52．91100．OO　　　25．80R63．30　　　107．24725．86X02．4フ8041ASEAN4　　　　　　　　1110．070．161．082．56O．13O．030．03O．247．22α621．950．0114．034β0　　　　0．4314．198541ASEAN4　　　　　　　　010．380．672．87a401．101．97o．oフ0．3336．164．5812．580．0274βO15，78　　　　3．4774．96go41ASEiAN4　　　　　　　　　1112．443．367．6911．481．591．850．030．395t4810．9720．16O．05n2892883　　　　3．85116．259541ASEAN4　　　　　　　　　1113．6817．8713．4851．283．40t681．341．4465．7720．0434．47O．63211．2フ94．18　　　　7，86229．13H盟08ε一ω刈図表3−5輸入総額輸入マトリックス（縦一輸入国／横一輸入先）アジア8のアジア8からの1990年の輸入額を100とした指数一輸入総額年国番号�d韓国台湾香港シンがポールタイマレーシアインドネシア　　　幽幽tィリピン北米日本EU15中国世界計　　アジア8　　ASEAN4．世界＋台湾801　1181401Il1　　　α000．380．140．230．130．670．69O．397．518．342．420ρ061．79　　　　　　　　　　　2．63　　　　　　　　1．89　　　　　　　　　　　　32．17851　1181401ll1　　　　0．00q，360．700．380．221．770．9602210．18．10．774．．880．0044、53　　　　　　　　　　4．60　　　　　　　3．15　　　　　　　　　　　44．89901　1181401lI1　　　　0．001．710．88t280．662．272．290．3926．3326．5612．97α0099．88　　　　　　　　　　　9．48　　　　　　　5．61　　　　　　　　　　　101、59951　判81401ll1　　　　0．003．671．203．10L343．604フ608747．2246．6326．0210．58193，22　　　　　　　　　18．53　　　　　　10，56　　　　　　　　　　196，89802　1179601lI1　　　　0．300．000．350．320．130．610．η0．177．017．622．42．0．0028．12　　　　　　　　　　2．β4　　　　　　　1，67　　　　　　　　　　　28」2852　1179601Il．1　　　　0．260．000．45α390．210．690．590．157．297903．190．0028．61　　　　　　　　　　2．73　　　　　　　1．63　　　　　　　　　　　28．61902　1179601ll1　　　　1，890．002．001．970．62t411．300．3318．9822．5411．300．0076．98　　　　　　　　　　　9．52　　　　　　　3．66　　　　　　　　　　　76．98952　1179601瞳1　　　6．140．001．994．022．054．143．06084312343．002t．164．41145．56　　　　　　　　　22．24　　　　　　10．09　　　　　　　　　　145．56803　1178401ll1　　　　1．112．210．001．600．450．300．20α274．017354．106．2931．50　　　　　　　　　　　6．13　　　　　　　　t22　　　　　　　　　　　33．71853　117840．1lI1　　　1．523．620．002．06O．42「0．25α21α．304．159．755．2110．7842．32　　　　　　　　　　8．38　　　　　　　1．重8　　　　　　　　　　45．94903　U78401ll1　　　5」912．100．004β01．501．51α830：5210．9919．0212．6943．37．121」6　　　　　　　　　26．44　　　　　　　4．35　　　　　　　　　　133．26953　1178401lI1　　　14．513フ．190．0014．453．905．332．341．2324．1441．0729．94．99．フ4280．40　　　　　　　　　78．95　　　　　　12．80　　　　　　　　　　317．59804　127680盲Il1　　　　0．390．78o．710．000．684．760．00Oj　151026．134．190．8934．33　　　　　　　　　　7．42　　　　　　　5、55　　　　　　　　　　35．10854　1276801lI1　　　0．60で．26α700．000．785．400．000．285．836．424．583．2337．59　　　　　　　　　　9．03　　　　　　　6．46　　　　　　　　　　38．86904　1276801ll1　　　2．553．112．660．002．351L850．000．4514．45　　　　．17．5311．982．9986．93　　　　　　　　　22．97　　　　　　14．65　　　　　　　　　　　90．05954　1276801II1　　　7．736．285．880．009．1927．550．001．5727．5537．6523．フ35．79178．05　　　　　　　　　58、21　　　　　　3a31　　　　　　　　　　184．33805　1281801II1　　　0．280．25．0．130．850．000．240．060．112．442．792．02α6013．51　　　　　　　　　　1、93　　　　　　　0．41　　　　　　　　　　　13．77855　1281801ll1　　　　0．270．340．150．99α000．780．090．091．673．502．130．3213．22　　　　　　　　　　2．70　　　　　　　0．95　　　　　　　　　　　1356905　128180了llτ　　　1．502．010．593．54α001．610．280」65．6914．517．711．5847．72　　　　　　　　　　9．69　　　　　　　2．04　　　　　　　　　　　49．73955　1281801ll1．　　　3．544．381．075．950．004．63α960．8312．86309216，董53．00101．22　　　　　　　　　2t35　　　　　　　6．42　　　　　　　　　　105．60806　1276501ll1　　　α27α24O．21t790．46α00α120．152．473．522．640．3615．35　　　　　　　　　　3，24　　　　　　　0．73　　　　　　　　　　　15．59856　1276501ll1　　　0．410．280．302．860．640．000．200．342．954．152．960．3718．02　　　　　　　　　　5，02．　　　　　1．18　　　　　　　　　　　18．30906　127650．1ll1　　　　1．081．56α806．2ア1．010．000．45α237．421．0．096．65．0．8041．83　　　　　　　　　1重．39　　　　　　　1．68　　　　　　　　　　　43．39956　127650．1lI1　　　4．554．132．3913．742」930．00．1．740．661a5330．2917．092．45110．18　　　　　　　　　30．14　　　　　　　5．33　　　　　　　　　　114．31807　1280801時1　　　0．330．680．201．340．410．050．000．132．154．882．260．2815．49　　　　　　　　　　3．15　　　　　　　0．59　　　　　　　　　　　16．18857　i280801ll1　　　0．290．400．0フ1．200．070．070．000．032．743．．782．79α3614．67　　　　　　　　　　2．15　　　　　　　0．18　　　　　　　　　　　15．07907　12BO801醐1　　　1．411．760．39L820．260．470．000．084．197．586．31α9331．23　　　　　　　　　　6．19　　　　　　　0，81　　　　　　　　　　32．99957　128080．1lI1　　　3．51　　　．Q．660．393．391．051．100．00α127．9613．1811．692．1458．10　　　　　　　　　　12、22　　　　　　　　2．27　　　　　　　　　　　60．77808　1281601ll1　　　0．210．280．290．190．03α230．270．002．912．361．3903211．86　　　　　　　　　　　1．50　　　　　　　　0．53　　　　　　　　　　　　12．14858　1281601川1　　　0．310．340．290．200．080．540．280．GO2．021．12αフ20．427．79　　　　　　　　　　2．04　　　　　　　0．90　　　　　　　　　　　　8．13go8　1281601ll1　　　0．721．150．820．730．210．410．290．003．923．432．190．2618．65　．　　　　　　　　　4．33　　　　　　　0．92　　　　　　　　　　　　19BO958　1281601II1　　　2．042．361．982．34α610．890．890．008．099．02．4．340．9540．74　　　　　　　　　11．12　　　　　　　2．39　　　　　　　　　　43，108011EU15．1ll1　　　4．534．887．782．刀2．654．002．571．84110．0031．04650．434．171203．86　　　　　　　　　3α94　　　　　　1LO5　　　　　　　　　1203β68511EU15寸期1　　　4．1．54．886．232．672．513．392．胴1．4090．0236．37596．114501032．37　　　　　　　　　27．34　　　　　　　9，41　　　　　　　　　1032．379011EU151ll1　　　13．6118．4214．949．917．557．455．242．451723896．35139L5418．832195．54　　　　　　　　　79．57　　　　　　22．69　　　　　　　　　2195．549511EU151II1　　　20．9023．1014，．P817．3612B417．5111．624．42219．83108．821696．8849．フ92749．30　　　　　　　　12t93　　　　　　46．39　　　　　　　　　2749．308021アシ’ア8000　　　2．904822．026．312．296．862．111．3233．5443．0021．448．74t81．95　　　　　　　　　28．64　　　　　　12．58　　　　　　　　　　186．788521アシ’ア8000　　　3．656．612．678．082．419．492．3314036．8347．3926．4515．47206．75　　　　　　　　　36．65　　　　　　15，63　　　　　　　　　　213．369021アジアε000　　　14．3223．408．1520．416．6219．515．442．1491．96121．2571β049．94524．38　　　　　　　　　100．00　　　　　　　33、72　　　　　　　　　　547．7895　　　　φQ1アシア8000　　　42．0160．67149046．9821．0747．2313746．12η7．58251．77150．11129D51107．47　　　　　　　　252．フ4　　　　　　88．17　　　　　　　　　1168，148041ASEAN4000　　　1．101．46α834．170．900．520．450．399．9813．568．311．5656．22　　　　　　　　　　9．82　　　　　　　2，26　　　　　　　　　　　57．688541ASEAN4000　　　1．2フ1．360．825．250．791．39α57α469．3812．55a601．4653，70　　　　　　　　　11．91　　　　　　　3．21　　　　　　　　　　55．069041ASEAN40o0　　　4．706．482．6112．361．482．48可．020．4621．2235．6022．863．58139．43　　　　　　　　　31．59　　　　　　　5．45　　　　　　　　　　145．919541ASEAN4000　　　13．6313．535．8325．424．596．613．591．6047．4483．4149．278．53310，24　　　　　　　　　74．82　．　　　　16．41　　　　　　　　　323．78一ωOQ目9言0段目碧冨診警騨89額990曰く9』二二e図表3−6産業用機器輸入マトリックス（縦一輸入国／横一輸入先）アジア8のアジア8からの1990年の輸入額を100とした指数年国番号入出表∬　品番韓国台湾香港シンカ’ポールタイマレーシアインドネシアフィリピン北米日本EU　15中国世界計アジア8ASEAN4　世界＋台湾801118140111　　2−B0．000．160．00α000．000．000．000．001．228．766．890．0017．650．170．00　　　　　17．828511↑8140lll　　2−B0．000．150．170．010．010．020．000．．001α0129．8111．410．0053．650．360．02　　　　　53、80901118140111　　2−B0．001．900．250．730．010．010．07α0035」797」962．520．00206．222．980．09　　　　　208，12951118140111　　2−8α004．320．651．630．070．070．04α2095．202η，60103．670．82435．546．990．39　　　　　439．868021179601；1　　2−B0．050．000．040．01α000．000．000．001．4013．587．17α0024．300．110．0σ　　　　24、30852117960111　　2−B0．020．000．040．04O．000．000．000．001．7412．5810．910．0027．550．100．00　　　　　27，559021179601肘　　2−B0．740．000．61α520．000．070．000．で419．5552．8849．000．00129．362．080、21　　　　129．369521179601翻　　2−B1．600．000β02．150．190．020．000．003｛．9486．6181．260．3221t704．270，21　　　　　211．708031178401釦　　2−B0．060．550．00α120．010．020．000．04可．456．854B21．1616．47α810．08　　　　　17．03853117840口1　　2−B0．073．300．000．550．030．040．000．113．2812．418．60t6333．754．090．18　　　　　37．059031178401．ll　　2−B1．4219．240．00可．180．300．15α020．064．4722．8518．167．4072．3122．380．54　　　　　91．55953117840111　　2−B2．9759．100．002．080．230．420．U0．1111．6044．2038．2311．79136．8865．02OB7　　　　　195．98804127680111　　2−B0．010．280．150．000．040．150．000．021．053．342920．218．970．660．22　　　　　9．26854127680111　　2−B0．070．230．230．00O．070．830．000．174．746．015．600．0819．501．591，06　　　　　19．73904127680111　　2−80．462．971．330．000．292．500．000．1111．0030．7722．070．9076．087．662．90　　　　　79、05954127680lll　　2−B1．543．873．530．000．704270．000．1835．0569．0↑35．401．45162．9714．095．15　　　　　166β4805128180111　　2−B0．030．800．04α020．000．040．000．000．402．115．411．1210．650．930．04　　　　　　11．46855128180111　　2−B0．050．940．150．080．000．08α010．00α926．836390．0616．661．300．09　　　　　17．60905128180111　　2−81」19．500．860．400．000．110．020．123．4440．0433．301．4398．6212．130．25　　　　　108．12955128180111　　2−B2．5113．26u42．350．000．890．240．0611．5968．0272．381．56184．1520．461．19　　　　　197．4180612765011i　　2−B0．03α270．07Oj　40．060．000．00α070．622．152．760．106．810．650．13　　　　　7．08856127650111　　2−B0．770．750．280．770．110ρ00．020．076．327．999．960．0529．022．760．20　　　　　29．77906127650111　　2−B1．077．871．704．430．390．000．130．065．6531．0224．59α5083．9315．650．58　　　　　9t80956127650日1　　2−B5．8414．232．097．690．800．000．200．1816．5486．7351．241．71205．5231．041，18　　　　219．フ5807128080111　　2−B0．301．650．200．130．110．020．000．020．637．104．820．58書689．2．430．15．　　　　18．5485．7128080111　　2−B0．441．000．180．520．020．130．000．02t437．6810．470．1924．862．32α17　　　　．25．86907128080111　　2−B8．5516．812．372．060．200フ30．000．034．4245．7948．483．60141．7330．750．96　　　　　158．54957128080Hl　　2−B6．8912．640．602．150．443．68α000．0515．1455．5283．643．51194．3726．454．17　　　　207．01808128160111　　2−B0．010．410．180．020．000．000．000．002．402．134．890．0110．890．620．00　　　　　11．30858128160111　　2−B0．120．230β80．240．000．110．000．002．381．411．490．126．811．080．11　　　　　　7，04908128160111　　2−B1．662．241」91．02α09α170．010．006．828．007．690．0429．966．3フ0．27　　　　　32．20958128160111　　2−B3」43．232．553．88O．360．620．050．0014．7219．9317．730．4070．7013β41．03　　　　　73．938011EU15111　　2−B0．362．300．190フ10．020．040．010．0174．5019．13513．490．03698．913．640．08　　　　698．918511EU15111　　2−B0．123．460．380．980．020．050．010．1063．4831．73447．920．09627．035．110．18　　　　627．0390IlEU15Ill　　2−B0．6奪10．761．471．580．210．160．08G．07122．48108．401374．060．591838．2014．940．51　　　　1838．209511EU15111　　2−B4．08τ2．581．181．541．570．540．270．23華58．55116．661102．854．151655」021．982．60　　　　165510．8021　　ρAシア80　　0　　00．504．140．680．450．240．220．00Oj　69．1746．0239．683．17112．646．380，62　　　　　116．788521アゾア80　　0　　01．546．611．422．20α24t200．020．3730．8284．7164842．13211．7913．60183　　　　　218409021　　ゆAシア80　　0　　015．0260．538．3010．34L293．750．250．5290．52328．53265B213．86838．21100．005，81　　　　898フ59521アジア80　　0　　024．50110．6510．8821．932．789．980．650．78231．7964ア．614835621．551601．84182．1614．20　　　　　　　　　1712．498041ASEAN40　　0　　00．383．140．490．310．180．060．000．094．0513．4917．881．8145．244．640，33　　　　　48．388541ASEAN40　　0　　01．382．920．99t600．130．320．020．0911．0523．9128．310．4277．347．460．57　　　　　80．279041ASEAN40　　0．　O12．3936．426．127．910．681．020．160．2120．33124．84114．075．56354．2464．902．06　　　　　390．669541ASEAN40　　0　　0la3943．366．3916．071．605．190．490．2958．00230．20224．997」8654．749書，797．58　　　　　698．10H蟄含糊ε一QQ��図表3−7電子部品輸入マトリックス（万一輸入国／横一輸入先）アジア8のアジア8からの1990年の輸入額を100とした指数年国番号　　入ヒ表皿品番　韓国台湾香港シンがホ”一日目タイマレーシア　インドネシア　　フィリピン　　北米　　　　日本　　　　EU15　　　中国世界計アジア8　　ASEAN4世界＋台湾801118140　111　4−C0．000．10．0．15　　　0。12O．21　　　　　　　0．04　　　　　　　0．OO　　　　　　　O，12　　　　　　　2．93　　　　　　　2．29　　　　　　　　α36　　　　　　　0．006．400．74　　　　　　　0．3フ　　　　　　　　　　　6．5085准118140　111　4−CO．000．13｛．27　　　0270．06　　　　　　　0．28　　　　　　　0，01　　　　　　　0．11　　　　　　10．89　　　　　　14．32　　　　　　　　3．60　　　　　　　0．0032．722．13　　　　　　　0．46　　　　　　　　　　32，85901118140　111　4−C0．001．563．16　　　1．530．25　　　　　　　1．63　　　　　　　0．01　　　　　　　0．35　　　　　　14．39　　　　　　28，66　　　　　　　　3．27　　　　　　　0，0055．378．49　　　　　　　2．24　　　　　　　　　　　56．939．T1118140　111　4−C0．006．294．73　　　5．900．89　　　　　　　5．03　　　　　　　0，02　　　　　　　1．46　　　　　　39．05　　　　　　45，42　　　　　　　　6．46　　　　　　　0．70119．4624，34　　　　　　　7．41　　　　　　　　　　125．76802117960　111　4−C0．150．000．38　　　0．380．00　　　　　　　0．11　　　　　　　α00　　　　　　　0．0．4　　　　　　　1．89　　　　　　　2．65　　　　　　　　0、49　　　　　　　0．00．6．11．1．07　　　　　　　　0．16　　　　　　　　　　　　　6．11852117960　111　4−C0．310．000，42　　　0．550．10　　　　　　　α47　　　　　　　0．01．　　　　　　0．11　　　　　　　3．37　　　　　　　5．16　　　　　　　　1．30　　　　　　　0．0012．07t97　　　　　　　　0、69　　　　　　　　　　　12．07．902　．117960　111　4−G2．51．0．002．43　　　1．990．43　　　　　　　2．64　　　　　　　0．00　　　　　　　0．39　　　　　　13．65　　　　　　21．55　　　　　　　　2．76　　　　　　　0．0049．2110，39　　　　　　　　3．46　　　　　　　　　　　49．21952117960　111　4−C1．9．360．002．10　　　11．172．80　　　　　　12．88　　　　　　　0．17　　　　　　　2．54　　　　　　2931　　　　　　65．63　　　　　　　12，09　　　　　　　0．62162．3851．02　　　　　　　18．39　　　　　　　　　　　162．．38803117840　111．．4−C1．270．56α00　　　0．900．23　　　　　　　0．55　　　　　　　0．07　．　　　　　0．24　　　　　　　，．93　　　　　　　1．92　　　　　　　　0．48　　　　　　　0．018．473．81　　　　　　　　翫08　　　　　　　　　　　　9．03853117840　111　4−C3．501．190．00　　　2．490．66　　　　　　　　0．67　　　　　　　　0．06　　　　　　　　0，72　　　　　　　　6．17　　　　　　　26．26　　　　　　　　10．35　　　　　　　30．9395．τ79．29　　　　　　　2．11　　　　　　　　　　　96．36903117840　Ul　4−C11．074．080．00　　　6．773．92．　　　　　　7．63　　　　　　　0．46　　　　　　　t97　　　　　　26．30　　　　　　47．85　　　　　　　31．32　　　　　174β9356．783590　　　　　　13．99　　　　　　　　　360．86953117840　Ill　4−G17．8820．640．00．　　20、21t81　　　　　　　9．60　　　　　　　0．09　　　　　　　3．41　　　　　　22、26　　　　　　40．75　　　　　　　　6．83　　　　　　　6．81151．2873．65　　　　　　　14．92　　　　　　　　　　　17L92804127680　111　4−C0．08O．210．38　　　0．00t29　　　　　　　　2．31　　　　　　　　0．00　．　　　　　　0．33　　　　　　　　6，60　　　　　　　　1，96　　　　　　　　　1．06　　　　　　　　0．0014．304．60　　　　　　　3．93　　　　　　　　　　　14，51854127680　111　4−G0．710．382．50　　　0．00、、27　　　　　　　6．43　　　　　　　0．00　　　　　　　1．26　　　　　　12，24．　　　　　13．05　　　　　　　　7，75　　　　　　　0．6851．0212，55　　　　　　　　8．96　　　　　　　　　　　51．4090412フ680　111　4−G4．182』31．99．@　0．00．1．25　　　　　　　9．52　　　　　　　0．00　　　　　　　1．45　　　　　　11．58　　　　　　16．82　　　　　　　　4．27　　　　　　　0．0454．5｛2α51　　　　　　　12、22　　　　　　　　　　　56．64954127680　1．ll　4−G35．1フ．16．7010．49　　　0．0012．30．　　　　　48β7．　　　　　　0．00．　　　　　　6，47　　　　　　39．27　　　　　　74．30　　　　　　　16．61　　　　　　　0、86259．67129．99　　　　　　　67，64．　　　　　　　　　276．37805128180　111　4−C0．00α060．00　　　0．01α00　　　　　　　　0．00．　　　　　　O．00　　　　　　　　0．00　　　　　　　．0．01　　　　　　　0．19　　　　　　　　　0．03　　　　　　　　0．000．310．07　　　　　　　　0．00　　　　　　　　　　　　　0．37855128180　目1　4−C0．14．0．020．33　　　0．370．00　　　　　　　0．06　　　　　　　0．01　　　　　　　0，03　　　　　　　3．02　　　　　　　5，34　　　　　　　　2．67　　　　　　　0．0913．510．95　　　　　　　　0」0　　　　　　　　　　　　13．53905．128180　111　4−G0．650．59．0．21　　　2．060．00　　　　　　　0，32　　　　　　　0．00　　　　　　　0，12　　　　　　　7，51　　　　　　　2．94　　　　　　　　1．22　．　　　　　0．0015．943。95　　　　　　　　0．44　　　　　　　　　　　　16．53955128180　111　4−C2．60．2．290．96　　　7，280，00　　　　　　　430　　　　　　　0．06　　　　　　　0，36　　　　　　17．68　　　　　　19．03　　　　　　　　3．69　　　　　　　α186α6417．84．　　　　　　4．72　　　　　　　　　　62．92806127650　111　4−C0．020．080．07　　　1．270．29　　　　　　　0．00　　　　　　　0．00　　　　　　　0、64　　　　　　　7．50　　　　　　　L18　　　　　　　　0．67　　　　　　　0．0011．792．38　　　　　　　　0．93　　　　　　　　　　　　11．8785．6127650　111　4−CO．390．040β7　　　3．490．47　　　　　　　0．00　　　　　　　0．10　　　　　　　2．44　　　　　　11．22　　　　　　10．49　　　　　　　　4．62　　　　　　　0．2f35．757．80　　　　　　　　3．00　　　　　　　　　　　35．78906127650　111　4−C2．500．930．63　　　5．62．．O．80　　　　　　　0．00　　　　　　　0．00　　　　　　　1．32　　　　　　19．フ8　　　　　　1024　　　　　　　　4．12　　　　　　　0．0046．2911．81　　　　　　　2，12　　　　　　　　　　　47．2295612フ650　111　4−G14．714．671．57　　　27．823．12　　　　　　　　0．00　　　　　　　　0．12　　　　　　　　2，08　　　　　　　60．08　　　　　　　52．37　　　　　　　　手9」2　　　　　　　　0．46188．4254．09　　　　　　　5．32　　　　　　　　　　193．09807128080　111　4−G0．010．060．00　　　0．03α00．　　　　　　0．00　　　　　　　0．00　　　　　　　0DO　　　　　　　O．02　　　　　　　0．03．　　　　　　　0．04　　　　　　　0．000．180．11　　　　　　　0、00　　　　　　　　　　　　0．24857128080　111　4−C0．080．010．11　　　0．580．01　　　　　　　α04　　　　　　　0．00　　　　　　　0，01　　　　　　　1．46　　　　　　　4．94　　　　　　　　t73　　　　　　　0．089．550．84　　　　　　　0．06　　　　　　　　　　　9．56．907128080　111．　4−C0．50．0．040．06　　　0．560．00　　　　　　　0．00　　　　　　　0．00　　　　　　　0．00　　　　　　　0．03　　　　　　　0．33　　　　　　　　0．14　　　　　　　0、031．89tI7　　　　　　　　0，01　　　　　　　　　　　　　L93957128080　1［1　4−CL15．．0．510．07．@　0，9．20．21　　　　　　　0．93　　　　　　　0．00　　　　　　　0。00　　　　　　　0」6　　　　　　　0．63　　　　　　　　0．06　　　　　　　0．224．833，79　　　　　　　　1．15　　　　　　　　　　　　5．34808128160　111．4−CO．000．010．01　　　0，020．00　　　　　　　0．00　．　　　　　0．00　．　　　　　0．00　　　　　　　0．24　　　　　　　0．07　　　　　　　　0，01　　　　　　　0．000．370．05　　　　　　　　0．00　　　　　　　　　　　　0．38858128160　111．　4−C0470．021．22．　　0．730．03．　　　　　　0．48　　　　　　　0．02　　　　　　　0．00　　　　　　　8．15　　　　　　　2、71　　　　　　　　1．87　　　　　　　0．101フ．502．97　　　　　　　　0．53　　　　　　　　　　　17．53908128160　111．　4−G2．07Oj　33．36　　　1．370．43　　　　　　　　0．35　　　　　　　　0．07　　　　　　　　0．00　　　　　　　11．71　　　　　　　iL47　　　　　　　　　3．80　　　　　　　　0．5739．917．78　　　　　　　　0，85　　　　　　　　　　　40．03956128160　1臆　4−C0．54O．フ00．87　　　0．68α03　　　　　　　0．38　．　　　　　0．01．　　　　　　0．00　　　　　　　5．40　　　　　　　3，65　．　　　　　　t74　　　　　　　0．0413．673．21　　　　　　　0．42　　　　　　　　　　　14．378011EU15．@　　　1　11．　　4−G21．．9219．0950．23　　　7．452．36　　　　　　　4，61　　　　　　　0．84　．　　　　　5．13　　　　　144．53　　　　　102、02　　　　　1179．62　　　　　　　7．フ81735．84111．64　　　　　　　12．95　　　　　　　　　1735．848511EU15　　　　　　1　11　　　4−C19．5819．6237．03　　　5．943．79　　　　　　　6．60　　　　　　　α96　　　　　　　4．55　　　　　129．28　　　　　准18．，05　　　　　1087．45　　　　　　　9．521617．1098．08　　　　　　　15．91　　　　　　　　　161フ．10go11EU15　　　　　　1　11．　　4−G5．785．342．34　　　8．711．38　　　　　　10．73　　　　　　　0．00　　　　　　　3．20　　　　　　34，80　．　　　　33．28　　　　　　102．85　　　　　　　0．082275237．47　　　　　　15．31　　　　　　　　　227．52951重EU15　　　　　　1　1i　　　4−C19．7913．書8495　　　16．044」8　　　　　　37．31　　　　　　　0．09　　　　　　　6．91　　　　　　93．46　　　　　　61，95　　　　　　176．55　　　　　　　1．49478．63102．47．　　　　　48．50　　　　　　　　　47a638021アシ’ア8　　　　0　　　0　　　　01．52．LO81、00　　　2．752．01　　　　　　　3、02　　　　　　　0．07　　　　　　　1．38　　　　　　21．12　　　　　　10．29　　　　　　　　3，14　　　　　　　0、0147．9312，83　　　　　　　6．48　　　　　　　　　　49、018521アジア8　　　　0　　　0　　　　05．59t796．73．　　8．482．60　　　　　　　8，44　　　　　　　0．20　　　　　　　4．68　　　　　　56．53　　　　　　82．27　　　　　　　33．89　　　　　　32．08267．2938、50　　　　　　　15．91　　　　　　　　　　269．089021アシ“ア8　　　　0　　　0　　　　023．489．4611β3　　　19．907，09　　　　　　22．09　　　　　　　0．54　　　　　　　5，60．　　　　104．9β　　　　　139．86　　　　　　　50．89　　　　　175．53619．89100．00　　　　　　　3533　　　　　　　　　　629，35．9521アジア8．　　　0　　　0　　　　091．4251．8020．77　　　．73、982t16　　　　　　8t99　　　　　　　0．47　　　　　　16．33　　　　　213．22　　　　　301．78　　　　　　　66．60　　　　　　　9．89960．35357．93　　　　　　119．96　　　　　　　　　1012．158041ASEAN4　　0　　0　　　00．03α210．09・　　　1，340．29　　　　　　　0．00　　　　　　　0．00　　　　　　　0，64　　　　　　　7．77　　　　　　　1．，47　　　　　　　　0．フ6　　　　　　　0、0012．652．61　　　　　　　0．94　　　　　　　　　　　12．868541ASEAN4　　0．　0　　　01．070．09．253　　　5，170．51．　　　　　　0．58　　　　　　　0．12．　　　　　　2．49　　　　　　23．86　　　　　　23，48　　　　　　　10．89　　　　　　　0．4776．3112．56　　　　　　　3．69　　　　　　　　　　76．409041．ASEAN4　　0　　0　　　05．721．694．26　　　9．61t24　　　　　　　0．68　　　　　　　0．0フ　　　　　　　1．44　　　　　　39．04　　　　　　24．98　　　　　　　　9．28　　　　　　　0．60104．0324．71　　　　　　　3．42　　　　　　　　　　105，729541ASEAN4　　0．　0　　　019．018．173．46　　　36．703，36　　　　　　　5．60　　　　　　　0．↑9　　　　　　　2．44　　　　　　83，32　　　　　　75，68　　　　　　　24．61　　　　　　　0．90267．5578．94　　　　　　　1t60　　　　　　　　　　275．72一幽。＝魯．竃碧《一ωeH■けけ�@oら弓�@o．げ。．　o�S曰く巳』二δ8）名古屋工業大学紀要　第51巻（1999）141けるほうが，対策，対日輸出依存度がより大きい。他方で，電子部品については，95年では，対アジア8向けが，対米向けよりも多くなっている。　ここでのデータに見る限りでは，輸出については，前述のアジア海外現地法人の活動状況［図表2−8］と異なり，太平洋トライアングル構造の一端である製造品目における対米・対日依存が確認される。�A輸入マトリックス　輸入については，総額（図表3−5），ならびに産業用機器（図表3−6），電子部品（図表3−7）の輸入先について数値を整理した。すなわち，設備財と部品といった投入財の調達先を検討した。　設備財である産業用機器（図表3−6）は，日本からの輸入が多い一方で，欧州からの輸入も同じ程度あることが分かる。別途，金属加工機器についてもデータを検討中であるが，こうした欧州製機器調達の傾向は一層強いものと予想される。　これに対して，電子部品輸入については（図表3−7），95年には，アジア8およびASEAN　4の調達先では，アジア8か日の調達が，北米や日本と同じか，これを上回るに到っている。すなわち，輸入先データからいえることは，1995年には既に，電子部品については，アジア8域内で，活発な域内貿易関係が進展していることがわかる。（3）今後の検討課題�@自動車部品貿易　自動車部品については，車体，懸架，エンジン（動力機）および電装品について，輸出入データの収集を試みているが，二丁貿易額について，日系企業の部品域内供給戦略における供給関係の実施状況を関連づける作業が必要である。　これによって，企業戦略として二二で紹介されている内容が実際にどのくらい，マクロレベルで実施されているのか，マクロ金額とミクロ戦略との距離が詰められるものと思われる。�Aアジア8の世界総輸出中の位置　アジア8地域は，対域内では，部品レベル（電子部品）での域内分業関係を形成してきているが，対域外関係においては，家電および電子部品の対世界輸出供給地域化する戦略が提示される。（例えば，デンソーの域内および域外＝対世界向けの，アジア各国拠点の統廃合後の輸出基地化戦略など。「日経新聞」1999年7月6日付け。）このことを明らかにするためには，今回整理している，個別の貿易額について，当該品目の世界輸出総額中の大きさおよび推移を検討する必要がある。�B水平分業度の測定　杖輸出一輸入）／（輸出＋輸入）｝＝水平分業度によって，特定国，地域間の二者間での経済的相互依存度，もしくは国際分業度が，評価できる。水平分業度の個別の算定および分析は，次稿の課題として，本稿で提示した貿易マトリックスから水平分業度の分析において予測される内容を付記しておきたい。　すなわち，（i）アジア8，ASEAN4における電子部品の調達先に占めるアジア8のシェアが高まっているが，韓国，台湾，シンガポール，マレーシアを軸に，95年には水平分業度が電子電気機器及び同部品で対アジア8向け及び対世三三で0に近似していることが確認されるものと考えられる。また（ii）電子部品供給国化する韓国，マレーシアでは，水平分業度がマイナスからプラスヘシフトしてきたこと，（iii）コンピュータ製品に関しては，台湾における水平分業度の変動が着目されることがあげられる。�Cアジア通貨危機後の変動　1997年7月のアジア通貨危機ならびに以降の経済危機のなかで，日本製部品のアジア側での代替，生産の移管，さらには逆輸入が，特に日本の自動車メーカーや部品メーカーによって進められている（詳細は，Fourin『アジア自動車産業1999』1999年3月の各国別資料参照）。本稿データのカバーしている1995年の大きな変化であり，再考の必要がある。参考文献　アジアをめぐる地域経済圏の定義は，アジア・太平洋経済協力閣僚会議（APEC）の取組みにみられるような，広く環太平洋地域を地域経済圏とみるものかち，日米アジアの三極間のアジア太平洋地域経済圏，ASEAN諸国を中心とする東南アジア地域における経済圏，さらには東南アジア地域内の隣接する特定3ケ国地域における局地経済圏など，地理的な規模は様々である。ただし，APECについては，日米という2つの極を共有する，日米アジアと日米中南米という2つの三角形が交差しているが，ここでは，アジア地域経済圏を日米アジアのアジア太平洋地域トライアングルとして捉えたい。　なお，同経済圏の構造については，（i）日系企業の対アジア海外直接投資活動による工業化の波及によって育成されたアジア製造業拠点（主に組立拠点）を基盤とした（梶原弘和『アジアの発展戦略一工業化波及と地域経済圏』東洋経済新報社1995年4月），日米アジア間の3極問，アジア太平洋地域における，三角貿易関係としての地域経済圏の展開を指摘する見解（青木健『アジア太平洋経済の成熟』頸草書房1991年2月，同『アジア太平洋経済圏の生成』中央経済社1994年3月），さらにこの経済圏内部での（ii）日米先進国と東アジア地域との問での，より水平的な国際分業関係の進展を指摘する見解，すなわち，従来の先進国対途上国間での貿易における，工業品対1次産品142Bulletin　of　Nagoya　Institute　of　Technology　Vo1．51（1999）という垂直分業関係から工業品相互間貿易関係の進展としての水平分業関係への進展を指摘する見解（渡辺利夫，梶原弘和『アジア水平分業の時代』日本貿易振興会1983年）および同時に産業内での垂直的な関係の形成を当初より指摘し奉見解（トウ照彦『NICS』講談社現代新書1988年2月，　p．2ぎ，『東洋資本主義』講談社新書1990年10月，pp．25−28），（iii）AsEAN5諸国を中心とする東南アジア地域における経済圏については，ASEANにおける政策レベルでの経済統合を軸に分析したもの（糸賀滋編『動き出すASEAN経済圏』アジア経済研究所1994年3月，清水一史『ASEAN域内経済協力の政治経済学』ミネルヴァ書房1997年2月，ただし，ASEANをめぐる経済圏の主張は極めて国際政治的要素に敏感であることの指摘は，トウ照彦編『アジアにおける地域協力と日本』名古屋大学国際経済動態センター叢書，1999年8月，pp．3−46），および日系企業の企業内分業活動の進展という視点から経済実態として，東南アジア域内における国際分業関係の進展を検証したもの（北村かよ子編著『機械産業の国際化と部品調達』アジア経済研究所1990年4月，同編著『ASEAN機械産業の現状と部品調達』同前1992年5月，同編著『東アジアの工業化と日本産業の新国際化戦略』同前1995年10月，同編著『東アジアの産業構造高度化と日本産業』同前1997年1月，丸山他編著『アジア経済圏と国際分業の進展』ミネルヴァ書房1999年2月），がある。なお，域内の複数国による政策として，（iv）バタム島，バーツ圏，黄海経済圏，環日本海経済圏などを中軸とした，局地経済圏構想が提起されている。　ただし，「アジア経済」についての分析は，地理的に隣接し，風土や歴史を共有し，さらに近年，同時期に工業化成長を共有してきた諸国の集まり＝経済「群」としての分析されることが一般的である。すなわち，「アジア地域」についての経済分析は，「アジア経済論」や「アジアの工業化論」として，域内各国ごとの工業化成長の経過やその政策についての，各国ごとに分析したものを列挙するものが主要である。　そこでは，厳密な意味での経済「圏」，すなわち国際分業関係によって基礎づけられた経済圏や，共通通貨の流通圏・決済圏としての理解は，域内部品調達補完戦略や円通貨圏構想などビジョンとしては存在しても，実態は進展していない5ただし，電子電気機器製造業では，例外的に突出して分業関係が進展している。すなわち，電子部品が従来から軽薄短小であったこと，さらには現在では，微粉末のスケールであることから，運送コストが極めて低く，広域的に分業関係が形成されてきた。しかしながら，特に自動車製造業の域内分業についての分析に顕著に見られるように，分業戦略（ビジョン）は，政策上もまた個別の企業戦略としても，度々提起されてきたが，依然として日本からの部品調達，アジア現地市場への販売という日本との二国間での垂直分業関係が支配的である。

